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「裏手の神社にいたのは、姫ひめ宮みやじゃない。──宮だ」




（え……）

　実家である二に条じよう邸ていの室内で、龍たつ尚ひさから低く告げられた報しらせに透とお子こは動どう揺ようした。

　神社から姿を消した姫宮、彼女はいまどうしているのかと、龍尚に姫宮の安否を調べてもらうよう頼たのんだのは透子自身だ。

　居場所まではわからずとも、人ひと伝づてにでも、ただ穏おだやかに暮らしていてくれることがわかればそれでいい。もしかしたらすでに儚はかなくなっているかもしれない──そんな結末さえ覚かく悟ごしていたけれども、このような報せをもたらされるとは予想外だった。

「わたしが会っていたのは見み目め麗うるわしい姫宮様よ？　姫宮じゃなくて皇子様だったなんて、まさかそんな……」

　かの姫宮はきめこまやかな肌はだの持ち主で、その白い面おもてにある睫まつ毛げは深い漆しつ黒こく、ととのった薄うすいくちびるには生気とはべつの神秘的な精気が宿やどっているかのようで、おなじ女の透子から見ても見み惚とれるほどの美び貌ぼうだった。

　年の頃ころは七つ八つばかり、その年頃の男おの子こといえば、思い出すのは泥どろまみれになって野山を駆かけまわっていた一かず虎とらの姿くらいのものだ。あの姫宮と虎とらがおなじ男おの子こだったなんて、とうてい信じられない。

「そりゃ名だたる美び姫きを寄りあつめてつむいできた血統だからな。ときにはそういう皇子も生まれるだろうさ」

「それはわかっているわ。でも……」

　透子は宮中で出会った宮様方がたの整った面おも立だちを思い出す。

（たしかに美形ぞろいだものね……）

　それでもなお透子が反論しようとすると、龍尚は言葉をかさねた。

「裏手の神社にいたのは当代の一の宮だったそうだ」

　その一言に透子ははっと息を吞のんだ。

　当代の帝みかどは当時もいまもおなじ。その一の宮といえば。

（まさか、朱雀すざく院いんの宮みや様が姫宮様だっていうの……？）

　朱雀院の宮の横顔に姫宮の面おも影かげを感じることもあった。しかしそれは、朱雀院の宮が姫宮と遠くない血けつ縁えんだからだと、そう思っていた。

（だって、姫宮様のお話をしたときも、宮様はなにも──）

　きっとなにかのまちがいだ。そんなはずがない──

　そんな透子の動揺を見てとった龍尚は、ちっ、と舌打ちした。

「気に入らないな」

「龍りゆう？」

「その様子じゃなにも聞かされてなかったんだろ」

　図星を突つかれて透子は息を吞んだ。

「たしかに奴やつにも事情があったんだろうさ。だが、いまもだましつづけているというなら話は別だ」

「宮様はだましていたわけじゃ……」

「だましているだろう？　おまえが奴の正体を知っていたなら、いまのような付き合いになっていたか？」

「………」

　鋭するどい追い打ちに答えることができない。

　透子が返答に詰つまっていると、龍尚はきつい口調でつづけた。

「もうあいつと関かかわるな」

「そんな……っ！」

「平然とだましつづけるような奴を信用できるか。味方ヅラして近づいてくる奴なんて敵より性質たちが悪い」

　龍尚はそう苛いら立だたしげに吐はき捨てた。

（味み方かた面づら──）

　たしかに朱雀院の宮は味方だった。敵ばかりの宮中でようやくできた味方だ。

　それは自分を欺あざむくための仮面だったのだろうか？　それはいったいなんのために……？

　穿うがたれた〈姫宮〉というひずみ。そこから疑心がこんこんと涌わいてくる。

　けれども透子はそれらを吞みこむと、口を開いた。

「……龍、心配してくれてありがとう」

「なに？」

「わたしなら大だい丈じよう夫ぶだから」

　その穏やかな声こわ音ねに、龍尚は意外なことを耳にしたかのように眉まゆをひそめる。

「大丈夫ってなにがだ」

「だって、宮中は元々そういうところだもの」

　敵も味方も、表向きは穏やかに接しながら裏で人の足を引っ張り合う。騙だまし騙されながら底の見えない水中を進んでゆく。そんなところで相手の本心を見ようとしてはいけない。たがいに都合のいいように利用し利用されながら、自身の望みを叶かなえてゆく。そういう場所だ。

　だからいまは考えない──考えたくない。

「そろそろ帰らなきゃ」

　透子がそう言って立ち上がりかけると、不意にふっと視界が暗くなり、身体からだがふらりとよろめいた。

　それをとっさに支えたのは龍尚の腕うでだ。ゆるぎなく透子を抱だき留める力強さに、安心感が涌きあがる。

「ありがとう、龍」

「……無理してるんじゃないのか」

　心配そうに覗のぞきこんでくる龍尚から、透子はすっと目を逸そらした。

「そりゃ多少はね」

　いま見つめられれば、心の底まで読まれてしまう。

　いまは関わらないで──そんな無言の拒きよ絶ぜつ。

　しかし透子にかけられたのは、思いがけず優やさしい声だった。

「──もう行かなくていい」

「……え？」

「もう宮中に行かなくていい。おまえにだけそんなところで戦わせるわけにはいかない」

「え、そんな、だって……」

　ただ領地にいるだけでは、都の権力争いの余波を受けるだけだ。だからみずから宮中に入って権力争いの状じよう況きようを探さぐると、そう決めた。

　領国と民たみを守る──それが龍尚と交かわした約束だったはずだ。

（それを行かなくていいだなんて）

「領国くにのことは俺が抱かかえなきゃいけない問題だ。おまえを巻き込んで悪かった」

「───！」

　思いがけない言葉に透子は目を見ひらいた。

「いままで、領国を守りたいというおまえの気持ちに甘えすぎていた。おまえの出自を頼たよりにさせてもらっていたのも事実だ。だがもう、おまえがそんな務めを負うことはない」

　紗さや子こ叔母おばの女によう房ぼうならほかの親族から出す。中には腕が立つ者もいるし、嫌いやがらせにめげるほどやわじゃない奴だって──

　とつづく声は透子の耳を通りぬけていき、透子は龍尚の言葉をさえぎるかたちで声をはさんだ。

「ちがうの、龍」

　龍尚は怪け訝げんそうに眉をひそめた。

「──どうした」

「わたしは〈務め〉と思って宮中にいたわけじゃないわ。わたしはしたいことをしていただけよ。

　もう人が傷つくのは見たくない。戦いくさでだれも死んでほしくない。戦なんて起きてほしくない……領国のみんなだけじゃない。宮中の争いから戦が起きて、民が傷つくのをなんとしてでも止めたいの。わたしひとりではなにも変えられないかもしれないけれど、なにもせずにいて後こう悔かいしたくない」

「戦を止めたいおまえの気持ちはわかっているし、領民のためになにかしたいという気持ちもわかる。だが姫ひめ宮みやの正体は、おなじ時期に神社に出入りしていた東とう宮ぐうも知っていることだ。今回こうして東宮から礼が届いて、いまのおまえとは宮中で良い関係なのかもしれない。だがそれでもおまえに正体を隠かくしつづけていた。要は東宮も奴の一味ってことだ。

　だれが味方でだれが敵かわからない、役に立っても信用されない。そんな場所で戦いつづけるというのか？」

　信用されない──その一言が胸に刺ささる。

（それでも）

「わたしははじめからひとりだったもの」

　透子はきっぱりと告げた。

　左大臣の姪めいでありながら、左大臣の意図に反して天寵を独どく占せんしつづけている梅うめ壺つぼの更こう衣い紗子。その紗子に仕える梅壺の女房。

　寵を得られなかった者や、左大臣の権力で羽は振ぶりをきかせている者からすれば、目め障ざわりな存在で、周囲は敵ばかり。

　朱雀院の宮は、そんな宮中でようやく見つけたおなじ志を持つ相手──心許せると思った相手だ。

　けれどもそれは透子の一方的な感情で、朱雀院の宮や東宮にべつの思おも惑わくがあったとしても責められることではない。いままでどおりの関係にもどるだけだ。

「たとえ宮様や東宮様が敵だったとしても、いままでとなにも変わらな──」

　しかしその言葉はさえぎられた。

　龍尚の腕が透子を強ごう引いんに抱き寄せたのだ。

「───!?」




「──帰さない」




　透子はあわてふためくが、鍛きたえられた龍尚の腕はびくともしない。

　いつの間にこれほどおおきくなっていたのだろう。透子の身体は龍尚の広い胸にすっぽりとおさまってしまった。

　幼いころとはちがう背せ丈たけ。とくとくと衣越ごしに感じる胸の鼓こ動どうを、息を詰めて受け止める。すると頭上から熱い吐と息いきが降ってきた。

「……あのとき、手伝いなんてさせるんじゃなかった」
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　後悔をにじませた、やるせない声。

「そうすればおまえがそんなに傷つくこともなかったのに」

　その一言に透子は首を横に振ふった。

「ううん、わたしは傷ついたなんて思ってないわ。ただ現実を知っただけよ」

　幼いあの日、領内で起きた戦は、姫と呼ばれて薄はく紗さのかかった几帳の奥に座していては知りえなかった現実を透子に教えてくれた。

「それにあのとき、龍に来るなって言われてもわたしはきっと抜ぬけ出していたわ」

　もし戦というものを言こと伝づてに聞いているだけなら、いまの自分はまだ、十年前とおなじように姫宮と一いつ緒しよに非力を嘆なげくだけの娘むすめだったかもしれない。

　しかし自分はこの目で見て、血のにおいを吸って、命が失われたときの人の重みを知ってしまった。

　つなぎ止めようとしてもなお、こぼれ落ちる命。そんな現実を知ってしまえば、なにもせずに自室で嘆いていることなどできなかった。

　──いま自分がしていることだって、正しいかどうかなんてわからない。いまも昔も変わらず無力な存在かもしれない。ただそれでも、嘆くだけではないいまの自分ができること、したいことが見つかった。

「あのとき、龍がわたしをお姫様あつかいしなかったこと、いまでも感謝しているわ」

　すると、ふっと漏もれた吐息とともに、透子を抱きしめていた腕がゆるんだ。

「おとなしく守られていてはくれない……か」

　自由になった顔を上げると、頭ひとつ高い場所から龍尚が、あきれた奴やつだなと言わんばかりの目で見下ろしていた。

「まあ、泣いて逃にげ帰ってくるような女じゃないことくらい、わかっていたけどな」

「残念ながらわたしが泣いてもこの世はなにも変わらないもの」

　もし自分が絶世の美女で、あまたの公きん達だちを虜とりこにして、泣いて世界を変えられるほどの力を持っていたならいくらでも泣く。しかし自分はそうではない。自分の手足で動かなければなにもできない、なにも変えられないひとりの人間だ。

「龍はいまでもたくさんのものを守っているんだから、わたしまで守られて重荷になるわけにはいかないわ」

　わたしはわたしなりに守れるものを見つけるから──

　そうつづけた透子だったが、龍尚はすっと真顔になり、真しん摯しな瞳ひとみを透子に向けた。

「おまえがなにかを守りたいというなら俺の側そばにいろ」

「……え？」

　一いつ瞬しゆん、言葉の意味を受け取りそこねた透子に、龍尚は告げた。




「ともに、領国くにに帰ろう」
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　透子が内だい裏りにもどったのは大門の閉門まぎわのこと、牛ぎつ車しやから降りてなお、まだ揺ゆられている感覚が抜けなかった。

　理由は、先ほど龍尚から告げられた一言だ。

　あのときの龍尚の声こわ音ねが、透子の頭の中で重くゆったりとめぐりつづけている。

　──ともに、領国くにに帰ろう。

　みなまで言われなくてもわかる。龍尚は、婚こん礼れいを挙げようと言っているのだ。

　龍尚の許嫁いいなずけ──そう言われていたのは子どものときの話だ。都から領国に逃れてきた透子を、だれともなしに惣領あとつぎである龍尚の許嫁だと言いはじめて、透子もまた、許嫁とはなんであるかもよくわからないまま、龍と虎と一緒にいられるならと、その扱あつかいを受け入れていた。

（そして龍はいまもまだ……）

　成人して都にもどってからも、龍尚はことあるごとに嫁よめに来いと言っていた。冗じよう談だんだろうと透子が流していた一方で、龍尚は父に打だ診しんをしている節もあった。それでも自分の結けつ婚こんなどまだ遠い先の話のように思っていた。

　けれども今回はちがう。いままでのように冗談で済ますことはできないと、龍尚の真摯な目でわかる。

（わたしが龍と結婚……）

　龍尚は領国を治める武門の当主だ。その妻ともなれば、貴族同士の結婚のように、邸やしきで夫の訪おとずれを待っていればいいというわけではない。

　当主の奥方の立場は龍尚の母のふるまいを見ているのでわかるし、その采さい配はいはいまだ存命の彼女から教わることもできるだろうが──

（これから領国で暮らす……？）

　領国で過ごした日々。龍がいて、虎がいて、戦いくさの苦い思い出もあるが、たしかに幸せだった。

　領国に流れる穏おだやかな時間のなかで、先代の当主が座っていた場所に龍尚が座り、その傍かたわらに自分が座して、奥方様と呼ばれる──そんな日々が目の前にある。

　龍尚はなにかを守りたいなら自分の側にいろと言った。

　たしかに領地を治める龍尚の側にいれば、守れるものがたくさんあるだろう。敵も味方も知れない混こん沌とんとした宮中でもがくよりも、目の前で必要としてくれる人たちのためになるかもしれない。

　けれどもその一方で、守れるのは目の前にいる者だけだ。遠く都から荒あら波なみが襲おそってきたとしても、救えるのは目の前の人たちだけ。もしその波がおおきければ、その目の前にいるわずかな人ですら守りきれるかどうかわからない。

　──すこし考えさせてほしい、次に帰ったときに返事をする、そう告げて宮中にもどってきた。考えられる時間はそう長くないということはわかっている。

（わたしは……）

　──自分の望むものは、なに。

　透子が心に問うように胸に手を当てた、そのときだ。




「──綾あや殿どの」




　心の隙すきにするりと入りこんだ声音に、どくんと鼓こ動どうがおおきく跳はねた。

「みっ、宮様!?」

　陽ひが翳かげるなか、梅壺のほど近くにたたずんでいたのは朱雀院の宮だった。

「どうしてこのような刻限にこちらに？」

　朱雀院の宮の住まいは朱雀大路沿いの朱雀院、つまり大内裏の外で、閉門まぎわのいま、朱雀院の宮はとうに内裏を下がっている時じ刻こくだ。

「東とう宮ぐうから仰おおせつかった雑務がございますので、今晩はこちらに」

「そうでしたの……それでなにかこちらにご用向きでも？」

「ええ。東宮があらためて貴女あなた様さまに御お礼れいを申し述べたいと仰せです」

　東宮から菓か子しがとどけられたのは今朝の話。その菓子は、弘こ徽き殿でん呪じゆ詛その疑ぎ惑わくを受けていた透子に非がないことを宮中に見せつける、という意味合いがおおきい。だから透子本人にはあらためて礼を、という趣しゆ旨しで、朱雀院の宮は透子の帰参を待っていたらしい。

「お手数ですが、ご足労いただけないでしょうか？」

　朱雀院の宮はおだやかに目もとをゆるめる。

　切れ長で涼すずやかな目とすっと通った鼻び梁りよう。その雅みやびな面立ちに、ある面おも影かげと、先ほどの龍尚の声音が脳のう裏りによみがえった。

『裏手の神社にいたのは当代の一の宮だったそうだ』

　その衝しよう撃げきに、びくりと肩かたがふるえる。

（姫ひめ宮みや様は朱雀院の宮様なの？　本当に？）

　もしそれが本当なのだとしたら────




（朱雀院の宮様にむかってなにを言ったのわたし────!?）




　透子は過去の自分の行動を思い出して驚きよう愕がくした。

　いつぞや、自分は姫宮との思い出を熱く語ってはいなかっただろうか？

　知らなかったとはいえ本人を前に思い出を語るなど、朱雀院の宮はどのような気持ちで聞いていただろう──いまさら気づいて透子は愕然とする。

（わたし熱く語りすぎた!?　だから正体を言えなかったとか……!?）

「──どうされました？」

「あ……」

　その声に透子は現実に引きもどされる。気が動転するあまり、朱雀院の宮の問いに答えていなかった。

　口を開こうと思うのだが、鼓動が速い。頰ほほも熱ほてって、きっと顔が赤くなっているにちがいない。

　この気持ちは失態の恥はずかしさなのか、それともべつの思いに由来するものなのか。わからないまま、ただわき起こる感情に透子が顔を上げられずにいると、朱雀院の宮が一歩歩み寄ってきた。

　ふわりと漂ただよう、春めいた華はなやかな薫かおり。

　緊きん張ちようのあまり透子がさらに身を硬くしていると、朱雀院の宮は透子を覗のぞきこむようにして顔を寄せて、告げた。




「綾殿？」




「────！」

　そのささやきに、心臓を貫つらぬかれたかと思った。

「なにかお悩なやみごとでも？」

　耳じ朶だに触ふれた吐と息いきがくすぐったくて、頭がはたらかない。

　信しん頼らいされているとかいないとか、小難しいことをすべて突き抜けて、透子の心を揺さぶってくる。

「いえっ、あ、あのっ、更こう衣い様にご報告がございますので、ご挨あい拶さつはまた後日に……！」

　舌をもつれさせながらもなんとか告げると、しかし朱雀院の宮は気にした様子もなく「そうですか」と、まなじりを下げて微笑ほほえんだ。

「では東宮より先に私から。こたびの一件、ありがとうございました」

　そのまぶしい笑え顔がおにまた貫かれて息を吞のむ。

「いっ、いえ、そのような畏おそれおおいこと……！」

　透子はなんとかそれだけ告げて頭を下げると、目を合わせることさえできずに梅壺に駆かけもどった。

　そして自分の局つぼねに入り、呼吸を整えようとおおきく息をくり返す。

　紗子に帰参のあいさつをしなければ──そう思うのだが、心臓がばくばくと高鳴りつづけてそれどころではない。

　宮様は姫宮様本人かもしれない──

　その可能性に、まともに朱雀院の宮の顔が見られないなんて。

　透子は思わず頭を抱かかえた。




（わたし、これからどうすればいいの────!?）
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　夜半すぎ、男たちは暗くら闇やみに包つつまれた庇ひさしにひかえていた。

　室内に灯あかりはない──控ひかえていることを悟さとられないためだ。

　昼には藤ふじ原わら左大臣の目がある。左大臣の息のかかった者といえば、いまやこの宮中の半数以上、左大臣の目に留まらぬように動くとなれば、場所も刻限もかぎられる。こうして人目のない夜に動くしかない。

　いまのままの権勢がつづけば、いずれ宮中は完全に左大臣に牛ぎゆう耳じられる。左大臣の横暴ぶりは、帝みかどの意向すらも蔑ないがしろにしかねない勢いだ。

　左大臣をこれ以上好きなようにのさばらせるわけにはいかない──そんな意志を秘ひめながら、息を詰つめて男たちはその時を待つ。

　しかし、年が明け、春を迎むかえたというのにこれほど冷えこむものだろうか？

　夜に控えるのは初めてではないし、宿直とのいで泊とまりこむこともある。だが灯りもなく、静まりかえったこの場所は寒すぎる。

　それは本来いてはならない場所にいる、そんな畏れから感じる寒さだろうか。

　なぜならここは──

　そのとき妻戸が開き、人ひと影かげが室内にするりと入りこんできた。

　男たちがここを訪ねて四半時ばかり、目が慣れるには十分な時間だ。

　入りこんできた者の面はさだかではないが、奥──〈夜御殿よるのおとど〉と呼ばれるその室へやから抜け出てこられる者はただ一人しかいない。

　──そう、ここは清せい涼りよう殿でん。帝の御座おまし所どころだ。

　男たちが夜の御殿から出てこられるただひとりの人物の許もとへとにじり寄ると、冷え切った室内に、甘やかな香かおりが漂った。

　この香りは藤ふじ──だろうか？

　藤の花の時季にはまだ早いし、香こう合ごうで偶ぐう然ぜん、藤に近い香りになったのかもしれない。おそらく召めした女によ人にんの移り香がだろうが、それにしては濃のう厚こうな香りだ。まるで藤の園に迷い込んだような酩めい酊てい感をおぼえる。

　たしか今晩のお召しは──

「──明日あす、伝える」

　高みよりこぼれ落ちる声。年の頃ころは三十代半ば、即そく位いしてより十年あまりで威い厳げんと深みを帯びている。

　本来ならば直接耳にすることも許されない声に、男たちは平へい伏ふくしてつづきを待った。




「梅壺の更衣を女によう御ごに、と」




「────！」

　その衝撃は張りつめた空気を揺ゆらした。

　梅壺の更衣、藤ふじ原わらの紗さや子こ──主上の寵の厚い女人だ。

　亡なき内大臣の娘むすめで、左大臣には姪めいにもあたる身内なのだが、左大臣は孫娘を入じゆ内だいさせたために、天寵を受けている紗子を目の敵かたきにし、紗子の女御宣せん旨じに対して圧力をかけつづけている。

　しかしそれもここまで。この世を我が世と驕おごり謳おう歌かする藤原左大臣、その権勢を押さえにかかるということか。

　ようやくこの日がきた──この日を待ちながら、左大臣の横暴に耐たえて、陰かげに仕えつづけてきたのだ。

「──は」

　男たちは高こう揚ようを感じながら頭こうべを垂れると、その上意を現実とする算段をめぐらせはじめた。
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　午ひるどき、梅壺の簀すの子こ縁えんで透子が衣きぬを載のせた唐から櫃びつを運んでいると、鶯うぐいすの鳴き声が耳に飛び込んできた。

　その声はまだたどたどしく、初夏にむけての発声練習といったところだろうか。

　中天にのぼった陽光がまぶしく照らすなか、ひときわあざやかな鶯色を見つけて透子は微笑を洩もらす。

　しかし鶯は不意に飛び立ち、直後、簀子縁のむこうから駆ける足音が聞こえてきた。

（この足音は──）

　見やると、小さな男おの子こが童わらわ髪がみを揺らしながらとてとてと簀子縁を駆けてくる。

　今年三歳になったばかりの紗子の子、七しちの宮みやだ。

「あやー！」

「宮様、おいでなさいませ」

　透子が唐櫃を置いてしゃがむと、七の宮は駆けてきた勢いそのままに透子の胸に飛び込んできて、あまりの勢いに七の宮を抱だき留めた足元が思わずよろめいた。

「まあ宮様、お元気ですこと」

　ここに来るまでにもそうとう駆かけまわっていたのだろう。七の宮の頰ほほは上気し、額で切りそろえられた髪はすでに汗あせにしめっている。

「まあまあ綾あやの小路こうじ様、申しわけございません」

　遅おくれながらついてきた乳母めのとがすまなそうに眉まゆを下げ、透子は「大だい丈じよう夫ぶですわ」と微笑ほほえみかえした。駆けることをおぼえたばかりの遊び盛りの七の宮をずっと見ているのは、さぞかし骨が折れることだろう。

「更こう衣い様もすでにお目覚めですから」

　その言葉に乳母はほっと息をついた。

　夜のお召しの多い紗子は朝方に休んでいることも多い。昼どきまで七の宮がこちらの庇に来ないようにしてくれているだけでもありがたい。

「さあさ宮様、母上様のところへまいりましょうか」

　そう言って透子がうながすと、七の宮はぱっと顔を輝かがやかせ、ちいさな体をひるがえして室内へと駆けてゆき、奥に座していた紗子に飛びついた。

「ははうえー！」

　今上の皇子というやんごとない生まれでも、まだ母が恋こいしいばかりの幼子だ。

「宮、良よい子にしていましたか？」

　紗子の膝ひざの上で頭を撫なでられながら、母のぬくもりをぞんぶんに受け取る。そして安心した七の宮は紗子の膝を降りると、紗子の目の前で人形遊びをはじめた。

　そんな我が子を見つめる紗子の目はいつにもましておだやかで、なにげないこの時がかけがえのないものなのだと透子に教えてくれる。

　こんな日々がつづけばいいのに──

　胸にあたたかなものを感じながら透子が眺ながめていると、思い出したように紗子が声をかけた。

「ああ、そういえば、綾」

「なんでございましょう？」

「昨日は帰りがおそかったみたいね。実家でなにかあったの？」

「えっ……」

　一いつ瞬しゆん、龍尚の求きゆう婚こんのことを訊たずねられたのかとひやりとした。

　しかし紗子は父方の叔母おば、一方龍尚は母方の従兄いとこなので、紗子と龍尚はこれといって親しい間あいだ柄がらではない。

　紗子が訊きいてきたのは、夜のお召しの準備に間に合わなかったからだろう。そう理解して、

「なつかしい話に花が咲さいてしまったものですから」

　と透子が平静をよそおって当たりさわりのない答えを返すと、紗子の口から思わぬ名が飛び出してきた。

「そう。透子がいない間に朱雀院の宮様がお見えになっていたそうよ」

「え!?」

「透子を訪ねていらしたのでしょう？　なんの御ご用ようだったのかしら？」

（実家のことは前まえ振ふりで本命はそっち……!?）

　紗子は扇おうぎを口くち許もとに当てながらまなじりを下げてにこにことして、良い報しらせが聞けるのではと実に興味津しん々しんな様子だ。

「すっ、朱雀院の宮様は東とう宮ぐう様の言こと伝づてにいらしただけで、宮様とは特別なことなんてべつになにも……!?」

「まあ、東宮様からの？　ありがたいお話だけれど、わざわざ言伝のために朱雀院の宮様がおいでくださったの？」

「そ、それは……」

　たしかに朱雀院の宮は今上の一の宮で二に品ほん兵ひよう部ぶ卿きようの宮、東宮の用とはいえ言伝を頼たのまれるような身分ではない。

（まあ、人手を介かいするわけにもいかない話ではあるけれど……）

　先日、弘こ徽き殿でんから透子に仕し掛かけられた呪じゆ詛そ疑ぎ惑わく。

　その疑惑について透子は東宮に身の潔白を示してもらう代わりに、東宮の意を受けて都中を動くことになった。無事その事件は解決し、その労をねぎらおうと朱雀院の宮が透子を呼びに来たのだが、透子が東宮の下で動いていたことは紗子のあずかり知らない話だ。

　事情を話すわけにもいかず、透子が言葉に詰つまっていると、いつもと透子の様子がちがうことに気づいたらしい七の宮が顔を上げた。

「すじゃ……？」

「〈すざくいん〉の宮様ですよ。朱雀院の宮様は宮の兄上様なの」

「あにうえ!?」

「そう。宮の兄上様が綾に会いにきてくださっていたのよ」

「あにうえー！」

　〈あにうえ〉とはなんなのか理解できていないだろうに、七の宮は期待に満ち満ちた目で透子を見上げてくる。

（ええっと……）

　年が離はなれすぎていて失念していたが、言われてみれば朱雀院の宮と七の宮は兄弟だ。

（ということは朱雀院の宮様も幼いころはこんな感じ……）

　透子は思わず七の宮を凝ぎよう視しする。しかし見つめ返す七の宮の目はきらきらと輝いて、そのあまりのまぶしさに透子はくらっと目眩めまいをおぼえた。

（さすがに朱雀院の宮様はこうじゃなかったはず……！）

　朱雀院の宮と面おも影かげをかさねようにも、あまりに印象がちがいすぎる。

　自じ業ごう自得の無茶な試みに透子が頭をくらくらさせていると、不意にあわただしい足音が聞こえた。

　透子は反射的に立ち上がって簀子縁に出る。するとこちらにむかって駆けてくる女によう房ぼうがいた。

　透子とおなじく、梅壺に仕える女房の淡あわ路じだ。

「淡路様、なにかあったのですか？」

「お、おか、おかっ……」

「おか……？」

　驚おどろきのためか淡路は顔の色をなくし、血の気の薄うすいくちびるをわななかせながら、おか、おか、とくり返している。

　息もままならない様子に、透子が淡路の背中をさすってやると、淡路はわずかに息を落ち着かせて、「一大事にございます！」と透子の胸にしがみついてきた。

「どうなさいました淡路様、どうか落ちついて──」




「主上が更衣様を女によう御ごにと……！」




「え？」

　思いがけない言葉に、透子も驚きのあまり一瞬我を失った。

　だが外に面した簀子縁で話せるようなことではない。我を取りもどしてすぐに事情を察した透子は、淡路の手を取って室内に引っぱりこんだ。

「それは事実まことにございますか？」

「ええ！　いま、そのことで表は大おお騒さわぎで……！」

「朝の政まつりごとではそのような話はまったく……」

　今朝は帝みかど臨席の下もと、大臣や参議が集つどう朝議があった。朝議の場でそのような話が出たなら、それこそ宮中がひっくり返るような騒さわぎになって、すでに透子の耳にも届いているはずだ。

「奥にお下がりになってから出たお話とのことですわ」

「──！」

　袖そでで隠かくして小声で告げられた事実に、さっと透子の血の気がひいた。

　帝は朝の政を終えると清涼殿の奥で私的な時間をすごす。殿てん上じよう人びとを招いて案件ごとの状じよう況きようを訊ねたり、親しい者たちを呼んで気安い時を楽しむこともある。

　しかしいくら私的な時間であっても帝は帝だ。その口からこぼれた言葉は、たとえ命令でなくとも上意として重んじられる。〈綸りん言げん汗あせのごとし〉と言われるように、帝の口から一度出た言葉は消えることはない。

　思わず透子の身体からだがぞわりと総毛立った。

（風が立つ──）

　宮きゆう廷ていを囲っていた藤原左大臣という絶対的な壁かべ。そこに言葉にされてしまった帝の上意。

　上意は壁に囲まれていた宮中に風をはこび、風はやがて嵐あらしとなって宮中を吹ふき荒あれる──

　そんな不ふ穏おんな未来にぞわりと怖おぞ気けを感じていたそのときだ。

「透子……？」

　か細い声こわ音ねに、透子ははっと我に返った。

　声のした室内の奥を見やると、紗子が不安そうな目で見つめている。

　深刻な事態を察した乳母めのとは、「ささ、宮様、お部屋にもどりましょう」と七の宮の手を引いて部屋を出てゆき、乳母と入れちがいに透子が紗子の側に腰こしを下ろすと、紗子はすがるように透子の手を取った。

「いまの話は本当なの？　本当に主上がそのように……？」

　紗子の目に先ほどまでの満ち足りた光はない。ただ先行きの知れぬ不安でいっぱいだ。

（叔母さまもなにも聞いていなかったということ？）

　昨晩のお召めしも紗子だったというのにまったく知らなかったなど、なにか急に事態が変わるようなことがあったのか。

　紗子を女御に──吉きつ報ぽうのはずなのに、喜びよりも不安が先に立つ。

（左大臣はきっとなにか仕掛けてくるわ）

　寵ちよう愛あいが紗子に傾かたむいただけで、紗子を失しつ脚きやくさせようと企たくらんできた左大臣のことだ。女御ともなれば、後ろ盾だてこそ差はあるが、孫まご娘むすめの弘徽殿と同格となる。表の政も後宮もその手に一手にしようとしている左大臣が、この一件を見み逃のがすはずがない。

　紗子の手は冷え切って、冷たい汗あせすらにじんでいた。

「更こう衣い様……」

　藤原一門の紗子にしてみれば、左大臣は一族の長だ。血けつ縁えん的にも伯父おじというそう遠くない間あいだ柄がらの相手から敵意をむけられるのは、どれほどの恐きよう怖ふだろう。

　しかしどれほど恐おそれても紗子は引く様子はなかった。紗子にとって、帝がいて七の宮のいるいまの暮らしがなによりも大切だからだ。

「わたしも、みなも、更衣様をお守りしますから」

　透子が力をこめてゆっくりと告げる。すると紗子は白い花がほろりと開くように、かすかに微び笑しようした。

「──ありがとう、綾」

　あまりにかよわい、しかしいまの紗子のせいいっぱいの笑え顔がお。

　その想おもいを受け取って、透子は紗子の手を強くにぎりかえした。
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　──梅壺の更衣を女御に。

　その報しらせは、朝議を終えてすでに堀ほり川かわの邸やしきにもどっていた左大臣の許もとにすぐさまもたらされた。

　この一件についての左大臣の意向を探さぐろうと、邸の表には一族の若い者が押し寄せている。

　しかし左大臣がその者たちをこの釣つり殿どのまで通すことはなかった。

「主上が、な……」

　悠ゆう々ゆうと回遊する魚を眺ながめながらこぼれた声。そんな左大臣の声を聞いていたのは、ただひとりの僧そうだ。

　齢よわいは左大臣とおなじ六十すぎ。若いころは学がく僧そうとして唐から渡わたりをしていたその男は、長い年月を書物と向き合っていたためか、額には深い皺しわが刻まれ、険しい双そう眸ぼうは老いを感じさせない怜れい悧りな光を宿している。

　釣殿にふたりきり、しかしふたりがたがいに視線を交かわすことはない。思い思いにその場にありつつもたがいの存在を是ぜとしている──そんなふたりの関係は、長い年月によって築かれたものだ。

　時の権力者である左大臣と、その治世を支えつづける頭脳。ふたりがいるいまこの場所が、実質上この国の政まつりごとの中心だった。

「主上はいたずらに波風を立てるような方ではないと思っていたが」

「主上も兄君の最さい期ごをご覧であればこそ、嵐を呼び込むのは得策ではない──そうご理解なさっているものかと」

「儂わしもそう思っていたのだがな」

　左大臣は嘆たん息そくを漏もらした。

　今上の同母兄、つまり先の東とう宮ぐうは、宮中の乱れに乗じて入りこんだ悪あしき霊れいに命を奪うばわれた。

　和が乱れれば悪しき〈もの〉が入りこむ──そのことを知っている今上は、宮中の和を重んじ、自分が多少無理を押してもそのまま吞のみこんで、けっして波風を立てない御ぎよしやすい人物だった。

　自分の娘むすめを中ちゆう宮ぐうに推おしたときも異論はなかった。中宮は子を産まないまま儚はかなくなってしまったが、つづけて孫娘を女によう御ごとして入じゆ内だいさせた。不ふ甲が斐いない孫娘だが、運よく皇子をなしたならよし、なさぬにしても東宮が即そく位いするまでの間、後宮を押さえておいてくれればそれでいい、そう思っていた。

　しかし、孫娘の入内前に、自分の意に反して帝が寵愛しはじめたのが、姪めいの紗子──梅壺の更衣だ。

　紗子は元は中宮の女によう房ぼう、中宮亡なきあと、あらたな女御が入内せぬようにと他家を牽けん制せいしているうちに、隙すきを突つかれるかたちで紗子に寵が移ってしまった。

　しかし紗子を無理に宮中から下がらせるような真似まねをすれば、次はほかの女御に寵愛が向きかねない。それよりはまだ一族の紗子に寵愛がむいているほうが都合がいい。しょせんは孫娘を女御として送り込むまでのつなぎ──そう割り切って放置しているうちに、紗子は七の宮をもうけてしまい、さらには孫娘の弘徽殿が入内したあとも寵愛が衰おとろえることはなく、後宮内で確たる地位を築いてしまった。

　我が姪ながら目め障ざわりな存在──そう思っていたところにこの上意だ。

　紗子の父は自分の従弟いとこの内大臣、母にいたっては自分の同腹の妹だ。両親ともに遠からぬ間柄で、出自的に女御となることに不足はない。しかし自分が邪じや険けんにしている娘を女御に立てる、その意味をわからぬはずがないものを、あの穏おだやかな帝がこのような強きよう硬こうな策に出てくるとは予想外だった。

「帝のお耳に吹ふき込む輩やからでも現れたか」

　そう呟つぶやきながらまっさきに思いついたのは、大だ宰ざい府ふから京にもどっている青年だ。

　帥そちの宮みや──大だ宰ざいの帥そちとなる前は〈碧あおいの宮〉と呼ばれていた彼は、〈院の懐ふところ刀がたな〉ともいうべき存在だった。

　先帝だった院と碧の宮は、親子どころか祖父と孫ほど年の離はなれた兄弟で、院に育てられた碧の宮は、朱雀院にいる院と宮中にいる帝の間に立って、両者の意思を疎そ通つうさせる役目を負っていた。

　はじめはただの伝言役、しかし彼がその才を開花させるまでに時間はかからなかった。

　輔ほ弼ひつの才──

　碧の宮は院と帝の意思を汲くみ、両者の望む政が敷しかれるべく暗あん躍やくした。

　隙あらば藤原氏の権勢を強めようとしていた自分と衝しよう突とつしたこともすくなくない。

　いくどとなく水面下で政治争いをくり返し、なんとか碧の宮を都から遠く離れた大宰府に飛ばすことができたのは、二年あまり前のこと。

　しかし彼はおとなしく大宰府にとどまっているような人物ではなかった。この春、帥の宮として都にもどってきて以来、ふたたび藤原氏を牽制しようと暗躍しはじめた節がある。

「そなたは帥の宮をどう見る？」

　今回の一件も帥の宮のしくんだことか──そう思ったが、僧は予想外にも首を横に振ふった。

「こたびの件は、帥の宮様ではないようにお見受けします」

「ほう？」

「帥の宮様は、つい先せんだって梅壺の一件で波風を起こしたばかり。おなじ話題でつづけてかき回すような御お方かたではございませぬ。女御擁よう立りつが本命であれば避さけるべき話題、攪かく乱らんに用いるにはあまりに芸のない所業かと」

「なるほどな」

　帥の宮は若いながらも、その手しゆ腕わんは院が手ずから仕込んだものだ。そして院のやり口はふたりともよく知っている。

　本当に女御擁立を企たくらんでいるならあまりに直ちよく截せつ的だし、上意の裏でなにかを企んでいるならもっとほかの噂うわさを振ったことだろう。帥の宮のいままでの手法とはちがいすぎる。

「仕組んだ者につきましてはただいま調べをすすめております。……ただ、それとはまた別の件にて気になることが」

「なにがあった」

　うながすと僧は立ちあがり、左大臣の耳元に小声を落とした。

　言葉になるかどうかといったささやきに、思わずびくりと左大臣の肩かたがふるえた。

　政の場では、感情を悟さとらせることなく切り抜ぬける平常心が求められる。しかしその左大臣が動どう揺ようを隠かくしきれずに僧を見つめると、僧は見つめ返しながらひとつうなずいた。

　先ほどの言葉は聞きちがいではなかったということだ。




『清涼殿に悪しき気あり──』




　言葉にすれば言こと霊だまを生む。清涼殿は帝の御座おまし所どころ、言霊がもたらす影えい響きようさえも懸け念ねんしなければならない場所だ。

　時が凍こおりついたかのような空気を割って、ぴしゃっと鯉こいが尾おびれを返し、池に波は紋もんを生んだ。

「──いかがする」

　もしそれが本当ならば、梅壺の更こう衣いに関かかわっている場合ではない。人の争いは人の世が穏やかであればこそ、〈土つち蜘ぐ蛛も〉と呼んでいる異形が宮中に入りこめばもはや権力争いどころではない。

「天のことは天にお任せすればよいまでのことにございます」

「天？」

　この国では帝をもしのぐ財力や権力を得ようとも、ただ人は絶対的に帝になれない。ただ人が帝に取って代わることができないのは、帝が天子といわれるゆえん──人知を超こえたものを平らかしめるものがあるためだ。

　ただ人がいくら足あ搔がこうとも極きわめられるのは人身位まで。それから先は天の領分だ。

　天に任せる──その言葉が指し示す内容に思いをめぐらせていると、僧は淡たん々たんと告げた。

「──わたくしめに一計がございまする」




[image: ]




「──おや、いい声で鳴いたね」

　東宮が、鶯うぐいすの鳴き声に筆を止めて面おもてを上げる。すると、かたわらでおなじく筆を執とっていた帥の宮は、手を止めることなく言葉を挟はさんだ。

「ずいぶんつたない声とお見受けしましたが」

　鶯に気を取られている間があるなら、手を動かしてください──

　という思いがありありと感じられる言葉だったが、帥の宮の意に反して東宮は筆をおくと、はらり、と扇おうぎをひらいた。

「花も咲さき初そめの頃ころのほうが楽しみだろう？　それとおなじだよ」

　遊びに行きたくてしかたがないのだな、とふたりの側で文ふみを片づけていた朱雀院の宮は察したが、帥の宮は東宮の気まぐれに応じるつもりはないとばかりに答えた。

「あいにくですが、あのように鳴くのは雄おすだといわれておりますので、私の心に響ひびくものではないですね」

　雄の声が良かろうが悪かろうが興味はない。帥の宮がそうばっさりと切り捨てると、東宮は苦く笑しようを漏もらし、こちらに視線を移してきた。帥の宮がつれないので、遊び相手を変えてきたといったところか。

「君も鶯をみならって歌ってみたらどうだい？」

「歌は仕事だけで十分です」

　朱雀院の宮はつとめて素っ気なく答えた。

　年が明けてからというもの、宮中では儀ぎ礼れいつづきで、歌会も多い。殿てん上じよう人びとの務めと割りきってこなしているものの、いまは帥の宮とおなじく、鳥の鳴き声に心を揺ゆらして口ずさむような雅みやびな気分でもない。

　説教することすら面めん倒どうだとばかりに帥の宮が無視を決めこんだので、朱雀院の宮が代わって口をひらいた。

「東とう宮ぐう。まずは、今回お世話になった住職への御お礼れい文ぶみを書きあげていただけませんか」

　この梨なし壺つぼに住まっている東宮はさておき、ここが居所ではない帥の宮と朱雀院の宮が梨壺につどっている理由はそれだ。

　先日、都を騒さわがせた怨おん霊りよう騒そう動どう。

　その怨霊は帥の宮が呼び出したのだと疑いをかけられ、疑ぎ惑わくを晴らすために東宮の名代となって朱雀院の宮と透子が都中の寺社を回っていたのはつい先日のこと。

　とある神主のおかげで無事解決することができたが、協力してくれた寺社にはあらためて東宮の名で礼状を出しておく必要がある。

　公く卿ぎようへの伝達文なら祐ゆう筆ひつを使うところだが、相手は寺社の高こう僧そうや神官だ。祐筆で済ますのも非礼になりかねないと、こうして帥の宮と朱雀院の宮が梨壺に泊とまりこんで手伝っている──というのに、当の本人がまっさきに筆をおくとはどういうことだ。

　しかし東宮は、よくぞ相手をしてくれたとばかりにまなじりを下げた。

「君がそんなふうだから、〈小町〉が来てくれないんだよ」

　──あいかわらず、痛いところを遠えん慮りよなく刺さしてくれる。

「……あの御方にも、女によう房ぼうとしての務めがございますれば」

〈小町〉の名に動揺しかけた気持ちを抑おさえて淡々と返すと、

「なに言い訳してるわけ」

　とさっくりと切り返されてしまった。

「彼女の主あるじである梅壺の更衣に話をとおせば喜んで貸してくれるだろう？　それともなにかな、〈小町〉を呼び出しづらい事情でもあるのかい？」

「──特段そのようなことはございません」

　するりと噓うそが出たのは追つい及きゆうを躱かわすための本能だ。東宮が喜んで食いついてくるような美味おいしい餌えさを撒まくわけにはいかない。

「けど、もう出会って一ヶ月ひとつきだろう。それくらい都合がつく間あいだ柄がらにはなっていると思うんだけどね。なっていてほしい、というのが本音だけれど」

　本気で呼ぶ必要があるならばなんとしても方策を練る。しかし今回の呼び出しは東宮のたんなる気まぐれだ。自分も彼女の顔を見られればそれでいい程度に思っていた。

　──が、夕刻に会った彼女はどこか様子がおかしかった。

　朝に会ったときには感じなかった壁かべ。それに露ろ骨こつに避けられた気がする。

　彼女の呼び名を変えたせいだろうか？　いや、それだけではない。

　朝と夕、二度会う間に、彼女は実家の二条邸ていにもどっていたと聞いている。

　二条邸と聞いて思い出すのは彼女の父の二条大納言ではない。彼女の縁えん戚せきだという源氏の末まつ裔えい、高たか見み龍尚だ。

　あの者が彼女に想おもいを寄せていることは言われるまでもない。

（昼の間にいったいなにがあった？）

　あの者は自分が知らない数年間の彼女を知っている。それにいまでも女房〈綾小路〉ではない彼女の側面に接することができる人物だ。

　あたりまえのように〈龍〉と呼ばれ、彼女の側にいることも、素の彼女と接することもできる存在──

　胸にうずまくのは不安、苛いら立だち、怒いかり、いや、いままでにおぼえがない類たぐいの胸のざわめきだ。

「ほら、怖こわい顔しないの」

　不快感に耐たえていた朱雀院の宮は、その声にはっと我に返る。

　視線を上げると、東宮の閉じた扇の先が眉み間けんに突つきつけられていた。

「───！」

　武術に関しては自分のほうが鍛たん錬れんをかさねているというのに、なんというていたらくだろう。東宮の後背の帥の宮から向けられた目は、なにをしているんですかあなたは、といわんばかりだった。

「意外だね。君は、色いろ恋こい沙ざ汰たに関してはすっぱり割り切る性質たちかと思ってたんだけど」

　扇おうぎを引いて己おのれの肩をぽんぽんとたたいた東宮が、「まあ見ていて楽しいけどね」と笑えみを浮うかべると、

「割り切っていられるうちはただの遊びですよ」

　と帥の宮が年長者らしく言葉を挟んだ。

「朱雀院の宮にそのようなお相手がいたことは意外でしたけれども、理性で割れないものがあると知るのも大切なことです」

　年は片手ほどしかちがわない相手に若わか僧ぞう扱あつかいされてしまったが、帥の宮が諜ちよう報ほう活動をふくめて流した浮き名は数多く、はるかに自分の及およぶところではないと知っているので言い返せない。

　しかし、そんな帥の宮にも本気で想う相手がいたのだろうか？　──などと考えていると、「ああ、なんだか妬やけるね」と東宮が嘆たん息そくをもらした。

「いいなあ。私にもどこかに運命の姫ひめはいないものかなあ」

「あなたに運命の姫などいたら迷めい惑わく以外のなにものでもありませんよ。いまはこのまま遊びと割り切って、これから大勢来るお妃きさきの中から運命の姫とやらをお探しください」

　帥の宮の物言いは身もふたもないが事実だ。後宮も重要な政まつりごとの舞ぶ台たい、帝みかどが即そく位い前から特定の女によ人にんに執しゆう心しんでは政の障さわりになる。

　そして東宮もそのことを理解して、自身の務めをまっとうするために無意識のうちに心に枠わくをはめている。遊び以上にならないように心を制しているのは、だれでもない東宮自身──そう理解した上での指し摘てきを受けて、東宮が苦笑を漏らしていると、「失礼つかまつります」と声をかけた者がいた。

　見やると簀すの子こ縁えんに手をつく者がいる。殿上人にはちがいないが、普ふ段だん梨壺に出入りのない男だ。

　何用かと訊たずねようとすると、先に帥の宮が声をかけた。

「ああ、ご苦労様です」

　どうやら帥の宮の手の者だったらしい。男は室内に呼び入れられると、帥の宮の耳元に報告を落とす。

　すると瞬しゆん間かん、ぴりっと空気がふるえた。

　帥の宮は表情こそ変えずに「引きつづきお願いします」と告げて男を下がらせたが、ただごとでないことは目つきでわかる。帥の宮もまた、前まえ振ふりなく明かした。

「帝のご内意です」

　その一言に背筋が伸のびた。

　正式な使者ではないので伏ふして承うけたまわることはないが、心のなかでなにかがぴん、と張りつめる。

「梅壺の更こう衣いを女によう御ごに、と」

　朱雀院の宮が驚おどろきのあまり凝ぎよう視しする中、帥の宮はさらに驚くべき言葉をつづけた。

「そして、その旨むねを近しい者に明かされたよし」

「──！」

　朱雀院の宮と東宮は思わず目を見開いた。

　梅壺の更衣を女御に。そのことは先日帥の宮から帝に進言されているが、帥の宮の進言と帝の口から直じかに明かされたのでは、その意味合いはおおきく異なる。

　帝が実際に言葉にした──すなわち、このことは宮中では決定事じ項こうとして取り扱あつかわれるということだ。

　おおよその内意は、帝の口に上る前に根回しがなされるものだが、今回の件は抜ぬき打ちに近い。帥の宮の策略か──とふたりが凝視するなか、帥の宮はゆっくりと首を横に振ふった。この件に帥の宮は関かかわっていないということだ。

　その帥の宮の返答に、「これはまた思い切ったことをなされたものだね……」と東宮が嘆息を漏もらした。

「先の一件で、左大臣側がどれだけ過か敏びんになったかご存じないわけではないだろうに。本当になにも関わっておられない？」

「ええ、まったく。朝議の際はそのようなご様子は感じられなかったのですが、いったいなにが起きたものやら。厄やつ介かいなことになりそうですね」

　そう漏らす帥の宮の脳内ではそうとう複雑な事情がめぐっているだろうに、帥の宮はおくびにも出さない。

「しかしまあ、起きてしまったものはしかたがありません」

　雨が降ってしまったものはしかたがないと言うのとおなじ軽い口ぶりで告げて、帥の宮は腰こしを浮かす。そこに朱雀院の宮が言葉を挟はさんだ。

「──しばし。私がお訊ききしてまいりましょう」

「宮が？　またなにゆえに？」

「いま帥の宮様が行かれては、裏でなにか動いているのかと邪じや推すいされかねません」

「ここで私が行こうと行くまいと邪推したい者は勝手にしますよ。政まつりごとの裏の話は私の領分かと思われますが？」

「今回の件は政の一いつ環かんとして出された話にしてはあまりに唐とう突とつ、私には政の駆かけ引きではないなにかがあるように思われます」

「たしかにそうですね。私もおなじ見解です」

「おふたりと比べて私は政治的な関わりが薄うすいかもしれませんが、だからこそ帝も気安く話せることもあるかと──仮にも親子ですから」

　その一言に、帥の宮の目にかすかに驚きが浮かんだ。自分の口から〈親子〉という言葉が出たのが意外だったのだろう。

　たしかに、いままでの自分は、親子の情など見ないように目を背そむけていた。

　父ちち帝みかどの兄宮の子が東とう宮ぐうにさだめられ、無用な後こう継けい者しや争いを生まぬように政から遠ざけられていた自分だ。宮中から追いやられて、そこで出会った守りたいものから引き離はなされた、その原因を突き詰つめれば、そんな境きよう遇ぐうに置いた父帝に恨うらみが向きかねなかった。

　出家を拒こばみ、父帝の意に反して宮中にとどまったいまも、親子としての思いは凍こおらせて一線を引き、なるべく父帝に近づかないようにしていた。

　それでもいま、親子だからと思うことができたのは──

（きっと彼女がいたからだ）

　ずいぶんと遠回りになったが、いまの自分は彼女を守ることができる立場にある。その現実が、凍らせた思いを溶とかしてくれた。

　幼い日に月を見上げたあの晩とはちがう。守るための力が、この手にある。

　そしてもうひとつ、心にあるのは、ともに過ごした時の長さで敵かなわなくとも、彼女の心からの願いを知っているのは自分だという自負だ。

　そんな彼女がいる梅壺が渦か中ちゆうに巻き込まれようとしているいま、帥の宮にまかせて傍ぼう観かん者でいることなどできない。

「私が様子を見てまいります」

　朱雀院の宮がふたりを見み据すえて告げると、東宮から胸中を見み透すかされたような返答がきた。

「ちゃんと守ってあげるんだよ」

　誰だれを、とは言われなくとも伝わる。

　朱雀院の宮がうなずいて、「では」と立ち上がりかけると、新たな来客が告げられた。

　姿を現したのは紫し衣えに七条をまとった僧そうだった。

「僧正──」

　老年にさしかかる年ねん齢れいだが、その立ち居も所作もまったく老いを感じさせない。長年のきびしい修しゆ行ぎようと節制により無む駄だな肉は削そぎ落とされ、研とぎ澄すました刃やいばを思わせる。

　僧正、月げつ祥しよう──左大臣の右みぎ腕うでと名高い人物だった。

「月祥殿どのがお越こしとは痛みいります。東宮様に何用でしょうか」

　先の院とともに朱雀院に住まっていた関係で、僧正である月祥ともっとも面識があるのは朱雀院の宮だ。

　そのためこの場の三人を代表して訊ねてみたが、月祥の返答に朱雀院の宮は面めん食くらった。

「こちらに朱雀院の宮様がおいでと伺うかがいましたので」

「私……にございますか？」

　面識があるといっても顔を見知っている程度だ。左大臣と関係の深い月祥と特別な接点はない。

　朱雀院の宮が心当たりを思いめぐらせていると、月祥は落ち着きをくずすことなく「ええ」と首しゆ肯こうして、手をついた。

「──朱雀院の宮様にお頼たのみしたいことがございます」
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　──犬けん猿えんの仲であっても、おなじ後宮に住まっている以上、なにかと接点はある。

　翌日、弘徽殿に挨あい拶さつにうかがった透子は、いつにもまして刺とげ々とげしい敵意を向けられた。

「姫様と同格だなんてあつかましいこと」

「御ご寵ちよう愛あいを笠かさにきて好き勝手なさるなんてねえ？」

　自分たちが左大臣の権力を笠にきて好き勝手していることは棚たなに上げて、言いたい放題だ。

　しかし、ただのやっかみなら放ほうっておけばいい。耳を澄ますべきは──

「清涼殿に穢けがれがあったそうよ」

「まあ怖こわい。きっと卑いやしい者が持ち込んだのよ」

（清涼殿に穢れ……？）

　耳を閉とざしたくなるような悪意のなかにも、拾うべき情報はある。弘徽殿はいまを時めく左大臣縁ゆかりの姫ひめだけあって、左大臣とのつながりを目当てに弘徽殿の女によう房ぼうに通う公きん達だちも多く、女房たちも情報がはやい。紗子のせいだというのはさておき、清涼殿に穢れがあったというのは事実だろう。

　清涼殿といえば帝みかどの御座おまし所どころ、宮中でもっとも清らかであるべき場所だ。殺生沙ざ汰たなど問題外だし、わずかな穢れさえも持ち入ってはならない。

（結界だってどこよりもしっかりしているはずなのに……）

　弘徽殿の女房たちは紗子を貶おとしめたいがために話題に持ち出したのだろうが、事態はそうなまやさしいものではないかもしれない。

「でも大だい丈じよう夫ぶよ。朱雀院の宮様が祓はらってくださるから」

（え？　朱雀院の宮様……？）

「宮様がどこぞの女房にご執しゆう心しんだなんてただの噂うわさだったのね」

「宮様は道理をわきまえた方だもの」

　そのまま卑しい者も追い払はらってくださればいいのにねえ、と女房たちは笑い合う。

「殿が朱雀院の宮様をお邸やしきの管かん弦げんの宴うたげにお招きしたそうよ」

「まあ、では二の姫様のお相手に……？」

「二の姫様は東宮様に入じゆ内だいなさるのだもの。三の姫様ではなくて？」

「まあおめでたいこと！」

（朱雀院の宮様と三の姫との縁えん談だん……？）

　女房たちの黄色い声が飛び、透子はこれ以上聞くことはないと足を速めた。

　弘徽殿の女房たちは左大臣の権勢が永久につづくと思っているが、歴史書を紐ひも解といても一臣下の権勢が長くつづいたためしはない。左大臣の力はおおきくなりすぎた。権力が寄りすぎれば、やがて揺ゆり返しが来る。

（東宮様も朱雀院の宮様もそれを懸け念ねんしておられたものね）

　左大臣家と他家との平へい衡こうを考えているふたりのことだ。左大臣の孫まご娘むすめが名門の姫のひとりとして東宮へ入内することはあるとしても、東宮即そく位い後の御み世よで重きをなす朱雀院の宮まで左大臣家と縁を結ぶとは考えにくい。

　きっと、女房たちが先走っているだけだろう──そう思っていた透子だったが、前方から来る公達に思わず足を止めた。

（あ……！）

　やってきたのは朱雀院の宮だった。

　朱雀院の宮とは一いつ昨さく日じつ別れて以来だ。朱雀院の宮も透子の姿を見み留とめて、一いつ瞬しゆん目を見開いた。

（えっと、えっと、宮様とはいままでどうやって接していたかしら……!?）

　思いがけない再会にあわてた透子だが、朱雀院の宮は混乱する透子をよそに、「失敬」とひかえめに一言落とすと、足を止めることなく通りすぎていった。

（え……？）

　あまりに他人行ぎよう儀ぎな態度に、透子が思わず振ふりむいて目で追うと、

「まあまあ朱雀院の宮様、お待ち申し上げておりましたのよ」

　女房たちが簀すの子こ縁えんまで迎むかえに出ており、奥からも歓かん待たいの空気が伝わってきた。

「女によう御ご様のおかげんはいかがですか？」

　朱雀院の宮のいつもどおりの控ひかえめな微び笑しように、奥にいた女房たちがにわかにいろめきたつ。

「それが、宮中の悪あしきものにあてられたのか、伏ふせってしまわれて」

「でも朱雀院の宮様がいらしてくださったのですもの。もう安心ですわ」

　さあさ、お入りくださいましな、と女房に勧すすめられるまま朱雀院の宮は入ってゆく。そして最後の女房は、簀子縁に呆ぼう然ぜんとたたずむ透子に勝ち誇ほこったような笑えみを向けて、室内へと姿を消した。

（……しかたないわよね）

　一瞬呆あつ気けにとられてしまった透子だが、朱雀院の宮も表向きの立場がある。左大臣ゆかりの弘徽殿の女御をそうそう粗そ略りやくにはできないし、他人行儀に素す通どおりしたのも、自分と変につながりがあることを弘徽殿の者たちに知られないためだ。

　そう考えれば朱雀院の宮の行動はなにも不自然ではない。──なのに、なにか心に引っかかるのは、やはり先ほどの噂のせいだろうか。

（三の姫との縁談って本当なの……？）

　朱雀院の宮もそろそろ結けつ婚こんを考える年だ。縁談のひとつやふたつ来ていて当然、朱雀院の宮を婿むこに迎えたい家のなかには左大臣家があってもおかしくない──おかしくはないのに、なぜかもやもやとする。

　すっきりとしない気持ちを抱かかえながら透子が梅壺にもどると、梅壺のまわりを取り囲む者たちがいた。

（え、なに？）

　取り囲んでいたのは黒こく衣いの僧だ。幾いく十人もの黒衣の僧が居並ぶその光景は異様で、見るからにただごとではない。

「いったい何事ですか!?」

　透子が駆かけ寄ると、僧のひとりが無表情に尋たずねてきた。

「梅壺の女によう房ぼう殿どのですか」

「ええ、綾小路と申します。梅壺になにかご用でしょうか」

「梅壺について少々お調べしたいことがございますゆえ」

「なんの前まえ触ぶれもことわりもなく取り囲むなど、更こう衣い様に無礼でしょう」

「ご無礼の段はご容よう赦しやを」

　言葉面では謝っているが、その口ぶりはまったく引いていない。自分たちの行動に義があると確信している態度だ。

「して、調べたいこととはなんでしょう」

「私の一存では申し上げられませぬ」

　いよいよもってきな臭くさい。

「どなたのご命令でしょうか？」

　左大臣の一存であれば断固として突つっぱねるつもりだった。しかし告げられた思わぬ名に透子は不意を突かれることになった。

「朱雀院の宮様にございます」

「え……？」







　──女房殿は室内にてお待ち願います。

　思わぬ名に意気を削そがれた透子は、僧そうに促うながされるままに室内に入ってしまった。

　それから半時、板戸や半蔀はじとみこそ閉ざしていないが、紗子も女房たちも梅壺の中で軟なん禁きん状態だ。

　御み簾すや衣い桁こうなどで念入りに隠かくしているので梅壺を取り囲む僧の姿は見えないし、むこうも物音ひとつ立てていないが、姿は見えないながらも押し寄せる威い圧あつ感かんに息が詰つまりそうだ。

「透子、いったいなにがあったのかしら……」

　紗子が不安を隠せずに訊たずねる。

「朱雀院の宮様のことですから、なにかお考えがあっての仕し儀ぎだとは思いますが……」

　内から出られないということは、逆に言えば外からの侵しん入にゆうより守られているという意味でもある。寺社に強い朱雀院の宮が、渦か中ちゆうの紗子を守るために遣つかわしてくれた者たちと考えられなくもない。

（でもそうなのだったら、お会いしたときに一言おっしゃってくださっても……）

　思い出すのは、先ほどすれちがったときの朱雀院の宮の様子だ。

　露ろ骨こつに避さけられたわけではない。しかし朱雀院の宮はあきらかに他人行儀に目を伏せて通りすぎた。そして梅壺に帰ってみればこの状じよう況きようだ。

「ちょっと様子をうかがってまいりますわね」

　このまま待っているだけではらちが明かないと、透子は立ち上がる。

　肝かん心じんの朱雀院の宮は弘徽殿だが、僧にとりつくしまがなくとも、東とう宮ぐうや帥の宮ならば事情を知っているだろう。

　幸い、つい先日、東宮から誘さそいを受けたばかりだ。この機会ならば、東宮のいる梨壺を訪ねても許されるはずと、簀子縁に出た透子だが、

「女房殿はお部屋にお留とどまりください」

　とすかさず制止されてしまった。

「事情がわからず、更衣様も大変とまどっておいでです」

　そう反論しても「いましばらく」とお決まりの言葉しか返ってこない。

「こちらには幼い七の宮様も住まっていらっしゃるのですよ。いたずらに幼おさな子ごを不安がらせるのは朱雀院の宮様のご本意ではないでしょう」

　しかし僧たちの心が揺れる様子はなかった。

　いくら俗ぞく世せから離はなれた人たちだと言っても、これではあまりに情がなさすぎる。情を踏ふみつけにしても任務を遂すい行こうするさまは、朱雀院の宮の手の者らしくない。

（これって、どちらかといえば左大臣のやりくちに似ているような……？）

　──この者たちは本当に朱雀院の宮の命令を受けた者なのだろうか？

　そんな疑問がわいてきたそのとき、僧たちがいっせいにある一方に身体からだを向けて腰こしを落とした。貴人を迎え入れる礼だ。

「朱雀院の宮様……」

　見やると、梅壺に渡わたってきたのは朱雀院の宮だった。その後ろに従っているのは老ろう僧そうだ。

　見知らぬ僧だが、紫し衣えをまとっていることからかなりの高僧だとわかる。

「宮様、この事態はいったいどのような理由でしょう」

　透子は朱雀院の宮を迎えに足を進めて訊ねた。しかし、

「綾小路殿、更衣様にお取り次ぎ願えますか？」

　──綾小路殿。

　返された呼び名はどこか遠く感じた。事実、朱雀院の宮の声こわ音ねはふたりで話していたときとはあきらかにちがう。

　けっして冷たくはなく、宮中暮らしで培つちかった人あたりのよい声音とやわらかな受け答え。しかしその態度は本人の感情のいっさいを覆おおい隠す。

（これは演技なの？　それとも──）

　朱雀院の宮の顔を凝ぎよう視ししても作り物の仮面を突きくずすことはできず、透子は朱雀院の宮を招き入れた。

「……どうぞ」

　御簾をくぐって室内に入ると、朱雀院の宮と僧は簀子縁にほど近い場所に腰を下ろした。

　間には薄はく紗さがかかって紗子の姿は見えないようになっている。帝みかどの子といえども、よほど近しい縁えん戚せきでもないかぎり帝の妃きさきを見ることなどかなわない。わかるのは気配だけ、声が届かない距きよ離りでもないが、会話は女によう房ぼうを介かいしてやりとりするのが通例だ。

　紗子と朱雀院の宮の双そう方ほうが見える位置には透子が腰を下ろし、両者の言葉の媒ばい介かい役となった。

「更衣様にはご心配をおかけしましたこと、お詫わび申し上げます」

　頭を下げた朱雀院の宮に透子が訊ねる。

「こたび朱雀院の宮様がおいでくださったのは、表の者たちについてお話しにきていただけたということでしょうか？」

「そうですね。突とつ然ぜんのことでお騒さわがせいたしました」

　やはり朱雀院の宮の手の者だった──しかしどこか釈しやく然ぜんとしないものを感じていると、朱雀院の宮が後ろに控ひかえる者を紹しよう介かいした。

「こちらは僧正の月祥殿です」

（月祥!?）

　僧に疎うとい透子でも、その名は知っている。

（月祥って左大臣の右みぎ腕うでじゃないの……!?）

　何十年も前に大陸に渡って学んできた学僧で、左大臣をいまの地位に押し上げたのは月祥だとも言われている。

（だから朱雀院の宮様はこんなに他人行ぎよう儀ぎにふるまっていたということ？）

　左大臣の目と耳を連れ歩いているようなものだ。迂う闊かつな態度を取るわけにはいかない。

　事情を察した透子は威い儀ぎを正して、女房役に徹てつすることにした。

「宮様は梅壺で調べたいことがあるようにお聞きしましたが、何用でございましょうか？」

「清涼殿のあたりにて起きたることを調べておりまして」

　透子ははっと息を吞のんだ。清涼殿に穢けがれがあったという話は聞いたばかりだ。

　事情を知らない紗子が、なんのことかしら？　と透子に目を向け、透子がわかっているとうなずくと紗子もつづきをうながすよう示した。

「そちらの一件と梅壺となんの関係がございましょう？」

「それをこれから調べさせていただきたいと存じます。

　つきましては、こちらの殿舎が少々騒がしくなりますゆえ、更こう衣い様におかれましては宿下がりをお願いしたく」

（え……!?）

　〈宿下がり〉というのは里帰りのこと、つまり宮中を出ていけと言っているのもおなじだ。

　女によう御ごや更衣の宿下がりもめずらしいことではないが、紗子の父である先の内大臣はすでに亡ない。生家は本家にあたる左大臣家の預かりとなってしまったため、紗子は七の宮を産んだあとは一度も宮中を下がっていない。

　女御にとの上意が告げられたこの状況で、もし左大臣のものになってしまった邸やしきに下がりでもしたら最後、邸に閉じ込められて二度と宮中にもどれない可能性だってある。

　そのことを危き惧ぐして返答をためらっていると、朱雀院の宮が言葉を継ついだ。

「生まれ育ったお邸とはいえ、慣れ親しんだ者のいない場所におもどりになっても更衣様も心落ち着かないことでしょう。二条大納言様のお邸にどうか、とお話をすすめております」

（……わたしの実家？）

　二条大納言は紗子の後見でもあるし、左大臣の息がかかっていない。七の宮の出産の際には、二条の邸を使ったとも聞いている。

「二条のお邸は方角も悪あしからず、幸い明日あすは吉きち日じつにて」

　月祥がそう告げたということは、藤原左大臣も納なつ得とくのうえのことなのだろう。しかし。
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「今日のお話で明日というのはあまりにも……」

　女房の透子が実家に帰るのとはわけがちがう。退出の際にもそれなりの格式が必要だというのに、今日の明日ではいかにも追い出されたかのような体ていだ。

　しかし朱雀院の宮の一言が追い打ちをかけた。

「帝にもすでにお許しを得ておりますれば」

「……！」

　藤原氏の息のかかった月祥の言葉なら信じなかっただろう。だが帝の一の宮である朱雀院の宮の言葉だ。信じざるをえない。

（でも……）

　この説得は、まるで朱雀院の宮が左大臣と手を組んだかのようだ。

「ご了りよう承しよういただけますでしょうか？」

　穏おだやかな朱雀院の宮の声音。

　その響ひびきとともに、透子の心の深い場所では龍尚が打ちつけた警けい鐘しようが鳴り響いていた。







[image: 第二章　月下の攻防]




　翌日の昼ごろ、内だい裏りを出た紗子は、透子とともに二条大納言の邸に入った。

「叔母おばさま、なにか行き届かないものなどございませんか？」

　対の屋に移った紗子に透子が訊たずねると、紗子はおっとりと微笑ほほえんだ。

「大だい丈じよう夫ぶよ、透子。ありがとう」

　貴族の邸は、家格の近しい貴族の方かた違たがえに使われることもあるため、つねに来客の準備はなされている。昨日の今日の話でも、紗子が逗とう留りゆうするのに基本的に不足はない。

　昨夜も帝みかどのお召めしがあり、宿下がりについて懇ねんごろなお言葉をいただいたらしく、紗子の表情はなごやかだ。七の宮も物心がついてから内裏を出るのははじめてのこと、牛ぎつ車しやに乗っているときもはしゃぎどおしで、いまも二条邸ていの中を駆かけまわっている。

　宮中を離はなれたという事実は変わらないが、紗子と七の宮の気持ちが落ち着いていることに透子はほっとした。

　ほどなくして透子の父の二条大納言尭たか丞すけが帰ってきて兄妹きようだいで語らいはじめ、そのうちに陽ひも傾かたむいて夕ゆう餉げとなり、食後も側についていた透子に紗子が告げた。

「透子もせっかくの実家なのですもの。ゆっくりなさいな」

　夜は淡路が紗子の隣りん室しつに控えてくれるので問題はないだろう。そう判断して、

「では、ごゆるりとおすごしくださいませ」

　と部屋を下がり、自室として使っていた東の対に入って、そこでようやく息をつくことができた。

　宮中とちがって羽織っているのは略装の袿うちぎだというのに、身体からだが水みず桶おけを運んでいるときのように重い。しかしその理由ならわかっている。

（朱雀院の宮様はなにをお考えなの……？）

　紗子に心配をかけないよう、何事もないようにふるまっていたが、昨日朱雀院の宮が梅壺を訪ねてきてからずっと、そのことが透子の心に重くのしかかっていた。

　朱雀院の宮が左大臣と近しい月祥とともに現れるなど、にわかに信じられない光景だった。

　月祥のいる場で事情を訊ねることもできず、その後も紗子の宿下がりの準備に追われて、朱雀院の宮はもちろん、東とう宮ぐうや帥の宮からも話を聞けないまま宮中から下がってしまって現在にいたる。

（どうして宮様が……）

　朱雀院の宮は透子とおなじく、藤原一族の専横を食い止めようとしていたはずだ。その朱雀院の宮がどうして月祥とともに、紗子の宿下がりを打だ診しんしてきたのか。

　帝の寵ちよう愛あいが頼たよりの紗子が宮中から去れば、紗子の立場は悪くなる。そんなことはあきらかだというのに──

（そんなのまるで、朱雀院の宮様が左大臣と手を組んだみたいじゃない）

　もしかして朱雀院の宮様は本当に──

　そんな思いが脳のう裏りをよぎって、縁えん起ぎでもない、と透子は頭かぶりを振ふってその想像を追い出した。

（そんなはずないわ。きっとなにか事情がおありなのよ。

　そういえば清涼殿で穢れがあったみたいだけれど、なにがあったというのかしら？）

　朱雀院の宮は清涼殿の関係で梅壺を調べると言っていた。しかしそのこともまるで紗子が犯人であるかのようだ。それが事実でなくとも弘徽殿はそう騒さわぎ立てるだろうし、左大臣もこの状じよう況きようを利用して上意を翻ほん意いしてもらうべく手をまわすだろう。

（まずはいまの状況をきちんと把は握あくしないと……帥の宮様ならご相談に乗ってくださるかしら）

　藤原氏の専横に牙きばをむいた帥の宮にしてみれば、この機に後宮を左大臣に掌しよう握あくされることは避さけたいはずだ。

　この状況を打破するための良い方法を教えてくださるかもしれない──そう思って透子が文ふ台だいに向かいかけたそのとき、庭先から声がかかった。

「ちょっといいか」

「龍……」

　もう陽が落ちた庭先で、篝かがり火びに照らされていたのは龍尚だった。

　帝の更衣である紗子が滞たい在ざいする対の屋は、後宮と同様に男性の出入りが厳しく制限されていて、龍尚も例外ではない。しかし透子はそんな紗子につきっきりだったので、龍尚は透子が室へやにもどってくるのを待っていたのだろう。

（あっ、そういえば……）

　次に帰るときに──そう言って、求きゆう婚こんの返事を保留にしていたことを思い出す。

　しかし今回のことは自分でも予期せぬ里帰りだ。まさかほんの数日でもどってくることになるとは思っていなかったので、考えがまとまっていない。

「あ、あのね……」

　ためらい気味に切り出すと、龍尚も心得ていたように「べつに急いでいない」と素っ気なく告げて対の屋に上がってきた。

「ここ数日、宮中もいろいろあわただしくて大変だったみたいだな。この紗子叔母の急な宿下がりの原因はなんなんだ？　女御宣せん旨じの件となにか関係あるのか？」

「直接は関係ないみたいなんだけど……龍は僧そう正じようの月祥殿って知ってる？」

「月祥っていや左大臣の右みぎ腕うでだろ。そいつがこの宿下がりに関かかわってるのか？」

「うん、そうみたい……」

　すると龍尚はさっくりと言ってのけた。

「なら完全に罠わなだな」

　──やはり、そう考えるのが自然なのだろうか。

「でもね、叔母さまの宿下がりを打診してきたのは朱雀院の宮様なのよ」

「……あいつが？」

　思わぬ名に龍尚は眉まゆをひそめた。

「ええ。朱雀院の宮様は、ひとりの臣に権力が集中することを懸け念ねんしていらしたから、左大臣の企たくらみに加担するはずがないの。その朱雀院の宮様と左大臣の右腕の月祥殿がそろって梅壺にいらして、今回の件は企みなのかなんなのかわからなくて……」

　気持ちがあまりに動どう揺ようして、頭がろくにはたらかない。

　たとえ宮様や東宮様が敵だったとしても、いままでとなにも変わらない──そんなことを言っていたのはどの口か。

　弘徽殿の女によう房ぼうたちにどれだけ悪口をむけられようとなんともなかったものを、朱雀院の宮の行動が理解できないだけでこれほど心乱れるなんて、思いもしなかった。

「ひとりの臣へ権力が集中することを避けたいというが、それはあくまで願望だろう？」

「え？」

「理想と言ってもいいな。登極しないとはいえ奴やつは皇族だ。帝以外の者が帝以上の権力を握にぎるのはそりゃ都合が悪いだろう。帝の下で臣下がみずからの分を守って帝を盛り立てる、それはあくまで国の理想だ。

　だが奴は奴で皇族として宮中で生き抜ぬく必要がある。出家を拒こばんでまで宮中で生きることを選んだんだから、世よ渡わたりも必要だ。世の中、賢さかしらに反発するより、長いものに巻かれて時流に乗ったほうがおおきなことがなせることもあるからな。たとえ理想に反したとしても一時手を組んで恩を売ったほうが得、そう判断することもあるだろうさ」

　龍尚の指し摘てきは容よう赦しやがなかった。

「朱雀院の宮様は……」

　──朱雀院の宮様はそんな方じゃない。

　そうつづけようとしたが、声にできなかった。透子の喉のどをふさいだのは、先日の龍尚の指摘だ。

『平然とだましつづけるような奴を信用できるか』

『味方ヅラして近づいてくる奴なんて敵より性質たちが悪い』

　〈綾殿〉と呼んでくれた声に噓うそはなかった──そう思っている。けっして利用するためではなかったと。

　けれども昨日の朱雀院の宮はどうだろう？　いままでは利害が一いつ致ちしたから協力していたまでのこと。朱雀院の宮が望む未来に合がつ致ちしなければ、碁ご石いしのように簡単に白黒が入れ替かわってしまうのではないだろうか。

（もうその場の気持ちだけで動ける子どもじゃないのだもの……だから姫ひめ宮みやの過去も黙だまっていたの？）

　夜の神社ですごしたなつかしい日々、しかしそれはただの思い出だ。

　過去むかしは仲が良かったと思い出を共有したところで、現在いまには関係がない──そう考えれば、黙だまっていたことの理り屈くつはとおる。

「今回の女によう御ごの件、もし話をつぶされるようなことがあれば、帝といえども左大臣の意向には逆らえないっていう、悪あしき前例を作ることになる。敵が奴だろうと左大臣の右腕だろうと、紗子叔母おばにはなんとしても宮中にもどってもらう必要が……透子？　どうした」

「……ううん、なんでもないの」

　顔色を見て声をかけた龍尚にそう答えたが、胸の奥に感じるのはたしかな痛みだ。

　胸の奥の大切ななにかが、きしきしと音を立てている。

　──もし姫宮様が手放してしまった過去ならば。その思い出を、自分ひとりが後生大事に抱かかえていることに意味はあるのだろうか？

　かえってその思い出がいまの自分の邪じや魔まをするなら、いっそなかったことにしたほうがよいのではないだろうか──

（朱雀院の宮様もそう考えて、おっしゃらなかったの……？）

　大切な思い出が現在いまの自分に押しつぶされる──そのとき、ふと透子の頰ほほに触ふれるものがあった。──龍尚の手のひらだ。

「……龍？」

　視線を上げると、龍尚の目が深い色みを帯びて見つめていた。

「そんな顔、するな」

（え？　そんな顔ってどういう……）

　言葉の意味を取りそびれて透子が呆ぼう然ぜんとしていると、触れていた龍尚の手が頰をゆっくりと伝った。

　その手はやがて頤おとがいにかかり、透子は驚おどろきに目を見開く。

（なに、を……）

　時が止まったかのように、息すら忘れて見入る。

　龍尚はそんな透子を目を眇すがめて見つめていたが、やがて頤から手を離はなすと、透子の頰をふにっとひっぱった。

「なっ……!?」

　透子がとっさに手をはらおうとすると、龍尚ははらわれる前に軽かろやかに袖そでを返して避よけた。

　そして透子の動きなどお見通しだとばかりに睥へい睨げいされて、透子はくやしまぎれに睨にらみつける。

「なにするのよ!?」

「ずいぶん顔がこわばっていたからな」

　ほぐしてやった、と龍尚はうそぶく。

「まあ、ちゃんと飯は食ってるみたいだから大だい丈じよう夫ぶか」

（どういう判断よそれ!?）

　胸の鼓こ動どうが速いのは、怒いかりのためだろうか、それとも恥はずかしさのためだろうか。龍尚のずいぶん思わせぶりな手つきの感かん触しよくがまだ残っている。

「おまえが好きこのんで苦労を背負い込むのもかまわないけどな。ここは宮中じゃないってことを忘れてないか」

「え？　宮中じゃない……？」

　言われるまでもなく二条の自分の実家だが、つづく言葉に透子は我に返った。

「ひとりで抱え込むなよ」

（……あ）

　──そう、ここは宮中ではなく自分の邸やしきだ。

　人の目や耳を気にすることなく、だれが味方でだれが敵か思い悩なやむ必要もなく、自分の心配をしてくれる人ばかりの場所。思う存分、本音で話せる場所だった。

　透子はひとつ深呼吸する。するとすこし肩かたが軽くなって、「龍、ありがとう」と微笑ほほえんだ。

　姫宮と別れて、下った先の領地で手に入れた仲間。自分の思い出は姫宮だけではない。

　意図せぬかたちとはいえせっかく宮中の外にいるのだから、外にいる利点を活いかす、それが正しい方策だ。

「虎とらも呼んでもらえる？」

　と女房に言づけると、

「なんだ透子、またややこしいことに巻き込まれたのか？」

　と軽口をたたいて現れた一かず虎とらを室内に招き入れ、透子は話を切り出した。

「あの怨おん霊りよう騒そう動どうからあと、都を騒がすものは出てきていない？」

　清涼殿の穢けがれと梅壺を取りかこんでいた僧。そのふたつから考えられるのは、人による穢れではなく霊れい的てきな穢れということ──つまり怨霊だ。

　清涼殿といえば宮中でもっとも結界が厚い場所、そこに現れるとなれば大だい内だい裏りの外の都にもなんらかの影えい響きようが出ていてもおかしくない。

　と思って訊たずねたのだが、情報通の一虎の返答は「やー、べつに？」となんとも気の抜けたものだった。

「数日前の夜に内裏のほうが派手にぴかーっと光って、あれはなんだったんだって噂うわさになってるくらいで、そのほかは特に聞かないなー」

「そうなの？」

　一虎の言うその光は、帥の宮が母はは御ご前ぜの霊れいを浄じよう化かしたときのものだ。

　母御前の怨霊は我が子の帥の宮のあとを追っていたために内裏に現れたが、そういう所縁ゆかりがなければ内裏はそうそう入りこめる場所ではない。

「じゃあ今回も内裏の中に原因があるかもしれないってこと？」

「まだ人々の口くち端はにのぼってないだけかもしれないが、まあ恨うらみつらみは引きもきらない場所だしな。怨霊にはこと欠かないだろう」

「宮中に出てくれるだけ良心的だよなー」

　怨霊相手に良心的というのも皮肉な話だが、ひどい怨霊になると、雷かみなりを落として街を焼いたり疫えき病びようを撒まき散らすと聞く。

　たしかに街人に被ひ害がいがおよんでいないのはありがたいことだが、宮中で完結する話となると、宮中から出されてしまったこの状じよう況きようはきびしい。

（叔母さまはむずかしくても、せめてわたしだけでもなんとか宮中にもどる方法はないかしら……）

　透子が歯は嚙がみしていたそのとき、女によう房ぼうがやってきて透子に来客を告げた。

「え？　こんな刻限じかんに？　どなた？」

「朱雀院の宮様にございます」

「──！」

　その名に室内の空気が凍こおりつき、特に兄龍尚のきびしい表情を見てとった一虎は、関かかわり合いたくないとばかりに部屋から飛び出した。

「……そう、お通しして」

　透子も緊きん張ちように背筋がこわばり、返答の声こわ音ねも自然と硬かたくなる。

　朱雀院の宮は──かつての姫宮は、いまの自分の味方か──敵か。

　幸せを願っていた相手が、まさか敵に回るかもしれないなどとは思いもしなかった。

　朱雀院の宮と争いたくはないし、思い出をなかったことにされるのはつらい。けれどいまの自分のまわりに龍尚や一虎がいてくれるように、朱雀院の宮のまわりも十年前とはちがう。過去とおなじ相手だと思ってはいけない。

　もうあの方はいないのだ──もやもやとうず巻く感情を無理やり脇わきに追いやって、さすがに袿姿では体てい裁さいが悪いと小こ袿うちぎを羽織っていると、朱雀院の宮は簀すの子こ縁えんではなく、篝かがり火びに照らされた庭先に姿を現した。

　朱雀院の宮はいつも宮中で見かける直衣のうし姿ではなく、萌もえ黄ぎと濃こい二ふた藍あいの合わせの、春らしいながらも落ち着きを感じさせる狩かり衣ぎぬだった。

　略装の狩衣ということは正式な訪おとないではない。つまり、梅壺に関して宮中からの正式な使者として来たわけではないということだ。

　そのことにだけやや安あん堵どしながら、透子は簀子縁に寄ると、揺ゆれる感情をつとめて平静にたもちながら手をついて迎むかえた。

「宮様、当家にお運びいただきましてありがたく存じます」

「今日中にご様子をうかがいにと思っておりましたところ、このような刻限になってしまい申しわけございません。更こう衣い様のご様子はいかがでしたか」

「お気き遣づかい痛みいります。更衣様はお心安く、すでにお休みになっておいでです。宮中のほうはいかがでしょうか」

　透子はひかえめに梅壺のことを切り出した。私的な訪問であれば私的に事情を訊きいてもいいだろう。いまはすこしでも情報がほしい。

　すると朱雀院の宮はかすかに室へやの奥に視線を向けて、扇おうぎを口元に当て、透子に声を落とした。

「──人ばらいを願えますか」

　朱雀院の宮の声音はいつもよりも一段低い。室内にいた龍尚を不ふ審しんに思っているのだろう。

　ことは宮中に関わる。部外者の耳に入ることを懸け念ねんするのも当然だ。

　しかし透子は下がらせなかった。

「あの者は我が家中の者にて、お気になさらず」

　いまの朱雀院の宮とふたりきりになって、どこまで平静でいられるかわからない。龍尚の目があったほうが自分を保たもつことができる。

　なおも朱雀院の宮が口を開こうとしたとき、龍尚が言葉を挟はさんだ。

「いま何時だと思ってる。こんな刻限にふたりきりになんてできるか」

　普ふ段だん女ばかりの後宮にいるので気にしていなかったが、もう陽ひも落ちている。男女がふたりきりになるにはふさわしくない時刻だ。

「たしかに、大納言様の姫ひめ君ぎみを訪うにはふさわしくなかったやもしれませんね。ですが私は女房の綾小路殿どのにお会いしに来ましたので」

　朱雀院の宮は、口を挟んだ龍尚ではなく、透子を見つめて告げる。

　大納言の姫として龍尚を側に置くのか、それとも女房綾小路として部外者を遠ざけるのか。

　あなたはどちらとして生きているのか。そう問われた気がした。

　いつもの自分ならば即そく答とうしていたはずだ。守られるばかりの姫君であることなど望んでいない、女房として紗子を守る自分でありたい、と。

　けれどもいま、朱雀院の宮相手に本心を語れなかった。

　味方だと思っていた人、そして姫宮であったかもしれない人。本当なら心のすべてを話したい。けれども敵か味方か知れないいまとなっては、親しさを感じること自体が厄やつ介かいだ。敵だと割り切ることもできず、どのように距きよ離りを置けばいいのかわからない。

（わたしは……）

　透子が即答できずにいると、間にすっと袖そでが割り込んで透子の視界をさえぎった。──龍尚だ。

「あいにくここは宮中じゃないんでな。今日の女房仕事はもう終わりだ」

「龍……！」

　宮様になんという口のきき方を。そう言おうとしたが、ふたりの間に流れる静かな闘とう志しに気け圧おされて言葉にできなかった。

「話なら俺が聞かせてもらいたいものだな。紗子叔母おばを宮中から遠ざけて、いったいなにを企たくらんでやがる？」

「企むなどと。ただ私は必要な務めを果たしているだけですよ」

「務めだけのために透子を振ふりまわすのはやめてもらいたい」

「彼女の力をお借りしているのはたしかですが、彼女の意思は尊重しているつもりです」

「目的のためだけで、他意はないと？」

「あなたにお答えすることではありません。申しわけございませんが、私がお話しに来たのは彼女ですので」

　暗に引っ込めと言われ、龍尚は階きざはしを降りると朱雀院の宮と距離を詰つめた。

「言こと伝づてなら聞いてやる」

　身の丈たけも肩かた幅はばも龍尚のほうが大きく、腕うでも立ちそうだ。しかし朱雀院の宮はなんら怯ひるむことなく龍尚を見返すと、

「あいにく人伝にお伝えするわけにはまいりません。お退ひきください」

　表情をくずすことなくどこまでも平然と告げた。そして龍尚が退く気配がないのを見てとると、龍尚の傍かたわらを抜ぬけようとする。

　そのときだ。

　龍尚は剣けんの柄つかに手をかけた──が、その手は添そえられた朱雀院の宮の扇に封ふうじられていた。




「──！」




　思わず透子は息を吞のんだ。

　朱雀院の宮の動きを目で捉とらえることができなかった。おそらく剣の達人が斬きり合うよりも短い、刹せつ那なの出来事。

　龍尚の手を打つでなく、刃やいばに触ふれるでもなく、寸止めで制したその手しゆ腕わん。

　いつか剣けん稽げい古こを、と頼たのんでいた透子だが、とても相手にしてもらうどころではない。おなじく剣の鍛たん錬れんを積んでいる龍尚のほうが、朱雀院の宮の腕うで前まえを正確に把は握あくしたはずだ──相手は相当の手て練だれであると。

　力ずくで抜けないわけではない。だが触れていない扇に止められているのは、龍尚が機先を制されたことを認めている証あかしだ。

　数寸抜いたところで扇に封じられ、抜くことも収めることもできないまま硬こう直ちよくする龍尚の傍らを抜けると、朱雀院の宮は簀子縁に近寄ってきた。

　透子が扇を持つ朱雀院の宮の手から目を離はなせずにいると、そのことに気づいた朱雀院の宮は扇をしまって、微笑ほほえみかけてきた。

「すこしお話ししてもよろしいでしょうか」

「え、ええ……」

　朱雀院の宮の微笑はいたって穏おだやかだが、どことなく威い圧あつ感かんもおぼえる。

（な、なんとなくだけど、もしかして怒おこっていらっしゃる……？）

　龍尚の無礼の件だろうか。しかし透子が勝手にそう感じるだけで、見た目は完かん璧ぺきな笑え顔がおなのがかえって怖こわい。

「どうぞいらせられませ……」

　そう言って、透子が対の屋にあがる階に案内したそのときだ。

　ぴりっ、と冷たいなにかが頰ほほに走った。

（冷気──ううん妖よう気き!?）

　透子とおなじくそれを察した朱雀院の宮は柄に手をかけ庭に向き、背後の透子にむかって叫さけんだ。

「お下がりください！　疾とく中へ！」

「は、はい！」

　透子が奥に入ったのを気配で察し、朱雀院の宮が懐ふところから取り出した符を浮うき上がらせてふっと息を吹ふきかけると、薄うすい白銀の光が対の屋を取りかこんだ。結界だ。

　結界をなす光はすぐに収まり、透子が室内から庭の様子をうかがうと、闇やみ色に溶とけたなにかがコウモリやむささびのように飛び交かっていた。

「なんだこいつは!?」

　気配は感じるのに姿を捉えられない。龍尚は抜ばつ刀とうしてまっぷたつにしようとしたが、それは刃を介かいしてふたつに分かれて飛んでゆき、爪つめや牙きばでもあるのか、龍尚の頰に赤い傷がはしった。

「あなたもお下がりください！」

「ふざけんなッ！」

　反射的に叫び返した龍尚だが、真正面から飛びかかってきたそれに息を吞む。

　即そく座ざに朱雀院の宮が白い符を翳かざすと、それは青白い炎ほのおに包まれて断だん末まつ魔まの叫びをあげた。

「な……っ」

「──彼女を頼みます」

「……！」

　おまえに頼まれる筋合いじゃない──

　そんな思いがありありと見えたが、この世ならざるもの相手には太刀たち打うちできないと悟さとって舌打ちして、龍尚も対の屋に上がってきた。

　龍尚が結界内に入ると朱雀院の宮は天に符を放つ。それらは中空で列をなして制止したかと思うと、飛び交うものめがけて追つい撃げきをはじめ、夜空にいくつもの火花が生まれた。

　眷けん属ぞくが次々に燃やされ不利を悟ったのか、それぞれ飛び交っていたそれらは一いつ箇か所しよに集まりはじめた。

　ひとつのおおきな身体からだを形成してゆき、そうして夜の中空に現れた巨きよ大だいな靄もや、それは見覚えのある動物に似ていた。

（猫ねこ……？）

　靄でできているため輪りん郭かくもあやふやだが、爛らん々らんと光る双そう眸ぼうが夜闇のなかの黒猫を想像させた。

　体長は朱雀院の宮の身の丈の数倍もあり、猫というよりもはや豹ひようか、虎とらか。

　しなやかな動きですばやく襲おそいかかってきたそれを、朱雀院の宮は転がって躱かわす。

　それはすかさず身を返して牙をむき、朱雀院の宮が刀を抜くと白はく刃じんの弧こを描えがいた。

　刃は飛びすさって避よけたものの、追撃してきた白刃の光が耳を切り落とし、ぎゃあ！　と叫び声があがる。

　怯ひるんだ隙すきをついて、朱雀院の宮は符を展開する。符は円を描くように回転しながらそれを取り囲みはじめた。







「なんなんだ、あいつは……」

　目の前でつづく常人ならざる者の戦いに、龍尚が呆ぼう然ぜんとつぶやいた。

「宮様はそういう力をお持ちなの……この世の平へい穏おんを乱す、〈もの〉を鎮しずめる力を」

　帝みかどが国の鎮めの務めを負っていることは誰だれしもが知っていることだ。神代からつづく皇統につながる者だけがその務めを果たすことができる。

　しかしその血でなにをなしているのか、実際に目にする者はすくない。

「この世は生きている人たちだけの世じゃないの。生きているもののほかに非ひ業ごうの死の念が満ちていて、人の暮らしを吞みこもうとしている。そんな念を鎮めながら、どうにかこの世の人の暮らしを保っているの」

　あの怨おん霊りようは猫の姿を取っているが、不ふ慮りよの死を遂とげた動物たちの怨念が集つどったものなのだろう。

「鎮めるのは人の世だけじゃないわ。陽ひや雨の天の恵めぐみ、作物や漁の地の恵み、それらが調和して人々の暮らしが穏やかであるよう祈いのりを捧ささげるのですって。もちろん宮様もはじめからあのような術を身につけていたわけじゃなくて、修しゆ行ぎようなさったそうよ」

　その修行がどれほど厳しいものであるか、いま目の前でくり広げられている戦いを見ればわかる。

「宮様は出家して鎮ちん護ごに専念するように言われていたみたい。でも宮様はこの国を守るために権力争いが絶えない表の世界にも身を置いていらっしゃるの」

　そう口にしながら、透子はすとんと自分の胸に落ちるものがあった。

（──そう、そういう御お方かただわ）

　いまの朱雀院の宮が、なにを思って月祥とともに梅壺を訪おとずれたのかわからない。けれども、どのような立場にたとうとも、朱雀院の宮が宮中を、そしてこの世を守ろうとする気持ちに変わりはない。本当に守りたいものを守るために戦う人だ。

　その強い心がなければ、あれほど己おのれを鍛きたえることなんてできない。

　本当に朱雀院の宮が姫ひめ宮みやだったというなら、自分は十年前の彼の姿を知っている。

　姫とみまがう美び貌ぼうとたおやかさと儚はかない風ふ情ぜいを持った子どもが、どのような気持ちで修行に臨のぞみ、あれほどの術を身につけたのだろう。

（なにも疑う必要なんてなかった）

　たとえいま、このときの自分と朱雀院の宮の道が違ちがうものであったとしても自分たちが望む未来はおなじのはず、なにも不安に思う必要などなかった。

　いま透子が見つめる先で、朱雀院の宮は刀を水平に掲かかげて祈りを捧げていた。先日、帥の宮が神しん龍りゆうを降臨させたときに見た光景だ。

　しかし笑みを浮かべていた帥の宮とはちがい、朱雀院の宮は真しん摯しな表情で、厳おごそかな空気に包まれている。

　やがて夜闇を割って天から一条の光が差し、朱雀院の宮が掲かかげる剣けんに光が宿る。

　刀身に刻まれた七星が輝かがやきを増し、やがて刀から飛び出して、瀕ひん死しの体の黒猫を取りかこんだ。




「──滅めつ昇しよう」




　その言こと霊だまとともに、妖あやかしは無数の星となって空へと消えていった。
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　怨霊が消え、その場を祓はらい終えたあと、朱雀院の宮は透子に頭を下げた。

「お騒さわがせして申しわけございません」

「とんでもない、こちらこそお守りいただきましてありがとうございます。

　先ほどの〈もの〉はいったい……」

「近きん隣りんの念が集ったにしてはおおきかったですね。こちらで猫を飼っていらしたことは？」

「我が家では飼っておりません。わたくしは宮中に上がっておりますので」

「では梅壺の更こう衣い様は？」

「……梅壺でも猫は飼わないことにしております」
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　猫と聞いて思い出すのは、つい先日、弘徽殿の心ない仕打ちで殺されてしまった子猫だ。思い返すと胸が痛い。

　先日もそうだが、弘徽殿の女によう御ごが入じゆ内だいしてきてからというもの、犠ぎ牲せいになる猫があとを絶たたなかった。いまの梅壺で猫を飼っていないのはそれが理由だ。

　透子の返答に「そうですか……」とやや思案していた朱雀院の宮だったが、

「こちらのお邸やしきに結界を張っておきますので、今晩はもう現れることはないでしょう。明日あすもまた寄らせていただきます」

「そのようなご迷めい惑わくをおかけするわけには」

「いえ、更衣様のことはくれぐれもと帝から仰おおせつかっておりますので」

　もったいないお言葉にございます、と透子は頭を下げた。

　宿下がりについては帝も認めたこととはいえ、その言葉で帝の紗子への変わらぬ情を感じられてほっとする。

「これから今回のことを報告にもどらねばなりませんので、梅壺の件はまたあらためてお話しさせてください」

　では、と踵きびすを返しかけた朱雀院の宮に透子はとっさに声を掛かけた。

「あ、あの……っ！」

「──なにか？」

　呼び留めたのは透子のほうだったが、問い返されてあらためて動どう揺ようした。

　こちらが勝手に朱雀院の宮の本心を疑っておきながら、誤解していてごめんなさいというのもおかしな話だ。けれども。

　このままなにも伝えずに別れたくない──

（助けていただいた御お礼れいは言ったし、えっと、えっと……）

　逡しゆん巡じゆんした透子は動揺する心を抑おさえて、わずかに頰ほほを紅潮させながら言った。

「道中お気をつけてくださいませ……」

　そう言ってから、はっと気がついた。

（いったいなにに気をつけるわけ!?）

　物もの盗とりに襲おそわれようと、怨霊に付きまとわれようと、まったく問題がない。かえって返り討うちにして問題解決してしまう人だ。

（わたしったら意味のないことを……！）

　恥はずかしさにさらに顔に血が上った透子だったが、扇おうぎ越ごしにちらりと視線を向ける。

　すると朱雀院の宮はふわりと微び笑しようを浮うかべてこたえた。

「お気き遣づかいいただきありがとうございます」

（伝わっ、た……？）

　その笑えみは、宮中で見せたような儀ぎ礼れい的なものでも笑顔の裏の威い圧あつ的なものでもなく、純じゆん粋すいにやさしいものだ。

　思わず魅みせられた透子はうつむきぎみに「恐おそれ入ります……」と声を落とすと、恥ずかしさのあまり顔を上げることができなかった。
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　一方、草木も寝ね静しずまる夜深く、弘徽殿には女の金切り声とともに物を投げつける音が響ひびいていた。

「どうしてなの!?」

　その声はこの殿舎の主あるじの弘徽殿の女御のものだった。

　いまこの後宮で自分がもっとも後ろ盾だての強い女御なのは言うまでもなく、女御のなかでもっとも清涼殿に近い弘徽殿を賜たまわっている。

　後宮では扱あつかいに応じてお召めしの頻ひん度どが決まる。時の人である左大臣が後見に付いている自分は、帝みかどから格別の寵ちようを受けて、名実ともに当代一の女によ人にんとなるはずだった。

　けれども実際は、後ろ盾もぱっとしないほかの女御とおなじ扱いでしかない。

　しかしそれでも、寵愛を独り占じめしている梅壺の更衣が宿下がりをした今晩は、序列にしたがって自分にお声がかかるものだと信じていた。

　だが現実にはこうして、自分は今晩も弘徽殿に留とどまったままだ。

「どうして主上はあんな女を……！」

　女御が文ふ箱ばこを投げつけると、衣い桁こうが派手な音を立てて転がった。

　女によう房ぼうたちはあれこれ言葉を尽つくして慰なぐさめてきたが、かえってわずらわしくて、すでに室へやから追い出してある。

　左大臣家の女御のお付きに選ばれた彼女たちだ。今上の寵愛の下で時めいて、華はなやかな後宮暮らしを夢見ていたにちがいない。いまごろ彼女たちは、ご実家は時めいていらっしゃるのに、と陰かげ口ぐちをたたいていることだろう。

（あんな魔ま性しようの女、このまま出ていけばいいのに！）

　自分の叔母おばにあたる先の中宮を、帝はとても大切に扱っていたという。しかし中宮を亡なくしてからというもの、帝は後宮の序列を蔑ないがしろにしてまで中宮の女房だった女を寵愛しはじめた。

　左大臣おじいさまの目に適かなって中宮の女房に選んでいただいたというのに、いまでは左大臣の意に反してしぶとく後宮に残りつづけている女だ。きっと人を魅み了りようする悪あしきものでも憑ついているにちがいない。そんな女を側に置きつづければ、清涼殿に穢けがれが生じるのも当然だ。

（もう二度と帰ってこなければいいんだわ）

　あの者がお召しのあった翌日に清涼殿に出た穢れ。それは梅壺が原因なのではないかと疑われて、殿舎を取り調べるために、あの者はいま、宿下がりをさせられている。

　その取り調べには、祖父のお気に入りの月祥が関かかわっているのだという。月祥は朱雀院の宮まで味方に付けてくれた。今上も左大臣家のみならず、我が子である朱雀院の宮の言まで軽く扱うことはできないはずだ。

　いままで幾いく度どとなく梅壺に嫌いやがらせをしてきたが、梅壺の更こう衣いはものともせずにいまの地位を守りつづけてきた。

　だが今回はちがう。今度こそ本当にとどめを刺させるかもしれない──

　そんなあかるい未来に、ふっと頰に笑みが浮かんだそのときだ。




　──ちりん。




　御み簾すのむこうでなにかが夜よ闇やみを揺ゆらした。

「え、なに……？」

　けして大きな音おとではなく、部屋の片かた隅すみでかすかに響いたのは鈴すずの音ねだ。

　女房たちの猫ねこでも入ってきたのだろうか。自分も猫を飼っていたが、それも昔の話、「猫の夢は懐かい妊にんの兆きざしと言われ、縁えん起ぎが良いものなのですよ」などと口にした女房がいたため飼うのをやめた。

　女房は事情を知らなかったとはいえ、懐妊などもっとも縁えん遠どおい自分になんという嫌がらせだろう？

　それから梅壺の更衣も猫好きだと知り、さらには梅壺の更衣が帝の子を懐妊していると聞きつけたときには、梅壺の猫を処分するように命じたが、残念ながら猫を消しても胎はらの子が流れることはなかった。

　先日、梅壺に軀むくろを投げこんだときは弘徽殿の女房の猫を使った。去年知らぬ間に孕はらんで、産まれてしまった子猫だ。

　どこの種かわからない猫の子など手て許もとに置いておけないと、子猫の兄弟はほかの殿舎の女房たちにやった。そのときの幼い子猫に微笑みあう女房たちが妙みように腹立たしかった。

　梅壺に投げ込んだのは、同時に生まれた兄弟よりも身体からだが弱く、ひ弱だったためにもらい手が付かなかった猫だ。兄弟が先にもらわれたことで乳にありつけて、乳ち離ばなれ程度にまで成長したものの、授乳を終えた母猫が出歩くようになるとすぐに死んでしまい、ちょうどいいとばかりに梅壺に投げ込ませた次し第だいだ。

　以来、殿舎の猫が勝手に出歩いて孕んだりすることのないよう厳しく言いつけてあるものを、いったいだれの猫か──と目を凝こらす。すると、やはり几帳の陰かげから姿を現したのは一いつ匹ぴきの猫だった。

　この白毛に見覚えがある。

（この猫はたしか……）

「───」

　女によう御ごは記き憶おくを探さぐるが、思い出すと同時に背筋が凍こおった。

　それはもはやこの世にいるはずのない猫──梅壺に投げ込ませたはずの猫だった。

　──みゃあ。

「いやああ……ッ!!」

　甘えるように鳴いた猫に、弘徽殿の女御は絶ぜつ叫きようをあげた。
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　そのころ堀川の邸やしきでは、左大臣の許もとに月祥が訪おとずれていた。

　清涼殿で起きた穢れの一件について報告するためだ。

　ひととおりの調査報告を受けると左大臣はうなずき、それ以上の確かく認にんはしなかった。

　大切なのは調査した事実ではなく、判明した事実にどのような解かい釈しやくをくわえてこれからどう利用するかだ。くわしい確認など必要ない。

「しかしまさか朱雀院の宮を引き入れるとはな」

　左大臣は白いものが交まじった顎あご鬚ひげをしごきながら告げた。

「とうてい巻かれてくれるような方ではないと思ったが」

　今上の一の宮である朱雀院の宮と先の東とう宮ぐうの遺児である現東宮、そのふたりがおなじ宮中にいれば、朱雀院の宮を東宮に──と、すり寄る者がかならず現れる。その障さわりをなくすために出家が決まっていたものを、なぜか皇族のまま宮中に残った人物だ。

　朱雀院の宮は人あたりがよいため、公きん達だちからも好意的に受け取られているが、芯しんは強い。そうそうこちらの思おも惑わくどおりに流されてくれない人物だ。

「宮は公明正大な御お方かたです。情に流されて白を黒とおっしゃることはないが、逆に情のない相手であっても白いものは白だとおっしゃる方です」

　朱雀院の宮と帥の宮はどこか似ているが、帥の宮は望む将来のためには平然と、白いものでも黒だとのたまう人物だ。一方、朱雀院の宮は白いものは白だと偽いつわることがない。だからこそ信しん頼らいを得て、宮中で東宮と争うことなく並び立っているのだともいえる。

「それがたとえ自身の望む将来に反するものであっても──です」

　その含ふくみのある物言いに、左大臣は「ほう？」と興味を惹ひかれた。

「見立てどおり朱雀院の宮はおっしゃいました。『清涼殿の穢れは北に通じるもの』と」

「となるとやはり紗子か」

　清涼殿の北にある殿舎は藤ふじ壺つぼや梅壺だが、藤壺は主であった中宮亡きあと使用されていない。となると、梅壺が犯人だと言っているも同然だ。

「そういうことになります。なれども梅壺には呪じゆ符ふや呪術の痕こん跡せきはなにひとつなく、ものの気配はないとの朱雀院の宮の見立てにございます」

「清涼殿の穢れは北に由来する、しかし梅壺ではない、か。悩なやましいところだな」

　前者の証言だけでよかったものを、やはり融ゆう通ずうをきかせてくれるような相手ではなかったらしい。

「なれど、梅壺に嫌けん疑ぎが向きつづけていることには変わりはございません。いかようにも手立てはございます」

「罠わなをしかけるか」

「ええ。女御ともなれば弘徽殿の女御様の障りとなりますゆえ」

「だが帝みかどは近々譲じよう位いもお考えのご様子。譲位と引き換かえの最後の望みと考えれば、妥だ協きようできないこともないのだがな」

「そのようなささいなことから綻ほころびは生じるものにございます」

　その言に左大臣は「手厳しいことだ」と口こう端たんをあげた。

「しかしその諫かん言げん、実に頼たのもしい」

　たかが後宮、されど後宮、すでに世よ継つぎである東宮は定まっているとはいえ、左大臣が後宮を掌しよう握あくできていないという現実を事実としてはならない。

「たしかに立場に驕おごり、情けをかけているときではないな」

「すでに次の手は打っておりますれば」

　月祥は朱雀院の宮の動きも考えの内とばかりに次の策を献けんじてきて、左大臣はいつもどおり「任せる」と告げると、月祥は「御ぎよ意い」と頭こうべを垂れた。

「まこと、そなたが側にいることを神仏に感謝せねばなるまいな。嫡ちやく流りゆうの生まれとはいえ三男坊ぼうにすぎなかった儂わしが、兄たちをさしおいて藤原氏うじの長ちよう者じやとなれたのはそなたがいればこそだ」

　三男坊のさだめとして寺にやられるかもしれなかった、そんな時に月祥と出会っていなければいまの自分はない。

　なぜ自分を選んだのか、と疑問を持つこともある。ふたりの兄とちがって取り巻く者がすくなかったせいだろうか。

　月祥は皇族の生まれだが、母は地方豪ごう族ぞくの娘むすめで、さほどの身分ではなかったため親王宣下もなく、僧そうとなったという。それもまた後ろ盾だてのない皇族のさだめだ。

　権力にもっともちかい家に生まれながら見放されかけていた自分と、帝の子として生まれながら帝てい位いとは無む縁えんだった月祥。こんなふたりだからこそ、通じあうものでもあったのかもしれない。

「もしそなたが儂ではなくほかの者の側に居たなら……と思うと寒いものを感じるな」

「もったいないお言葉。わたくしはただ、殿に人としての天を極きわめていただきたいだけにございますれば」

　そう告げて月祥が両手をついたそのとき、頭上から月明かりが照らした。

　満ち満ちたいまの左大臣の立場とはほど遠い、心細くなるほど細い月だ。

　──刃やいばにも似た怜れい悧りな月。

　その光を受けながら、伏ふせた月祥の面おもてに浮うかぶ笑えみを見る者はだれもいなかった。
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「え、宮中にもどるお許しが出たの？」

　梅壺の調べが終わった──翌日、父・尭たか丞すけがその報しらせを持ってきたのは、朝議を終えて二条邸ていにもどってきた昼のことだった。

「帝も帰参が待ちどおしいとの仰おおせだ」

　尭丞はこれで疑いが晴れたと上じよう機き嫌げんだったが、透子の胸にはなにかが引っかかった。

（昨晩、朱雀院の宮様はなにもおっしゃっていなかったのに……）

　しかし、理由はどうあれこれほど早くに宮中にもどれるのはありがたい。もしかしたらこの件をきっかけに宮中にもどれなくなるのでは……と懸け念ねんしていただけに、喜びもひとしおだ。

　すぐさま吉きち日じつと吉きつ方ぽうを調べさせると今日の戻もどりは障りがないとのことだったので、急ぎ準備をして夕刻に宮中へともどった。

　梅壺にもどると先に透子たちが入って調度などを調べたが、昨日置いた場所から一寸たりとも動かされていないし、なにか工作された気配もない。

　慣れ親しんだ薫たき物ものの香かおりにほっとして紗子を部屋に通すと、紗子もまた安あん堵どの笑みを浮かべた。

　宿下がりの事情などわからない七の宮は、せっかくの外出がたった一日で終わってしまって遊び足りない様子だが、一ひと眠ねむりすればまた元の暮らしにもどるだろう。

　このまままた穏おだやかな日々がもどればいい──そう願いながら簀すの子こ縁えんから紗子と七の宮の様子を眺ながめていると、庭先から声がかかった。

「綾小路」

「まあ、帥の宮様」

　涼すずしげな声こわ音ねにふり返ると、庭先にいたのは帥の宮だった。

　年は二十歳はたちをすぎたばかり、しかし年下ながら帝の叔父おじという境きよう遇ぐうゆえか、若さよりも落ち着きを感じさせる。

　あいかわらず風流ないでたちで、なじみの恋こい人びとのところに通いにきたという風ふ情ぜいだが、残念ながら透子とは恋仲とほど遠い関係だ。

　透子は紗子の目を避さけると、渡わた殿どののあたりに帥の宮を誘さそった。

「綾小路、今回のことは難なん儀ぎでしたね」

「ええ、早くもどることができてほっとしております」

「邸やしきのほうも大変だったとか」

「はい。ですが朱雀院の宮様がいらしていたときで助かりました」

　すると帥の宮はかすかに苦く笑しようを漏もらした。

「ほう、彼がね……」

　その言いようは、朱雀院の宮のらしくない行動を知って苦笑を隠かくせなかったという様子だ。

「あの、朱雀院の宮様は、東とう宮ぐう様や帥の宮様のご指示で動かれていたのではないのですか？」

　左大臣の専横に対たい抗こうするため、東宮たちが結束していることは透子も知っている。今回の朱雀院の宮の動きもその一いつ環かんだと思っていたが、帥の宮の様子からするとちがうようだ。

　すると帥の宮ははらりと扇おうぎを広げ、口元を隠して告げた。

「そのことも含ふくめて東宮がお話をなさりたいそうです。一いつ緒しよにいらしていただけますか？」







「お呼びとうかがい参上いたしました」

　透子が梨壺の簀子縁に手をつくと、挨あい拶さつ口上の前に梨壺の主あるじ──東宮が声を掛かけた。

「やあ小町、来てくれてうれしいよ」

　東宮はもともと快活な人となりだが、その口ぶりは本当に歓かん迎げいされていると感じるものだった。

　昨日会った朱雀院の宮やここに連れて来てくれた帥の宮は、どちらかといえば物静かな性質たちなので、東宮の華はなやかな風情に心がなごむ。

「帥の宮に頼たのんでよかったよ。朱雀院の宮は君を説得できなかったようだから」

「その節はご無礼いたしました……あの、朱雀院の宮様はご一緒ではないのですか？」

　てっきり東宮、帥の宮、朱雀院の宮の御お三さん方かたが集まっているのかと思ってきたのだが、朱雀院の宮の姿がない。探さぐる透子に東宮が答えた。

「ああ、彼なら弘徽殿だよ」

「弘徽殿……？」

　その名に思わず声が沈しずんだ。

　つい先日も弘徽殿で朱雀院の宮の姿を見かけたばかりだ。月祥と連れ立って梅壺を訪おとずれたことも気にかかる。

（まさか左大臣家の三の姫ひめ様との縁えん談だんが本当だとか……？）

　あのときはありえないと思った話が、にわかに現実味を帯びてくる。

「朱雀院の宮様はなぜ弘徽殿に……」

　不安交じりに訊たずねた透子だが、しかし東宮の返答は実にさっぱりしたものだった。

「さあねえ？　いまは関かかわらないようにしているから」

「え!?　なにかあったのですか？」

　まさか仲たがいでもしたのでは、と危き惧ぐした透子に、「心配なさることではありませんよ」と帥の宮が微笑ほほえむ。

　しかしつづく言葉がまったく安堵できるものではなかった。

「いまさらなにかがあっても変わるものでもありませんから」

（……それって昔から衝しよう突とつしまくってるってことなんじゃ……）

　どうやら三人の仲は一ひと筋すじ縄なわではいかない関係のようだ。そしてその三人だと、朱雀院の宮ひとりが貧びん乏ぼうくじを引かされているのは薄うす々うす感じる。

「事情は聞いていないけれど、おそらく昨晩の弘徽殿の騒そう動どうを調べに行っているんじゃないかな」

　弘徽殿の騒動というのは初耳だ。

「昨晩、弘徽殿に怨おん霊りようが出たと女によう御ごが騒さわぎ立てたのですよ」

「え!?　ですが昨晩は……」

「そうですね。梅壺はみな出で払はらっていて梅壺のせいだと言うことができませんし、そんなときにあえて虚きよ言げんというわけではないでしょう。騒ぎを起こせばかえって仕し掛かけの邪じや魔まになるやもしれませんしね」

「仕掛け？　と仰せられますと？」

「順を追ってご説明いたしましょうか。──ことの起こりは清涼殿にて穢けがれの気あり、と僧そう正じようの月祥殿がおっしゃったことです」

「そのことならば噂うわさで聞きましたが、いったいなにがあったのですか？」

「その言葉のとおり、清涼殿で穢れの〈気〉が見つかりました。穢れは大なり小なりどこにでもあるものですし、清涼殿でとりたてて騒ぎ立てるような事件があったわけではありません。ですが清涼殿は帝みかどの御座おまし所どころ、もっとも清せい浄じようであるべきところですから看過することもできず、その原因を調べるために、月祥殿は朱雀院の宮に助力を申し入れてこられました」

「なぜ朱雀院の宮様に？」

　たしかに朱雀院の宮は霊れいに関して優すぐれているとはいえ、月祥は僧正だ。まずは僧を管かん轄かつする玄げん蕃ば寮りようで調べるのが通常ではないだろうか。

「清涼殿に立ち入ることもあるやもしれないので、帝に所縁ゆかりの御お方かたがいらっしゃったほうがいいとの理由です。調べるための立ち入りは誰だれに対しても許可されるでしょうが、帝も我が子である一の宮ならば、と心安くしてくださるでしょうしね」

　つまり朱雀院の宮は、帝との親子関係から選ばれたということだ。

「もちろん左大臣の右みぎ腕うでともいわれる月祥殿のことです。当然それだけの理由ではないでしょう。しかしこの件に関して逐ちく一いちこちらに報告に寄っていたのでは、月祥殿にいらぬ勘かん繰ぐりをされかねません。私と月祥殿は過去にいろいろありましたしね。

　そういうわけで、この件に関しては朱雀院の宮にはこちらに一いつ切さいかかわりなく動いていただくことにしました。こちらに顔を見せていない間のことは、綾小路のほうがよくご存じだと思いますよ」

「そうなのですね。──朱雀院の宮様が月祥殿とご一緒に梅壺にいらしたのが一いつ昨さく日じつのことです。梅壺について調べたいことがあるので宿下がりを、との仰おおせでした。帝のご了りよう承しようを得ているというので下がったのが昨日のことです。その晩遅おそくに朱雀院の宮様が我が家をお訪ねくださいました。

　そのときおおきな妖あやかしが出たのですが、朱雀院の宮様が祓はらってくださり、更こう衣い様も事なきを得ました。そして今朝になって梅壺の調べが終わり、参さん内だいのお許しを得てもどってきたところにございます」

「ではおなじ晩に二条邸ていと弘徽殿に妖しが出たということですね」

「その二件にはつながりが？」

　場所は離はなれているとはいえ、今上の女御と更衣の許もとに妖しがあらわれたのだ。無関係ではないだろう。

　そう思った透子だったが、帥の宮いわく「直接的なつながりは薄うすいと思われます」とのことだった。

「二条邸のほうはおそらく月祥殿のしわざです。昨晩のうちに片をつけたかったのでしょう」

「え？　それってつまり……」

「昨日の夕刻、更衣の宿下がりを聞きつけたもので、私も二条邸のあたりを回ってみたのですが、そのときはそれらしき気配はありませんでしたから」

「気配？」

「妖しというのは一個の強い怨霊でなければ、ちいさな念が集まって現れます。つまりある程度の念が溜たまっていなければ現れません。たとえばそうですね、普ふ段だんはちいさな塵ちりは目につきませんが、埃ほこり玉だまのようにかたちを成せば目につくようになるとお考えいただければ」

　なるほど、と透子はうなずいた。

「つまり夕刻にはその念が溜まっていなかったと」

「ええ。念が溜まって生じたのでなければ、考えられるのは作さく為い的に召しよう喚かんされた妖しです。そしてその犯人は梅壺の宿下がりを知っている者に限られます。十中八九、月祥殿でしょう。私があの方のお立場だとしても、狙ねらうならばこの機会を逃のがしません。宮中に召喚するのは結界があるため非常にむずかしいですが、一貴族の邸ならばたやすいことですから」

　やはり左大臣の陰いん謀ぼうだったのね、と透子は怒いかりに拳こぶしをにぎりしめた。

「昨晩の朱雀院の宮の訪おとないはおひとりでしたか？」

「ええ、はい。月祥殿はおいでになりませんでした」

「朱雀院の宮は昨晩、梅壺の調べに立ち会っている予定でしたから、朱雀院の宮が二条邸に赴おもむいていたのは月祥殿には予期せぬことだったのでしょうね」

　つまり、紗子を宮中から引き離しているうちに襲おそおうとしたが、仲間に引き入れて梅壺に足止めしていたはずの朱雀院の宮に阻はばまれてしまったということだ。

「では弘徽殿のほうの妖しは？　こちらは月祥殿ではないですよね？」

「そうですね。弘徽殿にことを起こして梅壺に嫌けん疑ぎをかける──というなら自作自演もやりかねませんが、梅壺が不在のときにすることに意味はありません。それどころかいま弘徽殿に妖しを呼び込めば、清涼殿の穢れは弘徽殿が原因だと疑われかねない」

「つまり月祥殿ではないと」

「ええ。こちらは女御以外の目もく撃げき者がおりませんので見み間ま違ちがいかとも考えられますが、朱雀院の宮が動いているならばおいおい状じよう況きようもわかることでしょう」

「そうですか。朱雀院の宮様が……」

　ならば悪いことにはなるまいと安あん堵どの息をつくと、東とう宮ぐうが興味深げな視線を向けてきた。

「おや、綾小路は朱雀院の宮が左大臣側に付いていること、不安にならないのかな？」

「え!?」

（まさか三の姫様との結けつ婚こんのこと!?）

　と一いつ瞬しゆんあわてた透子だったが、

「彼のことだから手加減はなしだ。本当に穢れの元が梅壺にあると判明したら、本気で梅壺の敵に回るよ？」

　つづく東宮の言葉に思いちがいに気がついた。

（ああ、そっち……）

「それはかまいません。宮様にも守りたいものがおありでしょうから」

　透子はきっぱりと告げた。

　朱雀院の宮がかの姫ひめ宮みやだったかもしれないこと、そのことを自分に黙だまっていたこと──そこに梅壺への宿下がりの件がかさなって、不信感が芽生えていたのもたしかだ。

　しかし、姫宮だと知ったことで、かえって朱雀院の宮が語っていた自身の過去がすとんと胸に落ちた。

　父宮のためにここから抜ぬけ出せないと言っていた姫宮。そのまま出家という道が敷しかれていたところに、藤原氏の専横を憂うれえて俗ぞく世せに留とどまることを選んだ朱雀院の宮。ふたりはおなじ人間で、おなじ先をめざして一本の道を歩んできた──そう考えれば納なつ得とくがゆく。

「へえ、大だい丈じよう夫ぶなんだ？」

　と東宮から挑ちよう発はつ的な視線をむけられた透子だが、「はい」とうなずいた。

「もし、いまは守りたいもののために宮様と道をたがえることになっても、おなじ方向を──もっと遠くの先を見たときには、おなじ先を見て、おなじ方向へと進んでいるんじゃないかなって、そんな気がするんです。

　もちろん朱雀院の宮様が敵に回るのは怖こわいですけど、わたしはわたしが正しいと思う道を進んでいれば大丈夫なのだと、そう信じています」

　すると帥の宮はほう、と息をつき、東宮は「ふうん、妬やけるね」とごちた。
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「なんか悔くやしいな」

「あなたが悔しがってどうするんですか」

「私の〈若わか紫むらさき〉だったらよかったのになってね」

　彼はこれからも選びたい放題だってのに不公平じゃないか、などと東宮は帥の宮にぐちぐちと不平を漏もらしている。

「でもまあ、これなら話してもいいかな」

　扇おうぎでぽんと手のひらを打った東宮に帥の宮が肯うなずき、東宮は口を開いた。

「さっきも帥の宮から説明があったとおり、私たちは朱雀院の宮とは行動を別にしているわけだけど、それというのも彼に頼たのんでいることがあるからなんだ。ある対象を調べてもらっているのだけど、私と頻ひん繁ぱんに会っていると知られてはまずい相手でね」

「と仰せられますと？」

「七の宮擁よう立りつ派、だよ」

「───！」

　透子は思わぬ名におおきく瞳ひとみを見開いた。

「その名は聞いたことがあるよね」

「え、ええ、東宮様を廃はいし、七の宮様を新たな東宮に立てようとしている一派がいる……と」

　しかしその者たちは七の宮を信しん奉ぽうしているのではない。帝みかどから現東宮へ、さだめられた道に従って代だい替がわりしては出世が望めない者たちが、七の宮即そく位いに一発逆転を賭かけてつどっているだけだ。

「もちろん七の宮様も更こう衣い様も、そのような一派と関かかわってなどおられません」

「うん、そうだろうね。そのことについては君を信しん頼らいしているよ。けれども今回の主上の上意により、七の宮の親王宣下の可能性が出てきた。ということは七の宮が東宮になるのも絶対に不可能ではないということだ」

　帝の皇子には、〈親王〉と、親王にはならなかった〈宮〉がいる。帝の子は生母に関わらず生まれた順に一の宮、二の宮と呼ばれるが、生母や後ろ盾だての強さにより帝てい位いを継つぐ可能性のある宮は宣下を受けて親王となる。

　その親王宣下のひとつの目安が、生母が女によう御ごであることだ。紗子が上意により女御となれば、女御腹の七の宮はおそらく先例にしたがって親王宣下される。つまり七の宮が東宮となるための資格を得るということだ。

　実際問題としてすでに東宮がいるし、現東宮に万が一のことがあっても、出自的に内親王腹の一の宮である朱雀院の宮が東宮となるだろう。朱雀院の宮のほかにも親王の兄宮は何人もいるし、後見の強さからしても七の宮まで回ってくる可能性はきわめて低い。にもかかわらず、一いち縷るの望みに賭けて強きよう硬こう手段に出ているのが〈七の宮擁立派〉だ。

「上意があって以来、彼らの動きが活発でね」

　やー困ったものだね、などと東宮は軽い口調をくずさないが、言っている内容は軽くない。

　つまり、東宮の許もとに刺し客かくが送り込まれているということだ。

「大丈夫なのですか……？」

「いまのところはね。こんなときこそ武ぶ闘とう派はの朱雀院の宮に側そばにいてもらいたいところだけど、彼には左大臣派の月祥殿どのからお呼びがかかってしまったのだから仕方がないね」

「そのようなときならば、月祥殿の申し出をお断りしてもよかったのでは……」

「ん、だって〈七の宮擁立派〉に対たい抗こうするという意味では渡わたりに船だったからね」

「……とおっしゃいますと？」

　意味を取りそこねた透子が訊たずねると、東宮が明解に答えた。

「〈七の宮擁立派〉は現権力者に反はん抗こうする者たちがつどったものだ。そのような者たちの主導の下で七の宮が東宮になるのは、梅壺を邪じや険けんにしていた左大臣にとって非常に都合が悪い。左大臣は波風立つことなく、今上から私へと代替わりがおこなわれることを望んでいる。だから『七の宮擁立派と戦う』という意味では、私たちも左大臣もおなじ立場なんだ」

「あ……！」

　東宮の説明を受けて透子は気がついた。

　梅壺の女によう房ぼうの立場から見れば、左大臣派は紗子を後宮から追い出そうとする敵で、七の宮擁立派は七の宮を引っ張り出そうとする厄やつ介かいな相手、双そう方ほうともに敵だ。

　だが、東宮の立場から見れば左大臣派は東宮の名に擦すり寄ろうとする輩やからにすぎず、命を狙ねらってくる七の宮擁立派相手に共に戦うべき味方なのだ。

「更衣様はそのような野心はみじんもお持ちではないのに……」

　左大臣の権力に屈くつすることなく帝のお側にいたいだけ──ただそれだけの望みだというのに、紗子の女御宣下をめぐって、〈七の宮擁立派〉、〈左大臣派〉、〈東宮派〉の思おも惑わくが複雑に絡からみ合っている。

「後宮が政争いの場になるのは致いたし方のないことです。ですが私たちもこのような争いを長引かせるわけにはまいりません。そのために朱雀院の宮を左大臣側の月祥殿に一時お貸し出しすることにしました」

「対七の宮擁立派の共同戦線を張ると表明するためにね。とはいえ月祥殿もしたたかだから、七の宮擁立派のみならず梅壺もつぶすべく動くだろう──そして」

　東宮は扇でとんと畳たたみを打って、透子を見み据すえた。




「万が一、梅壺が七の宮擁立派とつながっているようなことがあれば、朱雀院の宮は君の敵になる」




　透子は思わず息を吞のんだ。

　東とう宮ぐうは普ふ段だんの口ぶりがやわらかいだけに、真ま面じ目めな声こわ音ねには威い圧あつ感かんがある。

　しかし透子はぐっと腹に力をこめると、東宮を見つめ返した。

「お側で仕えているわたくしが見聞きしているかぎり、更衣様にはいっさいやましいことはありません。朱雀院の宮様と望む世がおなじである以上、敵対するようなことはけっしてございません」

　透子が強い気持ちで見つめ返すと、東宮はふっと口元をゆるめ、一言漏らした。

「……うらやましい」

「え？」

「君に信頼されている朱雀院の宮がうらやましいと思ってね。なによりも力強い味方だ」

「え、いえ、わたくしなど朱雀院の宮様にはとうてい及およびませんが、なにかお役に立てることはございませんか？」

「そうなんだ。じゃあ今こ宵よい一晩、共にいてくれるならとてもうれしいけれどね」

「──東宮」

　すかさず言葉を挟はさんだ帥の宮に、東宮は苦く笑しようを浮うかべた。

「ただでさえ複雑な状じよう況きよう下に、獅し子し身中の虫を生むような言動はおひかえください」

「ずいぶん手ごわい虫が生まれそうだね。七の宮擁立派どころではなさそうだ」

「鍛たん錬れんしていないあなたなどすぐに食い荒あらされますよ──ああそういえば綾小路、昨晩妖あやかしと遭そう遇ぐうして体調が悪くなったりしませんでしたか？」

「え……体調ですか？」

　話の流れを理解できないまま帥の宮に話を振ふられ、透子は自身の身体からだを見下ろす。

「特に変わりはないと思いますが……遭遇したといっても、すぐに朱雀院の宮様が結界を張ってくださいましたし、直じかに触ふれてもおりませんので」

「そうですか。少々あなたの素質についてお話ししておかねばなりません。

〈七星〉のことです」

「七星？　……といいますと、朱雀院の宮がお持ちの七星剣けんのことでしょうか？」

「ええ、私を含ふくめて〈七星剣を抜ぬける者〉ということですね」

　帥の宮の言は簡略だが、ただ言葉どおり〈抜ける〉という意味でないことは透子にもわかる。

　朱雀院の宮は陵みささぎで、帥の宮は紫し宸しん殿でんの庭で七星剣を抜いて、神しん龍りゆうを召しよう喚かんしているところを透子は実際に見ている。

「この力は皇統につらなる者に現れるもので、あなたにはその素質があるのではないかというのが、我々の見立てです」

「え、わたくしにもあのような力が……？」

「ええ」

　帥の宮がうなずくと、透子は気持ちの高こう揚ようを感じて、ぎゅっと拳こぶしをにぎりしめた。

（わたしも朱雀院の宮様のように戦える……？）

「しかしその素質を持つ者は、常人よりも妖よう気きに染まりやすいという性質もあります。つまり恰かつ好こうの餌え食じきというわけです」

「え？　どうしてですか？」

　透子は思わず身を乗り出した。

「朱雀院の宮様も帥の宮様も、妖しと戦っていらっしゃいましたわよね？」

「ええ、私たちは幼いころより鍛錬して、身を守る術を身につけておりますれば」

　そう言った帥の宮の言葉を東宮が継いだ。

「うん、たとえばそうだね、自分の体内が清らかな水で満たされていると思ってくれればいいかな」

「水、ですか？」

　東宮が出してきたたとえは意外なものだった。

「そう。それは神代の先祖から代々伝わってきた水だ。その水は皇統に近ければ近いほど澄すんでいる。そして清らかであればあるほど神が宿り、妖しを清める力となる」

「では東宮様にも……？」

「素質だけはあるみたいだよ」

　と東宮はいたずらめいた口ぶりで答えた。

　素質だけなどと謙けん遜そんしているけれども、帝みかどとなる東宮様はだれよりもおおきな力を秘ひめているはず、と思ったが、

「帝におなりになる方は、神の依より代しろになるという別のおおきな務めがございますれば、清らかな水の器うつわとしてありつづける必要があります。そのため東宮は、七星のような鍛錬は積んでおられません」

　とのことだった。

「ということは、もっとも危あやうい……？」

「そう。清らかな水は異物に染まりやすいからね。だから私はいつも、御み帳ちよう台だいの中で留守居役というわけだ」

　冗じよう談だんめかして告げる東宮に、「へたに出てこられても足手まといですからね」と帥の宮の追い打ちは容よう赦しやなかった。

「いまの綾小路は、さしずめ清らかになる可能性を秘めた雨水といったところでしょうか。まだ濾ろ過かされていないがゆえに耐たい性せいもありますが、真に素質をお持ちならば妖しに吞みこまれれば大変なことになります」

「大変な……？」

「生きたまま妖しと同化してしまうとお考えいただければ」

「───！」

　透子ははっと身を引き、妖しに吞みこまれた帥の宮の御母堂の御み霊たまを思い出すと手がふるえた。

「綾小路が我々の力になりたいと考えていらっしゃることはありがたく存じます。ですが、まずはご自身の身を守ることを第一にお考えください」

「はい。ですがどうすれば……いままでもすでに何度も妖しと遭遇していますし」

　すでに自分の中の水が妖しに染まっているかも──とふるえた透子だが、帥の宮はかすかに目を眇すがめると、やがて小首を傾かしげた。

「遭遇しているわりに染まった様子はございませんね。それどころか常人が持つ穢けがれすらも遠いような。なにか守り袋ぶくろなどお持ちですか？」

「守り袋？」

　そのようなものは持っていなかったはず……と袖そでを探すと、なにかが指先に触れた。

（あ、これ……）

　手のひらに載のせて見下ろしていると、帥の宮がさっくりと告げた。

「朱雀院の宮の香こう袋ぶくろですか」

「えっ、え……!?」

　帥の宮の位置からは見えていないはずだ。しかも持ち主を言い当てられて、透子はうろたえた。

「どうしておわかりに!?」

「物には持ち主の波動が移りますから。香袋とはよいものをもらいましたね」

「そうなのですか？」

「ええ。神水は長く持ち歩いていると宙に溶とけてなくなりますし、呪じゆ符ふの類たぐいは鍛錬しなければ効果が薄うすい。その点、香袋であれば香かおりで清めることもできれば、移り香がだけでも効果が期待できますから」

（そうなんだ……）

　──もしかしてずっと守られていたのだろうか？

　鍛錬を受けている朱雀院の宮は当然、香の効果を知った上で渡わたしてくれたはずだ。

　離はなれている間もずっと守っていてくださった──その事実に胸に熱が灯ともる。

「月祥殿どのはこれからも隙すきあらば狙ねらってくるでしょう。梅壺の更こう衣いさえいなくなれば、弘徽殿の敵だけではなく、七の宮擁よう立りつ派の思おも惑わくも共につぶせるということですから」

　たしかに紗子が女によう御ごにならず、七の宮が親王となることもなければ、七の宮擁立の思惑など成り立たない。

　裏を返せば、東宮にとってみても紗子がいなくなれば七の宮擁立派から命を狙われる心配がなくなるということだ。しかし東宮と帥の宮はそのようなことを考える人たちではない。

（叔母おばさまに幸せになってもらうためにも、七の宮擁立派の思いどおりになんてさせないわ）

「更衣を頼たのんだよ」

　紗子を廃はいするどころか気き遣づかいまでいただき、そのような人たちの下で動けることを幸せに思いながら、

「かしこまりましてございます」

　と透子は両手をついて深々と頭を下げた。
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　帥の宮の告げたとおり、月祥の仕し掛かけてきたのは早かった。翌々日のことだ。

　夜明けの気配がかすかに感じられるころ、紗子が夜のお召めしのあった清涼殿からもどろうと渡わた殿どのを通りかかると、黒衣の僧そうたちが庭をぐるりと取り巻いていた。

　とっさに付き従っていた女によう房ぼうたちで怯おびえる紗子を囲んで守る。するとひとり、渡殿に上がっていた僧が姿を現した。

「しばしよろしいか」

「おひかえください、月祥殿。いま何刻なんどきと心得ておられますか」

　透子が一歩前に出てがんとして突つっぱねる。

　僧とはいえ夜の後宮に立ち入るなど言語道断、しかも紗子は夜の勤めを終えたばかりだ。

「話があるとおっしゃるならば、明朝またお時間を見ておいでくださいませ」

　そして「失礼」と紗子を取り囲んだまま月祥のかたわらを抜ぬけようとした透子だったが、

「しばしお待ちあれ」

　と呼び止められた。

　透子は足を止めてかすかにふり返ったが、紗子と女房をうながして先に行かせる。

　あからさまに言葉に反する行いに月祥は眉み間けんの皺しわを深くしたが、

「ここより先は女の領域、俗ぞく世せからお離れになった方には無む縁えんの場所なれば、立ち入り無用にございます」

　そう告げると、透子は襟えりに手を添そえておおきく裾すそをひるがえし、そのまま渡殿に座りこんだ。

「お話ならばわたくしが伺うかがいましょう」

　女房装束は袖や裾をひろげるとかなりの幅はばになる。衣ころもを踏ふまなければ通りぬけられない。

　──ここを通してなるものか。

　天の岩戸の大岩にでもなったつもりで透子は月祥を見上げていると、割って入る声があった。

「綾小路殿」

「朱雀院の宮様──」

　渡殿に姿を現したのは直衣のうし姿の朱雀院の宮だった。

　本来なら宮中にいるはずのない時間だ。どうやら今晩も月祥と行動を共にしていたらしい。

「綾小路殿、更衣様との面会は適かないませんか」

　月祥に代わって申し出た朱雀院の宮だが、透子は突っぱねた。

「何なん人ぴとたりとも殿との方がたをお通しすることはできません」

　男女の仲とは一いつ切さい無縁の僧にはわからないだろうが、女房として、そして女として、ここは絶対に譲ゆずれない一線だ。相手が朱雀院の宮でもそれは変わらない。

「今こ宵よい、更衣様にお会いすることができるのは主上ただおひとりのみ」

　二人からすれば更衣など身分の低い相手かもしれないが、帝の側近くで仕える者だ。蔑ないがしろにできる相手ではない。

　帝の威い光こうに言葉を吞のんだふたりに、透子は扇おうぎを自身の前に置くと、指をついた。

「僧正様の御ご用よう向むきにつきましては、わたくしが更衣様に代わって承うけたまわりますれば」

　両者の間に横たわる一本の扇、それは梅壺と外とを仕切る結界だ。

　──立ち入るに及およばず。

　その固い意志を察して、朱雀院の宮が「では綾小路殿、こちらへ」とうながすと、月祥が渋しぶい顔で見つめるなか、透子は一礼して立ち上がった。







　透子が誘さそわれたのは、渡殿をわたった先にある後こう涼りよう殿でんだ。

　後涼殿は帝みかどの御お座まし所どころである清涼殿の隣となりにあり、帝のお付きの女官たちがいる場所だ。清涼殿にもっとも近いこともあって、時には寵ちよう愛あい深い女御や更衣に賜たまわることもあるが、今上の御み世よでは後涼殿の主あるじはいない。

　後涼殿の空いている室へやに入ると、朱雀院の宮と月祥が透子の斜ななめ前方の左右に分かれ、三人は逆三角のかたちで腰こしを下ろした。

　室内に入ってはこないが、庭先には僧たちが腰を落として控ひかえている。

　僧といっても御み仏ほとけの前で誦ず経きよう三ざん昧まいではなく、山で荒あら行ぎようをおこなっているような者たちだ。中には武士もののふよりよほど屈くつ強きような者もいる。山寺では僧兵というものがいるが、その類かもしれない。

　こういうときは怖おじ気づいたらその時点で負けだ。

（わたしだって領国で武士に囲まれていたんだから）

　透子はしずかな威い圧あつ感かんを背後に覚えながら、背筋を伸のばした。

「して、更衣様にどのような御用にございましょうか」

「先日より、清涼殿が穏おだやかならぬことは綾小路殿どのもお聞きおよびかと。その件について調べを進めておりましたところ、今宵ふたたび清涼殿によろしからざる気を感じました」

　ことが帝に関かかわることのためか、朱雀院の宮は悪い言葉を避さけて告げる。言葉が〈言こと霊だま〉となって悪あしきものを連れてこないようにするためだ。

「以前もそのようなお申し出をいただき、更衣様は宿下がりまでして調査しらべにご協力したはずですが？」

「ええ、そのときはその原因を見つけることはかないませんでした。しかし今宵もまた現れ、今回も梅壺の更衣様がお渡りの日ともなると、原因を追つい及きゆうしないわけにはまいりません」

　清涼殿に穢けがれが生じたのが両方とも紗子が渡った日だった。たしかに疑われても無理もない状じよう況きようだ。

（だけど）

　偶ぐう然ぜんをよそおってわざと穢れを仕掛けられる人物がここにいる。

「聞けば、宿下がりのときに妖あやかしが現れたそうですな」

（自分で仕掛けておきながら……！）

「すぐに退けましたので、更衣様はもちろん、わたくしにもなんら害はなく」

　透子は怒いかりを押し隠かくしてそう返したものの、

「梅壺の殿舎に穢れの元が見つからなかったということは、更衣自身に原因があったのやもしれませぬ。二条の邸やしきに妖しが出たのもその証あかし」

　月祥はいけしゃあしゃあと言ってのける。

　まるで難なん癖くせをつけるのが目的で呼び出したかのようだ──いや、はじめからそのつもりだったのかもしれない。襲しゆう撃げきは成功すれば御おんの字、失敗しても次の策の布石とするつもりだったのだろう。

「帝に怪けのおそれがある者を近づけるわけにはゆかぬ」

「更こう衣い様に原因があるとはかぎらないのでは？」

　すると実にしたたかな老僧は、表情ひとつ変えることなく告げた。

「ならば怪が憑ついているかどうか試ためしてみましょう」

「え？」

「悪しき怪は加か持じ祈き禱とうをもってあぶりだせばよいまでのこと」

「……！」

　透子は息を吞んだ。

（それが本当の目的……!?）

「もし妖しがいなければ身の潔白が明かせまする。更衣にとってもよい方法かと？」

　そう月祥はつづけるが、怒りのあまり透子の耳を素す通どおりしていた。

　悪あく霊りよう祓ばらいの加持祈禱は一種の拷ごう問もんだ。閉とざされた一室に囚とらわれ、水も食事も睡すい眠みんすらろくに与あたえられず、焚たかれた護ご摩まに意識が朦もう朧ろうとしたところに錫しやく杖じようで打ち据すえられる。取り憑かれていない者でも気が触ふれかねない。

「真実に潔白であればなにも恐おそれることはございませぬ」

　そのようなかたちの悪霊祓いは恒こう常じよう的になされていることだ。この機会に作為的に紗子を害するつもりだろうが相手は僧正、面と向かってそのようなことは口にできない。

（もしかして罠わなにはめられた？）

　どこからが月祥の布石だったのだろう。先日の宿下がりか、もっと以前からなのか──

「いかがかな？」

　揺ゆらぎのない月祥の視線に、からめとられてゆくような感覚におちいる。

（どうすれば──）

　透子がくちびるを嚙かみしめて考えをめぐらせていると、重い空気を打ちはらう声が響ひびいた。

「ならばその一件、寺は私が手配いたしましょう」

　声の主は朱雀院の宮だった。

「──なんですと？」

「更衣様は帝にお仕えする女によ人にんです。万が一にも人目に触れるようなことがあってはなりません。幸い、私は先の院の下で育ちましたゆえ、皇室所縁ゆかりの寺ともつながりがございます。一の宮の私をあずけていた寺ならば、帝もご安あん堵どなさることでしょう」

　朱雀院の宮が滔とう々とうと語りつづける前で、月祥の眉間の皺がだんだん厳しくなってゆく。

　しかし当事者は帝の更衣だ。朱雀院の宮の主張は筋がとおっており、異論を挟はさむことができない。

「このようなかたちでいかがにございましょう？」

　最後まで朱雀院の宮は月祥に口を挟ませず、この場を完全に掌しよう握あくした。
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　朝、紗子が一ひと眠ねむりしているうちに朱雀院の宮が所縁の寺と連れん絡らくを取り、透子と紗子は午ひる過ぎに牛ぎつ車しやで宮中を出た。

　精しよう進じん潔けつ斎さいに行くという名目なので更衣にしては質素な車だが、紗子とふたりで乗る分には十分な広さがあるし、随ずい従じゆうも朱雀院の宮の手の者で固めてもらっている。

「叔母おばさま、勝手に決めてしまい申しわけございません」

「いいのよ。透子のことだもの、良いようにしてくれたのはわかっているから。透子も怖こわかったでしょう。まかせてしまってごめんなさいね」

「いえ、それは朱雀院の宮様が助けてくださいましたから……ですが連日のように外出することになってしまって……」

「まあ、そんなこと。外に出られるのは嬉うれしいのよ。七の宮のお産からこのかた、宮中から出ることがなかったもの」

「そういえばそうですわね」

　賀か茂もの祭まつりの際は宮中の女たちも女車でくり出すが、祭りといえども車の豪ごう華かさや場所取りなどで権勢を競きそうものだ。紗子は本来なら頼たよりにすべき縁えん戚せきの左大臣や弘徽殿の女によう御ごに気き兼がねして、祭りにはいっさい赴おもむかなかった。

「中宮様がいらしたときには出かけることもあったのだけれど」

「中宮様ですか。どのような御お方かただったのですか？」

　透子が都にもどったのは中宮が亡なくなったあとなので、どのような人物だったのかまったく知らない。

（中宮様ってあの左大臣の娘むすめよね……？）

　そう思うとあまり良い想像はできないのだが、紗子は亡き主の思い出になつかしそうに目を細めた。

「とても快活であかるい御方だったわ。わたくしと年はおなじくらいなのにとても聡さとくいらっしゃって、主上とも大変仲睦むつまじくていらしたのよ」

「……そうなんですか？」

　あの腹黒い左大臣から、そのような姫ひめが生まれ育ったのが不思議でならない。

　しかし紗子の口から中宮の話をくわしく聞くのははじめてだ。宮中では訊ききづらいことなのでこの機会にと、透子は話をつづけた。

「若くしてお亡くなりになったのですよね。ご病気かなにか？」

「そうね。ご懐かい妊にん直後のことだったから、ややが難しかったのかもしれないわね」

「え、ご懐妊中に？」

「ええ。中宮様が入じゆ内だいされたのはいまの透子くらいのときだったけれど、主上は昔、添そい臥ぶししで娶めとられたお妃きさき様──朱雀院の宮様のご生母様を年若くして亡くされたのを重く受け止めていらして、中宮様ともややは先延ばしにというお話だったの。それで中宮様も二十歳はたちを越こえてからご懐妊なさったのだけど、その数日後に苦しまれてそのまま……」

「………」

　懐妊やお産で亡くなる女性はけっしてすくなくないが、身体からだを気き遣づかっていてもなお妃を亡くしてしまった帝みかどの胸中はいかばかりだろう。

「主上は中宮様亡きあとも中宮様を偲しのんで藤壺にお運びになって、思い出話をしてゆかれることも多かったわ」

　その帝の話し相手をしているうちに、亡き中宮の女によう房ぼうだった紗子と心が触れあったということか。

「そのような経緯いきさつだったから、わたくしが七の宮を懐妊したときも主上はとても心配しておられたの。わたくしもそれほど身体が丈じよう夫ぶというわけではないから……でも、だからこそ、主上のためにも無事お産みしなきゃという気持ちになれたのかもしれないわね」

　もしかしたら中宮様が見守っていてくださったのかも──

　そんな思い出話に浸ひたっているうちに、牛車がゆるりと動きを止めた。

　牛車に乗っていた時間は半時ほど、たいした距きよ離りではない。透子が小窓ものみから覗のぞくと、山門に見覚えがあった。

（このお寺ってたしか……）

　轅ながえをかけられ、牛車を降りる。扇おうぎをずらして見やると、やはりここは七星剣けんを持って逃とう亡ぼうした斎さい宮ぐうの使者を追う際に立ち寄った寺だった。

（朱雀院の宮様がご住職になるはずのお寺だったとか……）

　たしかに親王門もん跡ぜきであれば問題は起きないだろう。

　ふたりは宿しゆく坊ぼうに通され、住職が訪おとずれて懇ねんごろな挨あい拶さつを受けたあと、

「ごゆるりとお過ごしください」

　と言い残して住職は下がり、月祥の言っていたような加持祈禱はおこなわないと知って、透子はほっと胸をなでおろした。

「ここは朱雀院の宮様の所縁の門跡なんです。ご心配なさらずおくつろぎください」

　二条邸てい、梅壺、寺の宿坊と、居場所がめまぐるしく変わったが、月祥に目を付けられていながらも問題が起きていないのはありがたいことだ。

　紗子も「ありがとう、透子」と穏おだやかに微笑ほほえむと、夕食ののち就しゆう寝しんの身み支じ度たくをはじめた。







　紗子が休んだあと、透子は宿坊を抜ぬけ出した。

　いくら門跡で安全だとはいえ、周囲を確かく認にんせずに休むことはできない。

　宿坊を出ると、吹ふき下ろす風に透子は身をふるわせた。山の上にはまだ雪が残っている頃ころだ。紗子のただひとりの付き人なので、動きやすいように袿うちぎを宮中ほどかさねていなかったため、寒さがこたえたらしい。

　見やると宿坊の裏にはなだらかな山がひかえており、寒気だけでなく、研とぎ澄すまされた霊れい気きが山をくだって流れこんでくる気がした。

　その霊気は宮たちから感じる清せい浄じような気にどこか似ている。たしか、裏手の山は帝の陵みささぎで、皇族の末まつ裔えいだけが立ち入ることができる場所だと、朱雀院の宮が言っていたのを思い出す。

（皇族の末裔だけ──）

　その言葉で思い浮うかぶのは、一昨日おとといに東とう宮ぐうと帥の宮から聞いた〈七星〉の力のことだ。

（わたしにもその力が……？）

　透子は手のひらを見つめた。

　幼い日、領国で見た手はちいさくて、失われる命をつなぎ止めることはできなかった。

　そのときよりはいくぶん育った手のひら。しかし年月が経たって、あのときよりも目線が高くなって視界もひらけたけれども、知ったのは自分の手で救えない無力さばかりだ。ただ目の前にある物事を対処するのがせいいっぱいで、それが領国やこの国を守ることにつながっているのだと信じて突つき進むしかなかった。

（けれどもわたしにも宮様方のような力があるというなら）

　もしその力を手にしたなら。

　自分はもっと道を切り開くことができるのだろうか──

「……綾殿どの？」

　その声に思し惟いに沈しずんでいた透子は、はっと我に返った。

　ふり返ると、新月の夜よ闇やみから姿をあらわしたのは朱雀院の宮だった。

「朱雀院の宮様……どうしてこちらに？」

「それはこちらが訊かせていただきたいことです。どうしてこのような時刻に出歩いたりしているのです」

「宿坊の外を見てまわっておかないと不安だったものですから……」

　すると朱雀院の宮は嘆たん息そくを漏もらした。

「ここは宮中とはちがうのです。すでに閉門されているとはいえ、不ふ審しんな者が立ち入っていないともかぎりません」

　その指し摘てきに「申しわけございません……」と透子は頭を下げた。

　女ばかりの後宮とおなじ感覚でいたが、寺の敷しき地ち内とはいえ、女が夜にひとり出歩くのはたしかに不用心だ。

「宮様はこちらになにか御ご用ようですか？」

「ええ、住職にご挨拶を。こちらの寺には妖あやかしもそうそう入ってくることはできませんが、先日の例もありますれば」

　月祥の呼び込んだ妖しを撃げき退たいしたからといって、いま一度仕し掛かけてこないとはかぎらないのだ。月祥のことを懸け念ねんしているのか、「今こ宵よいはこちらに寄せていただきます」という朱雀院の宮の言に、透子はあらためて深々と頭を下げた。

「今日は朝からいろいろとお助けいただき、ありがとうございました」

　月祥の企たくらみを躱かわすことができたのは朱雀院の宮のおかげだ。今晩こちらに泊とまってくれるのも、紗子を案じてのことだろう。

「宮中のほうはよろしいのですか？」

　清涼殿の穢けがれや弘徽殿に出たという妖しなど、抱かかえている案件は多いはずだ。しかし、

「そのことならば帥の宮様にお願いしました。長なが逗とう留りゆうでお手て隙すきでしょうしね」

　帥の宮の本職は、遠く離はなれた大宰府の長だ。都にいる間はほかの殿てん上じよう人びとよりも身が軽い。

「こちらこそご面めん倒どうをおかけすることになりまして申しわけございません。先日来、私が左大臣とつながりの深い者と共にいて驚おどろかれたのではないですか」

「そのようなことは……」

　そう返しかけた透子だが、ここ数日の煩はん悶もんを思い出して言葉をあらためた。

「……いえ、正直を言うとはじめは驚きました。左大臣の専横を憂うれえていらした朱雀院の宮様が、なぜ、左大臣の右みぎ腕うでと名高い月祥殿と行動を共にされているのか──と。

　なれど朱雀院の宮様はご自身の信念にしたがって動いていらっしゃるのだろうと思いましたし、朱雀院の宮様が月祥殿と行動を共にされていても、目的は月祥殿とちがうことは明白。更こう衣い様もよからぬことをなさる御お方かたではないと知っておりますれば、宮様の信念とたがうことはないだろうと思いなおしました」

「………」

　そう告げた透子だったが、朱雀院の宮は透子を見つめたまま返答がない。

「宮様、どうなされました？」

　と透子が小首をかしげると、

「ああ、いえ、左様にございましたか」

　と微笑して、「よかった」と告げたその目には心からの安あん堵どがにじんでいた。

「……あの、宮様でも誤解されることが気にかかったりするのですか？」

　透子が朱雀院の宮のことをどう思っていようと、朱雀院の宮の信念や行動に影えい響きようはないはずだ。自分はただ、事件の渦か中ちゆうにいる梅壺の更衣に仕える女房、それ以上の存在ではないのだから。

　しかし朱雀院の宮は「ええ、そうですね」と肯うなずいた。

「気になっておりましたよ。ちょうど月祥殿と行動を共にしはじめた前後あたりからでしょうか。貴女あなたに避さけられているような気がしておりましたので」

「そんな、わたくしはべつに避けてなど──」

　と言いかけた透子だが、

（月祥殿と行動を共にしはじめた前後って……あっ！　もしかしてあのとき!?）

　実家さとから宮中にもどった直後、朱雀院の宮の誘さそいを断って局つぼねに逃にげ帰ってしまったことを思い出した。

（だってあのときは！　龍がとんでもないことを言ったから……！）

　目の前にいたのが当人と気づかずに姫ひめ宮みやのことを朱雀院の宮に語っていた自分が恥はずかしくて、とても顔をあわせられなかった。思い出したいまでも顔に血が上る。

（それを勘かんちがいなさっていたの!?）

　それはちがうのだと訂てい正せいしたくても、どこから話せばいいものか。

　透子が動どう揺ようしてあわてふためいていると、不意に強い山風が吹き下ろした。

「……！」

　透子は思わずよろめき、朱雀院の宮は透子の手を取ると、袖そでを翳かざして風をよけてくれた。

「あ、ありがとうございます……」

　薫たき染しめられた香こうのかおりに鼓こ動どうが高鳴って、指がふるえる。そのふるえを感じ取ったのか、朱雀院の宮が訊たずねた。

「やはり山の麓ふもとは冷えますね。そろそろ宿しゆく坊ぼうにもどられますか」

「あ、いえ、寒さには慣れておりますから……」

　そう言ってしまってから、はっと気がつく。

（じゃあなんでふるえていたのかって思われるじゃない！）

　せっかくのごまかす機会を自分でつぶしてしまった。

　でもこのまま帰りたくない──と透子がうつむいていると、「ではこちらへ」と朱雀院の宮は透子の手を取ったまま、ひとつの殿舎にいざなった。

「ここなら山を背にした殿舎ですから、風も大だい丈じよう夫ぶでしょう」

　朱雀院の宮は殿舎の階きざはしに腰こしを下ろし、透子も遠えん慮りよ気味に距きよ離りを置いてそのかたわらに座った。

（これってまるで十年前とおなじ……）

　そのときは寺ではなく神社だったが、こうして横に並んで階に座って過ごしていた。

（朱雀院の宮様もそのことを覚えていらっしゃるのかしら……？）

　透子はちらりと視線をむけて探さぐる。しかし朱雀院の宮の視線は、境けい内だいの暗くら闇やみに向けられていた。

　暗闇のむこうになにか──苦い思い出でも見つめるかのように。

「たしか、宮様はこのお寺の門もん跡ぜきとなられる予定だったとか……？」

「ええ、そうですね。ここは私が稚ち児ごの任を終えたあと、修しゆ行ぎようのために預けられた寺のひとつです」

（稚児……）

　稚児というのは、神の内とされるおおよそ七歳あたりまでの子どもが神や御み仏ほとけに仕えることで、皇族など身分の高い子し弟ていの勤めのひとつだ。

　稚児の任を受けた子どもは、神社では〈神み子こ〉と呼ばれ、みずからの性や俗ぞく世せを離れて神のしもべとなり、女児のように美しく着き飾かざる。美しければ美しいほど神が慶よろこぶとされるためだ。

（ああ、だからわたしは姫宮様だって思い込んで……）

　裏の神社にいたのは姫宮ではなく宮──龍尚が言っていたことは本当だったのだ。

　朱雀院の宮は、自分が神子であったことを隠かくさなかった。

　幼い日に夜の階で会っていた十年前とおなじように、朱雀院の宮は淡たん々たんと話しはじめた。

「私が生まれたとき、父はまだ帝みかどでも東とう宮ぐうでもない一親王にすぎませんでしたが、ちょうどそのころ父の兄宮であった東宮が若くして亡なくなり、父が東宮となりました。父は兄宮の代わりの中なか継つぎとなるものの、その次の東宮は兄宮の遺のこした皇子とさだめられました。それがいまの東宮です。

　父東宮の一の宮でありながら帝てい位いには就つくことはない、そうさだめられた私は、母宮の縁えん者じやの邸やしきや宮中で育てられましたが、どこにも居場所はありませんでした。そして稚児として仕える年になると、すぐさま宮中から出されて神社に住まうこととなりました」

　それが透子の邸の裏にあった神社だ。

「母とは早くに死に別れ、東宮となった父は新たな妃きさきを迎むかえて新たな暮らしをはじめ、親王でありながら帝位とは無む縁えん、神社に来てからは男児であることさえ禁じられた私は、自分はなんなのか、なんのためにいるのかと問いつづける日々でした。

　……そのようななか、ひとりの姫がやってきました」

「……！」

　自分のことだ、と透子は息を詰つめた。

「その姫は、夜ごと邸を抜ぬけ出しては神社にいる私の許もとに来ました。毎日おなじ勤めをくり返し、時の流れの中に埋まい没ぼつしてしまいそうな日々の中で、その姫だけが私に昨日とはちがう今を感じさせてくれました。

　その姫は私から宮中の話を聞くと、宮中にあがりたいと言いました。私が中宮になったときには女によう房ぼうとして仕えるのだと。しかし帝には父宮がなるのですから、仮に私が本当に女であったとしても中宮になることは絶対にありえません。

　──ですが私は言えませんでした。なぜなら、将来を夢見ることを知らなかった私にとって、その姫が見ている〈夢〉というものは、かけがえのないもののように思えたからです」

　その告白に、透子ははっと息を吞のんだ。

「ただ定められた檻おりの中でさだめられた日々を送る──どこにも行き場所がなかった私に、将来の夢を、ここではない目指す先があるのだと教えてくれたのがその姫です」

　達観しているかのように大人びた目をしていた姫宮。そんな彼女──いや彼がそのように感じていたなど思いもしなかった。

「けれどもその姫にも、夢を押しつぶす現実がやってきました。都に及およぼうとしている戦火を避けて領国に下るのだと、そう言っていました。力のない子どもだから、女だから、父の命令に従うしかないのだと……やはりそうなのだ、と思いました。私も彼女も、子は親のさだめたように生きることしか許されないのだ、と。

　しかし、彼女はちがいました」

　透子ははっとした。このとき言った言葉を、透子自身も覚えている。

「領国に下った先でもあきらめない、さだめと戦うのだと、そう言っていました。

　そのとき私は目が覚めた心地ここちがしました。自分より幼い姫がさだめに抗あらがおうとしている。おなじ立場にある自分はいったいなにをしていたのだろう、と。

　いっしょに戦いましょう──そう言って手を伸のばされて、つかんだ手のひらから、彼女の強さが伝わってくる気がしました」

（おぼえていてくださったんだ……）

　それはあの晩、ふたりで交かわした大切な約束だ。

「彼女が領国に下って、やがて私も稚児の任が終わり、修行のために預けられたのがこの寺です。皇統の血に宿る才を見いだされ、鍛たん錬れんを積み、いずれ出家して俗世を離はなれた場所からこの国を守るようにと命じられました。

　今度は命じられるままの鍛錬の日々の中で、彼女の領国の報しらせが届きました。都は幸い戦火に巻かれることがありませんでしたが、彼女の下った領国で戦いくさが起きてしまったと。ずっと気にかかっていました。彼女は無事だろうかと。やがて戦が収束し、彼女の無事を知り、それからもただ願いつづけていました。

　幸せであれ──と」

「……！」

「そのころにはおそらく、自分の心に芽生えはじめていた気持ちに気づいていたのです。大人の決めたさだめに流されるだけの空虚うつろな自分にも心が、想おもいがあったのだと。自分が守りたいのは私にさだめを押しつけるだけの国などではなく、ただひとり、自分に光を示してくれた人なのだ、と」

（それって……）

「……しかしちょうどその頃ころのことです」

　と、朱雀院の宮は苦い思い出を呼び起こしたように、ため息をついた。

「風の便りに聞きました。彼女と領主の惣そう領りようとの婚こん約やくが決まった、と」

「───！」

「そのときからです。私が出家をしないと言いはじめたのは。

　いままでの自分なら、彼女と会う以前の自分なら、さだめられた道を受け入れていたことでしょう。しかしそのときの私はさだめにしたがうのは嫌いやだと反はん抗こうして、身を害するほどに鍛錬にあけくれて……そのようなことをしたところで遠く離れた地のなにが変わるわけでもないというのに、それでもさだめに対して足あ搔がかずにはいられなかった」

（じゃあ、宮様が出家せずに俗世に残られたのってもしかして……）

「おそらくそうとう荒あれていたのでしょうね。いまだにそのことについて帥の宮にいじられますから……心が勝手に記き憶おくを封ふうじてしまったものか、正直、私自身もあまり覚えていないのですが、周囲が私を見かねたものか出家の話はなくなり、私は二品親王として宮中にあがることになっていました。

　若じやく輩はいのわりに高位を賜たまわったのは、帝の一の宮でありながら帝位に就くことがない代だい償しようでしょう。私自身、帝位を望んでいたわけでもないので、東宮を支えることを表明して、東宮のわがままに付きあいながら、現在にいたります」

　語り終えると朱雀院の宮はちいさく息をついた。

　そして透子のほうを見ると、すこし驚おどろいた表情を浮うかべた。

「綾、殿どの……？」

　──透子の頰ほほを、涙なみだが伝っていた。

　朱雀院の宮から断だん片ぺん的に聞いていた過去の出来事、その十年の空白を埋うめる言葉をもらった。

　それ以上に、十年分の想いをもらって、自然と涙が流れ落ちていた。頰を伝う涙はあたたかかった。

　朱雀院の宮が想いつづけた姫ひめのその後の姿は、聞くまでもなく知っている。

　戦が起きるのはもう嫌だと、おさない日に見ていた将来の夢とはちがうかたちで宮中にあがり、中宮ではなく更こう衣いの女房となる。そして姫宮と知らずに再会していた朱雀院の宮に助けられながら、更衣を守ってゆくのだ。

　──所在の知れぬ姫宮。彼女の幸せを祈いのりながら、宮中でひとりで戦っているのだと思っていた。

　けれども自分は、ずっとあたたかな気持ちに守られていたのだ。

「……その姫も、きっと宮様とおなじことを願いつづけていたと思います」

　言いかけると涙があふれて止まらず、透子は目元を押さえて涙を拭ふいてから、つづきを告げた。

「どうか幸せでいてください──と」

　自然とこぼれる微び笑しようで、あたたかな思い出話をそうしめくくると、朱雀院の宮からもおなじ微笑が返ってきた。

「……だと、いいですね」
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　その晩、部屋の燭しよく台だいの灯ひが消えてから一時ばかりが経たったころ。

　草木も寝ね静しずまった梨壺に、さやかな風が吹ふきこんだ。

　その風とともに室内に入りこんだ男たちは、夜よ闇やみに慣れた目で御み帳ちよう台だいの位置を確かく認にんして、目配せしあう。

　しかし次の瞬しゆん間かん、思いがけないまばゆい光に照らされ、男たちは一時視界を失った。

「な……!?」

　火の気などなかったはずだ。火打ち石の音もしていない。だというのに、このまばゆさはなんなのか。

　徐じよ々じよに目があかるさに順応して視界が開けてくる。しかし視界を取りもどした男たちの目の前にあったものは、男たちの知るものではなかった。

　ただ光を放つだけのなにかが、ゆらゆらと浮いている。

　しいて言うなら人ひと魂だまか。しかしこのようなまばゆい光を放つ人魂など見たことがない。

　男たちが呆ぼう然ぜんと見上げていると、男の声がした。

「このような夜よ更ふけになんの御ご用ようでしょうか？」

「──！」

　見下ろすと、直衣のうし姿の青年が御帳台の前に腰こしを下ろしていた。

「東とう宮ぐうではない……？」

　年は東宮とおなじ二十歳はたちばかりだが、男たちの標的の東宮ではない。

　雅みやびな風ふ情ぜいからして皇族のひとりだろうが、身代わりだろうか──と逡しゆん巡じゆんしていると、

「ああ、東宮に御用でしたか」

　黒の頭ず巾きんをかぶった男たちがただの訪問客ではないことは明白だというのに、青年はそらとぼけた声こわ音ねで告げた。

「東宮ならば、朱雀院の宮の御車に同乗して夜遊びに出かけてしまいましたよ」

「朱雀院の宮……？」

　たしかに夕刻、内だい裏りを退出する朱雀院の宮の牛ぎつ車しやを目もく撃げきしている。

　朱雀院の宮はときおり梨壺に宿直することもあるので、退出した今こ宵よいは手て薄うすかと踏ふんでいたのに。

「そういえば知らない顔ですね。手て際ぎわのほうも段々と落ちてきているようですし、そろそろ手持ちの札も減ってきたということでしょうか」

　そう言って青年がやわらかな手つきで扇おうぎを揺ゆらすと、光源の光の玉が動きにあわせて舞まうように動いた。

「な……っ!?」

　驚いた男たちが剣けんを抜ぬいてかまえるが、怯おびえのためにさまになっていない。

「まあ、夜よごと殿舎を穢けがしては厄やつ介かいですから消していますしね。おなじ方がいらっしゃるはずもないのですけれども」

　消す、の一言にぞわりと肌はだが総毛だった。

　いままでの異様なまでの不ふ首しゆ尾び、そして行方ゆくえをくらましてしまった刺し客かくたちを不ふ審しんに思っていたが、とんでもない者が関かかわっていたということか。

「貴様、鬼き道どう師しか……!?」

「鬼道ですか。まあ、かつての王おおきみも使っていたといいますから、遠からずと言ったところでしょうか」

　緊きん迫ぱく感かんのない声でまるで歌うかのように告げて光を舞わせていた青年だったが、やがて手を止め、男たちを交こう互ごに見つめた。

「いまが狙ねらい目であることは理解できます。ですがこう連日連夜となりますと、東宮もいささかお相手に飽あきてしまわれたようです」

　なので、そろそろけりをつけさせていただきましょうか？

　青年がかすかに口こう端たんを上げて微笑ほほえむと、ふわふわと浮ういていた光が一直線に男たちに向かって飛んできた。

　男たちはとっさに躱かわすが、光は意思を持つかのように動きを変え、男たちにまとわりつく。

　そして気がついたときには、光の軌き跡せきが生みだした縄なわ状のものに縛しばり上げられていた。

「な……っ!?」

　そこでようやく青年は立ち上がると、ゆるりと近づき、男たちが手にしていた刀を優美な所作で取り上げる。

「なにをするつもりだ……!?」

「なにをとはせっかちなこと。それはこれからのお楽しみですよ」

　そう言って青年は、まるで扇を扱あつかうように刀を舞わせると、ぴたり、と男の喉のど元もとに切っ先を突つきつけた。

「──！」

　切っ先はまったくぶれることなく、優美ながらその動きには隙すきがなかった。──優やさ男おとこに見えるが相当の使い手だ。

　男が覚かく悟ごを決めてその切っ先に喉を突きだそうとすると、「おや」と一言、見み抜ぬいていたかのように青年は刃やいばを引いた。

「ご安心ください。自害などさせませんから」

　物ぶつ騒そうなことを口にしながら青年はにこりと微笑む。

「春とはいえまだ夜は長いですからね。ぞんぶんに楽しむことといたしましょう」

　その青年の微笑はなぜか、男たちに地じ獄ごくの番人を想像させた。
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　翌朝、透子が水を汲くみに井い戸どにおもむくと、朝のお勤めで掃そう除じに勤いそしんでいる僧そうたちに出くわした。

　貴人用の宿しゆく坊ぼうはすでに人ひと気けがなく、朱雀院の宮について訊たずねると、

「朱雀院の宮様ならば、夜明け前のずいぶん早い時分にお発たちになりました」

　とのことだった。

　出仕のために早く帰ったのかと思いきや、なんと宮中から早馬が来て、朱雀院の宮自身も騎き馬ばで帰ったのだという。

（いったいなにがあったのかしら……）

　宮中からというのが気になるが、紗子に知られればいたずらに不安がらせるだけだ。

　透子は朱雀院の宮のことを胸にしまい、紗子に伏ふせたまま朝の支し度たくを手伝っていると、僧が文ふみを届けにきた。透子宛あての文だ。

「どちらからのお文かしら？」

　文ふ箱ばこも料紙も上質ながら素っ気なく、恋こい文ぶみでないことはあきらかだというのに、透子宛ての文に紗子は興味津しん々しんだ。

「帥の宮様からですわ。もう宮中にもどってもよいそうです。よかったですわね」

「まあ、では出立の用意をしないといけないわね」

　晴れやかな口ぶりの紗子に、「かしこまりましてございます」と透子はおだやかな面おもてをくずさずに承うけたまわったものの、胸の内では不安が渦うず巻まいていた。

　その文にはある一文が書き添そえられていたためだ。

　宮中にもどり次し第だい、梨壺に顔を出すように──

（朱雀院の宮様が急いで帰ったのも無関係ではないわよね。叔母おばさまも帰ってよいということは、悪い報しらせではないと思うのだけど……）

　ありがたいことにすでに方角も占うらなっていてくれたらしく、方かた違たがえの必要もなく、宮中への帰参に問題はない。

　牛車でゆっくり進んでも一時とかからない寺だ。昼前には梅壺にもどることができ、紗子のことはほかの女によう房ぼうに頼たのんで、透子はすぐさま梨壺へと向かった。

「やあ小町、おかえり」

　梨壺には東宮をはじめ、帥の宮、朱雀院の宮と三人の宮が顔をそろえていた。

（朱雀院の宮様……！）

　昨晩は朱雀院の宮と幼なじみの姫ひめの昔話の域だけで終わったが、話された内容が内容だ。

（だって宮様は、わたしのことをずっと覚えていてくださって……）

　昨日の今日で朱雀院の宮の姿を見るのも気き恥はずかしくて、顔に血がのぼる気がしたが、ちらりと探さぐった朱雀院の宮は目線を床ゆかに向けたまま、なにやら考え込んでいる様子だった。

（あ、やっぱりなにかよくないことが……？）

　先ほどの東とう宮ぐうの声こわ音ねはいつもどおりに感じられたが、東宮はいくらでも笑え顔がおでつくろえる人だ。

　不安を感じながらも、「ただいま帰参いたしました」と手をつくと、帥の宮が「早さつ速そくですが」と切り出し、透子を部屋の奥へと誘さそった。

「七の宮擁よう立りつ派の面々が判明いたしました」

「え!?」

　思わず声をあげてしまい、透子はあわてて口を押さえた。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、人ばらいしてあるから」

　と東宮は言うものの、人ばらいしなければならない内容ということだ。大声を上げてよいものではない。

「もしかして叔母さまが関わっているようなことは……」

「こと更こう衣いに関して言えば、関わっていないと言えるかな」

　東宮の一言にほっと胸をなでおろしたが、話はそれだけで終わるはずがない。

「ではどなたが関わって……？」

　透子がさらに顔を寄せて訊ねると、帥の宮が扇おうぎで声を隠かくしながら透子にささやいた。




「────」




　その、声になるかならないかという小さな音を拾うなり、透子は先ほどの比ではない声をあげてしまった。

「え…………っ!?」

　透子はおおきく目を見開き、聞きまちがいではなかったかと帥の宮に目で問うが、帥の宮は透子を見つめながらひとつ肯うなずいた。

（え、だって、そんなまさか、〈帝みかど〉が関かかわっていらっしゃるなんて……！）

　もしこのことが事実で外に漏もれでもしたなら、紗子の女によう御ご宣せん旨じどころの騒さわぎではない。

　朱雀院の宮の表情が重いのはこのせいだったのか。この報せを受け取ったなら騎馬で帰ってしまったのも無理もないし、おそらくそれから眠ねむれていないのだろう。

「しかしどうやってその情報を？」

「それは毎晩のように私に来客があったからね」

「来客？」

　すると東宮の言をすかさず帥の宮が訂てい正せいした。

「それは一いつ般ぱん的には来客ではなく、〈刺し客かく〉と呼ばれているものです」

「──！」

　東宮が七の宮擁立派に命を狙ねらわれていることは聞いていたが、それほど頻ひん繁ぱんに来ているとは思わなかった。

　東宮から見れば帝は父同然の存在だ。そのような相手から命を狙われていたというのに東宮の様子はいつものまま。通常通りであることがかえって恐おそろしい。

「いつもはその筋の手て練だれにやらせていたのでしょうが、そろそろ手て駒ごまも尽つきてきたのでしょうね。昨晩はすこし訳知りの方がおいでのようだったので、教えていただきました」

（教えてって……）

　帥の宮はさらりと告げたが、刺客がそうそう内情を話すはずがない。失敗したときには死を覚かく悟ごしているはずだ。

　その刺客が自決もできずに捕とらえた昨晩のうちに吐はいているというなら、どれほどのことがなされたものか──顔色ひとつ変えない帥の宮も怖こわい。

（この人たちって……）

　心のままには生きられない。政まつりごとの世界に生きるというのはそういうことだとわかっていても、現実に目まの当たりにすると透子の背筋が凍こおった。

　つづけて帥の宮は七の宮擁立派の殿てん上じよう人びとを挙あげていったが、みな藤原氏ではなく、位も五位あたり、悪いが官職と名を言われても思い出せないような人ばかりだ。

「藤原一門なら十代のうちに通りすぎてしまうような位ですからね。中には参議まで登れる御お家いえ柄がらの方もいらっしゃいますが、上の位は若くして上った藤原一門に占しめられてしまっていますから、年を重ねられた退官間ま際ぎわでも四位あたりまでしか登れないのが現状です」

「風穴を開けるにはいまの体制をくずすしかない、というわけですね」

　藤原氏の専横を憂うれえているのはここにいる宮たちもおなじだ。しかし人の命を殺あやめてまで成し遂とげようというのは、国のためではなくもはや個人の欲よく望ぼうだ。見すごすわけにはいかない。

「おおきな事件を起こさなければ世の中は変わらない、そこまで思い詰つめさせてしまったのも為い政せい者しやの責任です。ましてやそこに後押しするようなお言葉があったというならなおさらのことでしょう」

　透子はくちびるを引き結んだ。

（そんな、主上が……いったいどのような経けい緯いでそんなことに……）

　帝の人ひと柄がらは紗子から聞いているが、紗子がほがらかに話していたのとおなじ相手のこととは思えなかった。

「綾小路がとまどうのも無理もありません。私たちとて信じられませんでしたから。しかし今回の件は、この場の三人ですでに主上にお訊ねしております」

「それで主上はなんと……？」

「憶おぼえがない、と」

「え？」

　帥の宮の思いがけない言葉に透子は面めん食くらった。

「憶えて、いない……？　それってどういう……」

　言い逃のがれにしてはあまりにお粗そ末まつだが、

「仮にも私たちも政の世界で生きておりますれば、そのお言葉がおそれながらも主上のご本心かどうかはわかります」

「では本当に……？」

「ええ、主上は真実まことにご存じありません」

　透子は啞あ然ぜんとした。

　帝が東宮の暗殺など指示していないのは喜ばしいことだが、同時に疑問が涌わきあがる。

「捕らえた者たちは主上の指示だと自白したのですよね？　しかし主上はそのような指示を出していなくて、どちらも偽いつわりを告げているわけではないとなると、矛む盾じゆんが生じませんか？」

　捕らえた者たちが偽りを述べているのだろうか。しかし帥の宮がそのような出まかせを受け入れるはずもない。

　どういうことだろうと透子が首をかしげると、帥の宮が告げた。

「両者の主張が並びたつ可能性ならいくつか考えられます。偽にせ者もののなりすまし、ご当人の記き憶おくの欠落、そしていまひとつ考えられるのは妖あやかしの所業です」

「あ……！」

　そこでようやく、ここ数日の断だん片ぺん的な情報とこの状じよう況きようがつながった。

「清涼殿での穢けがれというのはもしや──」

「ええ。主上のご記憶がないことと合わせて、妖しの可能性があります」

　ここ数日、清涼殿にしばしばあらわれていた穢れ。それが関係しているのだとすれば、帝自身が出した憶えのない指示に従っていた者がいるのも肯ける。

「しかしそうだとすると、ほかの大きな問題が生じます」

「とおっしゃいますと？」

「七の宮擁立派の動きが現れたのは、ここ数日にかぎった話ではないということです」

「つまり、その妖しはずっと以前から清涼殿に棲すみついていた、と？」

「ええ、その可能性がございます。先日、七星の力についてお話ししたとき、東宮が鍛たん錬れんを受けていらっしゃらないという話をしたのを覚えておいでですか」

「え、ええ。神の依より代しろとなるためとうかがったような……？」

「そのとおりです。皇族の血は神代の祖から伝わるもの、その血をもって神の依代となり、加護を受けて天地を鎮ちん撫ぶします。おおよそ人の力によって歪ゆがめられるべきものではない」

「もちろんなにもしていないわけではないけどね」

　と東とう宮ぐうは言葉を挟はさんだが、この二人のような鍛錬はしていないということだ。

「そして清らかな水ほど染まりやすい。つまり主上と東宮は、もっとも力を有しながらもっとも無防備な存在だということです。染まりやすいがゆえに触ふれさせてはならない。宮中に穢れを持ち込まないようにさだめがあるのはそのためです」

　透子ははっと息を吞のんだ。

　たしかに帝が穢れに近づくことは許されない。周囲のすべてが清められ、帝自身も一度袖そでをとおした自身の衣ころもに二度と触れることはなく、すべてあらためられるほどの徹てつ底ていぶりだ。

「幸い、主上の御おん身みに問題はございませんでした。しかしいままでも、記憶が欠落していたことは、薄うす々うすご自覚がおありだったようです。記憶が失われている間、主上のお身体からだを乗っ取るなりしてあやつっていた可能性がありますね」

「主上の御身に害がなかったのは幸いにございますが、ずいぶんとふしぎな妖しですね？」

　人を乗っ取り、あやつる──それはその者を侵しん食しよくして、妖しの世界に吞みこんでしまうことだ。

　帝の許もとに妖しが何度も現れていながら、帝の身に問題がないとはどういうことだろう。

「主上に害意がない妖しなのかもしれません」

「え？」

「私の母とて、私を害そうとして妖しになったわけではございませんので」

「今回の妖しも、もともとは主上を害そうとするような霊れいでなかった、と？」

「そうですね。母は長い年月をかけて私を探しているうち街の穢れを吞みこんで、意識が侵食されはじめておりましたが、今回は場所が清涼殿です。元々の穢れがすくない場所ゆえ、侵食の速度がきわめて遅おそくなったものかと」

「それで清涼殿をお調べになって、いかがでしたか？」

　すると、東宮は「帥の宮と朱雀院の宮がふたりがかりで調べてくれたのだけれど」と告げた。

　つまり、なにも出なかった、ということだ。

「調べなら数日前にもおこなっていたのですが、そのときも見つからず。おなじ場所にずっといるというものでもありませんし、結界の強固な清涼殿にたびたび現れていることからしましても、そうとう強い妖しでしょうから、現れた日の残り香がのようなものが穢れとして認にん識しきされてしまったのではないかと」

「そうなんですね。いつ出てくるかわからないのは厄やつ介かいですね……」

「しかし、確実ではありませんが、可能性を高めることならできます。穢れ──妖しの残ざん滓しが出てきた日を考えると、その規則性が見えてきますから」

「規則性……？」

（穢れがあると言われた日はたしか──）

　と考えをめぐらせた透子は、「あ」と声を上げた。

　穢れがあると言われた日は、二回とも紗子のお召めしがあった翌朝だ。そのため梅壺に調査しらべが入った。

「気づいたのが最近なのでいささか例がすくないですが、賭かけてみる価値はあります」

　そこでだ、と東宮がぽんと扇おうぎを打った。

「梅壺の女によう房ぼうである君に頼たのみたいことがあってね」

「はい、なんでございましょう」

　これが自分が呼び出された理由かと、透子は心を決めて東宮の命を待つ。

　しかし、つづく言葉に透子は硬こう直ちよくした。




「今こ宵よい、主上のご寝しん所じよに侍はべってきてほしい」




（主上の、ご寝所？　……って……え…………）

「えええええ…………!?」

　透子は驚おどろきのあまり絶ぜつ叫きようした。

　朱雀院の宮も驚きに目を見開いて東宮に向かって腰こしを浮うかし、さすがの帥の宮も咳せきばらいして言葉を挟んだ。

「東宮、誤解を生む言い方はおやめください」

「まちがってはいないだろう？」

「七星剣けんで斬きられたいとおっしゃるなら止めませんが。そこにちょうど使い手もいることですし」

　霊れい魂こんさえ残すことなく綺き麗れいに昇しよう華かしてもらえますよ。そんな帥の宮の突つき放した諫かん言げんに、東宮は「冗じよう談だんだよ」と朱雀院の宮に告げ、帥の宮が説明役を継ついだ。

「綾小路には、朱雀院の宮とともに、帝みかどのご寝所のある清涼殿に詰つめていただきたいのです」

「わたくしが清涼殿に、ですか？」

「梅壺の更こう衣いがお勤めに入られた際、万一の場合に女によ人にんも控ひかえておいたほうがいいと思いますので」

「しかしわたくしは……」

　清涼殿に上がることができるのは殿てん上じよう人びとと呼ばれる者のみで、おおよそ五位以上の者に限られる。そのさだめは厳格で、清涼殿で飼われていた猫ねこまでもが昇殿に必要な位を与あたえられていたほどだ。

　しかし、「そのことなら大だい丈じよう夫ぶ」と東宮は片目をつぶって告げた。

「帝のお許しは得ているから。君は本日付けで掌しよう侍じだよ」

「はい!?」

　掌侍というのは帝の側に仕える女官の位のひとつで、昇殿が許される身分だ。

（いつの間に……）

「まあ君にその気があるなら尚侍ないしのかみとしてでも出仕できる出自なんだけど、すでに定数かずが埋うまっているところに割り込ませると、うるさい横やりが入りかねないから」

　要は昇殿が可能で空席のある位にすべりこませたということだ。

　透子が来る前に、すべて段取りはされていたのだろう。殿上に必要な位をちゃっかり用意しているということは、その他もろもろの手続きも終わっていると考えて間ま違ちがいない。

　逃にげ場なしと悟さとった透子は腹を決めて、任を引き受けた。
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　その夜。

　帝からお召しを受けた紗子を清涼殿まで送り届けた透子は、ほかの女房たちと同様に梅壺にもどり、女房たちがそれぞれの局つぼねに帰ったのをたしかめてから、掌侍の衣に着き替がえて梅壺を抜ぬけ出した。

　帝の許しは得ているとはいえ、この計画が女官たちに知らされているわけではない。女官に見とがめられでもすれば、話がややこしくなる。

　後涼殿で朱雀院の宮と合流するとそのうしろを楚そ々そとついてゆき、今上の一の宮である朱雀院の宮にぶしつけに声をかける者もなく、女官たちの目を無事くぐり抜けることができた。

「こちらで控えることといたしましょう」

「こちらは……？」

「殿上間です。昼ごろは公く卿ぎようたちがいる場所ですね。紫宸殿で朝議を行わない日は、こちらで会議をおこなっています」

　ここが噂うわさに聞く殿上間かと透子は見わたしたが、だれもいないいまは静まりかえるばかりで、ただの広い部屋にすぎない。

「この隣となりが帝の御座おまし所どころとなりまして、公卿たちが下がったのち主上はこちらで過ごされます。御ぎよ寝しんされる夜御殿はその奥です」

　夜御殿にいま、主上と紗子はいるはず──と息をひそめると、

「夜御殿は塗ぬり籠ごめですし、かなり離はなれていますから、息を詰めなくても大丈夫ですよ」

「こうして話していても？」

「まず聞こえませんね」

　どうりで朱雀院の宮が普ふ通つうに話しているわけだ。透子はほっと息をついた。

　帥の宮の指示により、紗子にはこの計画のことを話していない。帥の宮いわく『いつもどおりに気安く過ごしていただく必要がございますので』とのことだ。

（いつもどおり、この部屋のむこうに主上と叔母おばさまが………。……。……）

　深く考えそうになって、透子は考えを打ち消すようにこほん、とちいさく咳ばらいをした。

　そして、お勤め、お勤め……と御お経きようのように心の内で唱えて心を鎮しずめていた透子だが、ふと考え込む様子の朱雀院の宮が目に留とまった。

　帝は朱雀院の宮にとって父だ。己おのれの父がほかの女人とともに過ごしているのをどう思っているのだろう……とちらと思ったが、以前聞いたときになんとも思っていないと言われたのを思い出す。

　そのような邪じや念ねんではなく、朱雀院の宮は純じゆん粋すいに父帝のことを案じているのだろう。

「……あの、お訊ききしたいことが」

「はい？　なんでしょう」

「七星のことですけれども、どのような鍛たん錬れんをなさったのですか？」

「鍛錬、ですか？」

「ええ。東とう宮ぐう様は鍛錬をしていないために染まりやすいとおっしゃっていましたが、わたしも素質があるようなことを言われましたので、参考までにお聞きできればと」

　今上の叔父おじである帥の宮と今上の一の宮である朱雀院の宮は、出自的には東宮とそう変わらない程度に皇統の本流に近い。そのふたりはどのような鍛錬を積んで、身を守れるようになったのだろう。

　朱雀院の宮は記き憶おくを探さぐるように「そうですね……」と思案ののち、さらりと告げた。

「山さん僧そうの滝たき行ぎようや山行などの荒あら行ぎようから、即そく身しん仏ぶつになれそうな木もく食じき修しゆ行ぎようなど、いろいろしましたよ」

「え!?」

「食を断たち、眠ねむりを断ち、肉体を追い込んで限界まで追い詰めた先の己を知ることが目的なので、その修行の過程はあまり覚えていない──というのが正直なところなのですが」

「ええ!?」

「私もあとは野となれ山となれといった心境でしたので、この身がもとうがもつまいがお構いなく打ち込んでいるうちに、修行はいつしか終わっておりましたね」

　そうあっさりと言ってのけた朱雀院の宮だったが、透子は瞬しゆん時じに悟った。

（無理……！）

　山育ちの透子は、山登りの苦しさも、僧の山修行の過か酷こくさも知っている。まさかおなじことをやれと言われても絶対に無理だ。

　その思いを表情から察したらしく、朱雀院の宮は苦く笑しようを漏もらした。

「さすがに女人におなじことはさせませんよ」

「そう、なのですか？」

「悟りの方向性のちがいと申しましょうか、男と女人では感性がちがいますので。女人は瞑めい想そうなどで会え得とくすることができるようなのですが、男は厄やつ介かいなもので、自身の肉体を削そぎ落とした先に見えたものしか摑つかめないと申しますか……」

　ただ私がそうだっただけかもしれませんけどね、と朱雀院の宮は自じ嘲ちよう気味に微笑ほほえんだ。

「忘れたかったんですよ」

「──！」

「……ああ、貴女あなたのことではなく、非力な自分の過去をです」

　朱雀院の宮は昨晩のように〈姫ひめ〉と呼ばずに〈貴女〉と言った。──昨日の思い出の相手が透子だと、はっきりと認めたのだ。

「なにもしようとしなかった過去の自分も、過去から目を背そむけたがっているいまの自分も、なにもかも忘れたかった。忘れたなら苦しみから逃のがれられるかと思ったので」

「わたしは……っ！」

　実際はそうでもありませんでしたが、とつづけていた朱雀院の宮に、透子はとっさに声を上げていた。

「綾殿どの？」

「わたしは龍……当主と婚こん約やくなんてしていませんから……！」

　言葉をさえぎるかたちになってしまったが、昔の朱雀院の宮を追い詰めたのが自分と龍尚との婚約の噂だったというなら訂てい正せいしておかなければいけない。

　急に声を荒げた透子を朱雀院の宮は呆ぼう然ぜんと見つめていたが、透子はかまわず言葉をつづけた。

「たしかに婚約の話があったのは事実です。先代の当主と私の父との間でそういう話にまとまりかけていたとも聞きます。けれど話の途と中ちゆうで先代が亡なくなって、惣そう領りようも若くして当主になって、家か督とく相続のごたごたを片づけているうちに立ち消えになりました。だから婚約なんてしていません」

「……けれども、当主はあきらめていないのでしょう？」

「それは……」

　龍尚から結けつ婚こんを申し入れられているのは事実だ。けれども龍尚の意思は他人に伝えるべきことではない。ましてやその返答など言えるはずもない。

　透子が答えられずに言葉に詰つまっていると、朱雀院の宮はやがてふわりと微び笑しようした。

「なぜそのことを私に伝えられたのですか？」

「なぜって……誤解されたままなのは嫌いやだったので……」

「誤解を解きたいと思ってくださったのですか？　それはなぜ？」

　なぜ──なぜだろう。あらためて問われると答えが出てこない。

　さきほど急激に涌わきあがった熱意が胸のあたりをぐるぐるしているのに、言葉にならない。

「それが貴女の気持ちと受け止めてよろしいでしょうか？」

（わたしの気持ち？　それはどういう……）

　──そのときだ。

　朱雀院の宮がだん！　と足を踏ふみ、もう一方の足で膝ひざ立だちになり、透子を背後にかばいながら腰こしの剣けんに手をかけて、告げた。

「──きました」
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　──しばし時はさかのぼる。

　就しゆう寝しんの刻限となり、藤ふじ壺つぼの上うえの御み局つぼねから姿を見せた紗子に、帝みかどは心がゆるむのを感じた。

「藤ふじ原わらの紗さや子こ、お召めしにより参上つかまつりました」

「近ちこう」

　そう声をかけると、「失礼つかまつります」と紗子は敷しき居いをわたった。

「昨日は精しよう進じん潔けつ斎さいに赴おもむいていたとか。疲つかれたのではないか？」

　そう訊たずねると、紗子は「お気き遣づかいかたじけのうございます」と穏おだやかに微笑ほほえみ、この数日の出来事をおっとりと話しはじめた。

　──以前から優やさしい微笑をする娘むすめだった。

　女によう房ぼうとして中宮に仕えていた紗子は、従妹いとこにあたるという中宮と容姿はよく似ていたが、たおやかで、はかなげで、中宮とは対照的だった。

　中宮を思い出すとき、まっさきによみがえるのはまばゆい笑顔だ。中宮はあかるく闊かつ達たつで生気にあふれた、まるで光そのもののような女性だった。

　左大臣が野心のために入じゆ内だいさせた姫だが、入内してきたのが彼女であったことには心から感謝した。

　当時、飛ぶ鳥を落とす勢いで、日に日に増していた左大臣の権勢。左大臣の政策は優すぐれている点も多かったが、そのやりかたが苛か烈れつで容よう赦しやがなく、他家との軋あつ轢れきを生んだ。

　このままではふたたび戦火が起きかねない──

　そう思いつつ、意気盛んな左大臣を牽けん制せいすることができずに心苦しい日がつづいた。そんなときも、彼女は春の陽光のようなまぶしい笑みを向けてくれた。そして政まつりごととは無む縁えんとばかりにふるまいながらも、すべての事情は心得ていたものか、ときおり、

「わたくしから父に話しておきますわね」

　とさらりと告げ、心にかかる暗雲を打ちはらってくれた。

　中宮とともに過ごす日々は幸せだった。

　だからこそ、彼女は一の妃きさきとはちがうとわかっていても、若くして子を産んで身み罷まかった一の妃のことが思い返されて、失われるのが恐おそろしかった。

　なにかにつけて左大臣から懐かい妊にんの報しらせを急せかされながらも、十五で入内してきた中宮が二十歳はたちを迎むかえてから子を授さずかった。

　懐妊がわかったときの左大臣の喜びようはすさまじかった。

　左大臣邸ていでは連日のように宴うたげが催もよおされ、まだ腹の子が男おとこ皇み子こと決まったわけでもなければ、上に幾いく人にんも親王がおり、すでに亡き兄宮の遺児が東とう宮ぐうに立っていたにもかかわらず、次の世を担になう子が誕生するともっぱらの噂うわさだった。

　それまで誕生していた我が子は六人つづけてみな男子、次も男皇子にちがいないと噂されていたが、もしまことに中宮から皇子が生まれていたなら、いまの東宮の次の東宮に──否いな、強きよう硬こうにいまの東宮を廃はい位いに追いやってでもその子を立りつ坊ぼうさせたにちがいない。それくらいの騒さわぎようだった。

　──しかし、その子が生まれることはなかった。

　ある日突とつ然ぜん、中宮は腹から血を流し、あわただしく宮中から下がることになった。別れはあまりに突然で、退出の言葉を交かわすことさえできなかった。

　穢けがれを忌いむ宮中では、中宮といえども宮中で亡くなることは許されない。中宮はそのまま実家で亡くなり、中宮とともに子の命も消えた。

　自分はすべての顚てん末まつを奏上によって聞くばかりで、現実味のないまますべてが終わっていた。

　左大臣をはじめ中宮所縁ゆかりの者が物忌みで出仕を控ひかえると、ほかの出仕している者たちも僧のように口をつぐんだ。後宮に行っても中宮はいない。表も奥も太陽を失ったかのような静けさだった。

　──そのとき、もっとも沈しずんでいたのは自分だったのだろう。

　中宮がいない日々は現実感がなく、心の重おも石しだった左大臣までもいない。まるで異世界に迷い込んだかのようだった。

　庭にまばゆい光が降り注いでいてもあたたかさを感じることはなく、山鳥が鳴いていてもどこか遠い出来事のような気がした。

　どこに真実まことの世はあるのか──夢うつつをゆく心地ここちで殿でん舎しやをふらついていたそのとき、藤壺に女によ人にんの人ひと影かげを見つけた。

　中宮、と心が逸はやったのも一いつ瞬しゆん、それは中宮の遺品を片づけていた女房で、それが綾あやの小路こうじこと紗子だった。

　もともと現実感がないところに中宮ではなかった事実に気が抜ぬけて、自分は思わず藤壺に座り込んだ。へたり込んでしまったといってもいい。そして中宮とともに眺ながめた庭を呆然と見つめつづける自分の傍かたわらで、紗子はただ座っていた。

　ときおり、話すともなく言葉を漏もらすと、紗子は静かに応こたえてくれた。

　みずから光を放って存在を主張する中宮とは正反対で、だれに気づかれることなくおっとりと、やわらかな日だまりのようにそこにいる娘──それが紗子だった。

　紗子だったからこそ、自分は話すことができたのかもしれない。幾日も他愛たわいないことを話しているうちに現実感を取りもどしはじめた。中宮のことを語ること、それは中宮がもうこの世にいないのだと自分に認めさせることでもあった。

　それから月日が流れ、中宮のことを思い出として話せるようになったころに、紗子を更こう衣いに迎えた。

　紗子は左大臣の姪めいで、紗子の父は亡き内大臣、左大臣さえ認めれば女によう御ごになれる出自だ。女御入内も考えたが、中宮亡きあと孫まご娘むすめの女御入内を画策していた左大臣の猛もう反はん対たいにあった。

　こちらも紗子を迎えることに政治的意図などなく、ただ側にいてほしかった、それだけのことだったので女御でも更衣でもどちらでもかまわず、更衣として迎え、亡き中宮の住まっていた藤壺の奥──梅壺の殿舎を与あたえた。

　紗子が懐妊したのはほどなくのことだ。中宮よりもはかなげな風ふ情ぜいの紗子の身を案じたが、紗子は無事、自分の七人めの男皇子を産んでくれた。

「七の宮様が一いつ緒しよにお寺参りしたかったようで、すねられてしまいました。きっと先日のお実家さと帰りが楽しかったのでしょうね」

　七の宮のことを語らいながら、紗子は花がほころぶように微笑む。

　おっとりとした気質はあいかわらずだが、母となってからは以前より笑え顔がおに生気が増したように感じる。生命力あふれる幼子に接しているうちに生気が伝わってきたのだろう。

「邸やしきにいた牛や馬にも驚おどろいていましたけれど、牛ぎつ車しやそのものにも興味を惹ひかれたようで。どうも男の子はおおきなものに魅みせられるようですね。また乗りたいとしきりにせがまれているようで、乳母めのとが困っておりましたわ」

「そうですか。来月の春日かすが祭まつり……は、遠出にはまだお早いか。賀茂祭までに一度連れ出しておあげなさい」

　その言葉に紗子はうれしそうに目を細め、抱だき寄せるとそっと身を委ゆだねてきた。

　紗子自身、女御であろうと更衣であろうと気にしない。政の権力争いとは無縁、ただ穏やかな時間を過ごすことだけを望んでいる。

　自分とて波風を望んでいるわけではない。

　なのに、なぜあのようなことを──

　そのときだ。寄り添そう紗子の首元から、不意に花の香かおりが匂においたった気がした。

　夜御殿に物を持ち込むことはできないというのになぜだろう。

（これは藤ふじ、か……？）

　よく藤壺で中宮と眺めていた花だ。花が終わったあとも乾かん燥そうさせた花びらの香りが殿舎に満ちていた、あの日の香り。

　香りが濃こさを増し、むせかえるほどの匂いにくらり、と意識が揺ゆれたそのときだ。




　────主上。




　意識の深い底から声が聞こえた。

（……ああ、この声、だ）

　いつもなつかしい過去ときへと誘いざなう声。

　深酒に酔よいつぶれる寸前の心地のなか、今日は単衣ひとえの下に忍しのばせた護ご符ふが既すんでの際で現実に引きとめている。

　しかしなおも濃のう厚こうさを増す香りの中から、よく聞き知った声が聞こえた。

「主上、わたくしたちの七の宮がいまだ頼たよりない立場におありだなんて、ひどうございますわ」

　見下ろすと、燭しよく台だいの灯あかりにほのかに照らされた紗子が、しなだれかかりながら上うわ目め遣づかいに見上げていた。

　しかし瞳ひとみに宿るのは勝ち気な光、口こう端たんに浮うかんだ艶あでやかな笑みは紗子のものではない。容よう貌ぼうは紗子でも表情はまるで別人だ。

　その者を自分は知っていた。

「中宮……」

　そう漏らすと、紗子──中宮は、大輪の牡ぼ丹たんが花ひらくように顔をほころばせた。

「お会いしとうございました主上。月も無き夜をひとり寝ねで過ごすのは寂さびしゅうございました」

　そのようにお召めしをねだる言葉も、紗子ならば言うはずもないものだ。

　なぜ中宮が。そう思う一方、心のどこかで覚えていた。彼女があらわれるのはめずらしいことではない、と。

　紗子を召した晩、記き憶おくがさだかでない日があった。それはおそらく、こうして中宮があらわれていたのだろう。

「わたくしたちの七の宮は無事おおきくなっておりますわ。いまだ頼りのない立場なのがおいたわしゅうございます」

　七の宮がいまだ親王でないことを案じているようだが、更衣の子が親王となるのはむずかしい。つまり彼女が求めているのは女御の宣せん旨じだ。

　女御宣旨の話もまた、自分のあずかり知らないところで進んでいたことだった。いずれは女御にと思っていたのでそのままにしておいたが、おそらく中宮があらわれた晩に自分がだれかに漏らしてしまったのだろう。

「女御、の話、なら進めている……」

　むせかえるような藤の香りに飲みこまれそうな意識の中、感覚の鈍にぶった舌でなんとか紡つむぐと、紗子──中宮は甘えるように首筋に腕うでを絡からめてきた。

「嬉うれしゅうございます、主上。七の宮が弘徽殿ごときに見下されるなど耐たえられませぬゆえ。弘徽殿は姪なれど、かの娘むすめのあまりに心無いふるまいに主上も心痛めておいででしたので、灸きゆうを据すえておきましたわ」

　先日、弘徽殿に猫ねこの妖あやかしがあらわれ、弘徽殿の女御が取り乱していたことは聞いている。あらわれたのは梅壺に投げ入れた猫だったという話だったが、これも彼女のしわざ──中宮が猫の霊れい魂こんを弘徽殿に送り込んだのだろう。

　そして彼女は吐と息いきが耳じ朶だに触ふれるほどに唇くちびるを寄せると、その一言を注ぎ込んだ。

「して、東とう宮ぐうは……？」

（──ああ、そうだったのか）

　その妖よう艶えんなささやきに得心した。

　身に憶おぼえのなかった東宮暗殺指示。その首しゆ謀ぼう者しやもこの中宮だったのだ。

　清涼殿に生じた穢けがれの嫌けん疑ぎが紗子にかかっていたようだが、梅壺を除じよ霊れいしたところで消えるはずもないのだ。中宮の霊は梅壺ではなく、藤壺と、この夜御殿に残っていたのだから。

　物には触れた人の〈気〉が移る。衣ころもや箸はしなどのささいなものでも移るのだから、住まっていた殿舎ともなればなおさらだ。怨おん讐しゆうの有う無むにかかわらず、大なり小なりかならず残る。

　藤壺とこの清涼殿に残る中宮の思念が集まったことで、力を持ってしまったのだ。

（それらの念を引き寄せてしまったのは、〈七の宮〉ゆえ……か）

　中宮に宿っていた七人めの我が子は、男児として生まれていれば七の宮と呼ばれるはずだった。紗子は召された際に藤壺をとおって清涼殿に上がる。そのたびに中宮の記憶を呼び起こすことになってしまい、やがて紗子の意識を乗っ取るまでになってしまった。

「わたくしたちの七の宮が東宮となれば、父はどれほど喜ぶことでしょう」

　中宮は〈七の宮〉は自身の腹にいた子と認にん識しきしているようだ。我が子を更衣となった紗子が引き取って育てていると理解しているということか。それとも。

　──もしや、中宮の子、なのか？

　帥の宮は、清涼殿に住まう霊は昨日今日あらわれたものではないと言っていた。紗子を召すようになってから、中宮の夢を幾いく度たびも見たおぼえがある。それが夢ではなく中宮の霊が見せた現うつつならば。

　紗子に宿った七の宮は、紗子だけではなく中宮の子ということも──

　気づいてしまった可能性に愕がく然ぜんとしていると、

「七の宮の世はますます繁はん栄えいいたしますわ」

　と中宮が紗子の口で嬉しそうに語った。

　中宮の華はなやかさは左大臣の娘であるという自信に由来するもので、彼女は左大臣家の姫ひめとして、藤原氏の繁栄こそが国を富ませると認識していた。

　それもまちがいではない。左大臣の下もと、職能に長たけた藤原氏が、一族内で折り合って争うことなくたがいが職務に邁まい進しんすれば、有能な者たちによって導かれた国はよりよいものとなるだろう。

　しかしもし、その一族の絆きずなが壊こわれたとき──一族内で争うようになったときに、なにが起きるだろう。いまは左大臣の下にまとまっている藤原一門だが、左大臣という求心力をなくしたときどうなるだろう？

　度を過ぎた権力の集中と効率化は、その体系が一度くずれたときに取り返しがつかない。そんな危あやうさの上に手に入れる繁栄よりも、さまざまな家の者たちがたがいにちいさな衝しよう突とつをくり返しながらも地道に積み上げる。

　安易な効率化よりも、万が一に備えて被ひ害がいを小さく抑おさえる体制を作る──それもまた政まつりごとを司つかさどる者の務めだ。

（──それでも）

　彼女の前向きなあかるさに救われた。彼女は道を照らしてくれる光だった。

　彼女の子が生まれることを望んでいた。彼女が望むように後あと継つぎにすることはむずかしくとも、無事生まれてほしかった。

　いまも側で笑っていてくれたなら、と思う。このままこの世に留とどめていられるなら──と。

　彼女を呼び起こしてしまったのはきっとそんな自身の弱さだ。

　もはや彼女は光射さす世から外れてしまった存在だった。どれだけ離はなしがたいぬくもりでも、人の世の道理を正しく守らねばならない。

　頭の奥にまで入りこんでくるなつかしい匂い、それに連つらなるまばゆい記憶。それらはもう、思い出の中だけに留めておくべきものだ。

「……主上？」

　自分は中宮の腕をほどいて立ち上がる。

　言葉にして伝えたい──名を呼びたい。しかしそのようなことさえも、彼女を現うつし世よに留める枷かせとなり、成じよう仏ぶつの妨さまたげとなる。

　──これが最後だ。

　ゆっくりと瞑めい目もくして、その香かおりを胸いっぱいに吸い込んで、口を開いた。




「──誰だれか、ある」
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　──誰か、ある。

　妖しの気配を察して昼御座ひのおましまで詰つめていた朱雀院の宮は、その命を享うけるなり妻戸に手をかけた。

「失礼つかまつります」

　開けひろげられた塗ぬり籠ごめの夜御殿から漏もれ出てきたのは、燭台の薄うす明あかりと凍こごえる冷気だ。その冷気は、なぜか季節はずれの花の香りのように透子は感じた。

（これって、藤ふじ……？）

　薫たき物ものかと思ったが、香こう合ごうではむずかしい香りが漂ただよっているのは不自然だ。どうして──と思っていると、奥から姿を現した人物に透子ははっとして頭を下げた。

　齢よわい三十半ば、すらりとした立ち居のその人物を見たのは数回だけ、しっかりと顔を凝ぎよう視しできたためしもないが忘れられるはずがない──帝みかどだ。

「主上、お呼びにございましょうか」

「ああ、そなたか」

　つづけて帝は命を告げようとしたが、ふらっと身が傾かしいで、朱雀院の宮がとっさに支えた。

　光源が弱いので顔色まではわからなかったが、生気が薄うすい気がする。透子がおそるおそる顔を上げると、容体を気き遣づかう朱雀院の宮が帝に顔を寄せていた。

（やっぱり似てる……）

　朱雀院の宮は帝が元服してすぐの子なので、ふたりの年は一回りとすこししか離れていない。帝が若く見えるほうなので、親子というよりむしろ兄弟のように見える。

「主上、ご無事にございますか」

　不安そうに眉まゆを寄せる朱雀院の宮に、帝は朱雀院の宮の手を借りて身体からだを起こすと、一言告げた。

「大事ない。……あとは頼たのんだ」

「───は」

　朱雀院の宮が頭を下げると、帝は清涼殿にひかえていた護ご持じ僧そうを従えて夜御殿をあとにした。

　帝のあとを追うように夜御殿から這はい出てきたのは紗子だ。

「主上……主上？　いずこにおいでになります？」

　その進路を朱雀院の宮が一歩踏ふみ出して阻はばむと、紗子が眉をあげた。

「無礼な。お退どきなさいな」

「えっ……」

　とても紗子の口から出たとは思えない言葉だった。

　その口ぶりも朱雀院の宮を睨にらむような表情も、まったく紗子らしくない。

「更こう衣い様……？」

　透子がおそるおそる声を掛かけると、紗子は朱雀院の宮に向けていた厳しい視線で透子を睨んだ。

「更衣ですって？　失敬な」

（えっ、どういうこと!?）

「更衣様、いったいどうしてしまわれたのですか？」

　しかし紗子は訝いぶかしげな視線を向けるばかりだ。

　叔母おばさま、と透子が近づこうとすると、朱雀院の宮が手を伸のばして透子を袖そでで制しつつ、紗子に告げた。

「──中宮様、これまでにございます」

（中宮様!?）

　中宮といえば紗子が仕えていた相手で、とうに亡なくなっている。

（叔母さまに中宮様の霊が取り憑ついたということ？　清涼殿にいた霊ってまさか中宮様なの……？）

　信じがたいことだが、そう考えれば紗子のこの変わりようにも納なつ得とくがいく。殿でん舎しやにただようこの妖よう気きは、死者の魂こん魄ぱくから流れ出ていたものなのだろう。

「東とう宮ぐう様への一件、帝はお赦ゆるしになりませぬ」

「なにを言うの。七の宮はわたくしたちの子。主上とお父上をつなぐ御お子こが天子となれば、この国はもっと豊かになるわ」

「国のために人を殺あやめては道理がとおりませぬ」

「過程はどうあれ、実が伴ともなえば人は納得するものよ。暮らし向きさえよくなれば、遠い宮中のことなど関係なく民たみは受け入れるわ」

　権力を握にぎる左大臣の娘むすめらしい言いようだ。

「七の宮が帝となり、人の暮らしが潤うるおえばかつて在った者の名などすぐに忘れ去ることでしょう」

　その言は、道理よりも実利を求める〈人〉というものを知っている老ろう獪かいな為い政せい者しやのようにも見えた。

「それも哀かなしき人の業ごう。なれど、人の世は死者に左右されるべきものではございませぬゆえ」

　そう言って朱雀院の宮が符を取り出すと、中宮は顔をこわばらせた。

「なにを……」

「残念ながら、生前の中宮様はそのようなことはおっしゃいませんでした。この世を彷徨さまよっておられるうちに悪あしきものを取り込んでしまわれたようですね。穢けがれを知らぬ魂魄ほど染まりやすいものです。はじめは取り込んでいるおつもりやもしれませんが、やがて侵しん食しよくされて、乗っ取られます」

　中宮も元はもっとちがう存在だったのだろう。紗子が慕したっていた中宮は、目的のために人の命を奪うばおうとするような女によ人にんではなかったはずだ。

　紫宸殿に現れた帥の宮の母もそうだった。はじめは我が子に会いたい、ただそれだけの想おもいでこの世に留まっていたものが、霊れい魂こんのまま悪しきものに晒さらされているうちにだんだん吞のみこまれてしまった。

「このまま現世にとどまり、妖あやかしとなり果ててもよろしいのですか？」

「天子たる主上のお側そばにいるわたくしが妖しですって？　無礼がすぎるのではなくって？　孝たか──」

　中宮がそのつづきを口にしようとした瞬しゆん間かん、光がはじけて旋せん風ぷうが駆かけ抜ぬけた。

「きゃあ！」

「ああ、申しわけございません。護ご符ふが反応してしまったようですね」

　中宮が口にしようとしていたのは、おそらく朱雀院の宮の〈真ま名な〉だ。

　──二に品ほん兵ひよう部ぶ卿きようの宮、孝たか明はる親王。

　名はその人を縛しばる呪じゆとなる。そのため呼びかけるときには役職や殿舎の名めい称しようなどを使い、真名で呼べるのは目上の者に限られる。今上の一の宮である朱雀院の宮を真名で呼んで許されるのはおそらく帝くらいのものだろう。

「しかしこの護符は妖し以外には反応しないようになっているはずなのですが」

　そう言って朱雀院の宮が護符を取り出して、自身の前の中空に浮うかべると、中宮の顔色が変わった。

「いま一度、試ためされますか？」

「………」

　やってごらんなさいな、そう告げたい中宮と、朱雀院の宮の〈力〉を畏おそれる妖しの意識がせめぎ合い、中宮のくちびるはふるえるばかりで言葉は出てこない。

　朱雀院の宮と中宮、睨みあうふたりを透子が息を吞んで見つめていると、ふっ、と意識が途と切ぎれたように紗子の身体がくずれ落ちた。

「叔母さま!?」

　透子は駆け寄って紗子を支える。そして紗子の顔色をよく見ようと思った矢先、周囲の燭しよく台だいの灯あかりがいっせいに消えた。

「!?」

　夜御殿は塗籠なので窓などないし、隣となりの昼御座も遣戸や格こう子しは閉とざされている。風が吹ふき込む隙すきなどないのに、かまいたちが駆け抜けたかのように灯りを落とされて、あたりはまったくの闇やみだ。

　視界のきかない中、透子が紗子を守るように強く抱だきしめていると、朱雀院の宮が小さくささやいた。

「──そのまま」

　透子は紗子をぎゅっと抱きしめたまま、息を詰つめて朱雀院の宮の指示に従う。

　耳を澄すますと、広い殿舎内をなにかが飛びかっている気配がする。やがてその気配もおさまり、妖しが消え去ったのかと思ったそのとき、朱雀院の宮が符を飛ばした。

　符は銀の光をまとい、矢となって一直線に飛んでゆく。すると闇の先から「きゃあ！」と叫さけび声が聞こえた。

　次いで朱雀院の宮が符を飛ばすと、昼御座の燭台に順々に灯りがともる。

　その燭台の陰かげで女人がひとり、肩かたを押さえて座り込んでいた。

（この方が中宮様……？）

　禁色や高価な真しん紅くをもちいた唐から衣ぎぬをまとう彼女が、一いつ介かいの女官などであるはずがない。

　年は二十歳はたちになるかならずか、少女の域を抜けていない女人だ。目鼻立ちは紗子とよく似ているが、表情に情感がよく表れる華はなやかな顔立ちをしていた。

「どうしてわかったの」

　耳を澄ましていた透子も、もはや中宮はこの殿舎内から消えたと思っていたのに、朱雀院の宮は闇にまぎれた中宮をあやまたず射い貫ぬいていた。

「藤ふじの花は、夜闇の中でより芳かんばしく香かおるものですよ」

　その返答に、中宮ははっと目を見開いた。

　朱雀院の宮は匂においを指し摘てきしたのではない。〈藤の花〉というのは藤原左大臣の姫ひめである中宮のこと、おそらく朱雀院の宮が追っていたのは妖しの気配だ。

「いま、この清涼殿は強固な結界に囲まれています。逃にげたところであなたがここから出ることはかないません」

　お覚かく悟ごを。そう言外に告げられて、中宮が声を荒あらげた。

「どうして!?　わたくしは主上と一いつ緒しよにいたいだけなのに……！」

　その中宮の叫びは、透子の胸の奥のなにかを揺ゆらした。

　大切な人と離はなれたくない──そう叫んでいた幼い日の自分。

　思えば中宮の霊れいはずっと帝みかどの側にいながらも、帝を妖しに染める気配はなかった。

　紗子の身体からだを乗っ取ったのも愛いとしい人と共にいるため、東宮の命を狙ねらったのも大切な我が子に愛しい人の跡あとを継つがさんがため。

　女として、母として、帝の一の女人でありたい。そんな恋こい心ごころの表れだ。

「中宮様、それ以上妖しに穢けがされる前にどうかお還かえりくださいませ」

「妖しなんて知らないわ！　どうしていまのままでいられないの……!?」

　領国くににゆかせるのはおまえのためなのだよ──

　幼き日の父の声がよみがえる。

　成じよう仏ぶつさせるのは中宮のためだと言っても聞き入れられるはずがない。どれだけ現実をならべて危険を諭さとそうとも望みはひとつ、一緒にいたい──ただそれだけなのだから。

「主上！　主上……！」

　すがるように呼びつづける中宮に、朱雀院の宮がしかたがないとばかりに息をつく。そして腰こしに佩はいた剣けんに手が伸のびるのを見てとって、透子は思わず声をあげた。

「お待ちください！」

　ふたりの視線が向けられる中、透子は紗子を横たわらせて膝しつ行こうでにじり寄る。

　綾小路殿、と朱雀院の宮が制そうとしたが、透子は首を横に振ふった。

　たしかに中宮は妖しに染まりかけているのかもしれない。けれども中宮がその力で襲おそいかかってくることはなかった。何年も霊としてこの世に留とどまっていながら妖しに染まる速度が遅おそかったのも、清涼殿という場ば所しよ柄がらにくわえて、なによりも彼女の心の強さゆえのことだろう。その中宮が妖しになることを拒こばんでいる以上、彼女が妖しの力をもちいることはない。

　透子は朱雀院の宮にむかって大だい丈じよう夫ぶとうなずき、中宮に近づくと、かたわらに腰を落として、一礼した。

「わたしは梅壺の更こう衣い、紗子叔母おばに仕えている女によう房ぼうの綾小路と申します」

　妖しに名を明かすことの危あやうさはわかっているが、綾小路は真名ではない。あくまで女房名だ。

「綾小路……？」

　中宮にとって〈綾小路〉とは紗子のこと、どういうことかと小首をかしげる。

「はい。中宮様が主上とどれほど仲睦むつまじくいらしたか、中宮様の女房だった綾小路様よりうかがっております。主上も中宮様にお会いできて、さぞかしお喜びだったことでしょう」

　東とう宮ぐう暗殺の一件は、妖しにあやつられたことが原因かもしれない──と知った帝は、すぐさま帥の宮の計画を受け入れた。しかし今朝の時点ではその妖しが中宮だとは判明していなかった。護符を忍しのばせて紗子を召めした夜御殿で、妖しの正体が中宮だと知った帝は、さぞとまどったことだろう。

「愛しい貴女あなた様さまの魂こん魄ぱくです。情がないはずがございません。きっとお悩なやみになったことでしょう。ですが主上は朱雀院の宮様をお呼びになりました。そのときの主上のお気持ちがおわかりになりますか？」

「主上の、お気持ち……？」

　好きな相手と別れたくはない──それでも相手を想おもい、幸せを願いつづけながら受け入れる別れもあることを、自分は知っている。

「貴女様が闇に吞まれてゆくのはしのびないと、貴女様のことを想ってなされたご決断です。

　──これ以上、主上に哀かなしいご決断を負わせなさいますな」

「………！」

　想う相手が苦しんでいると自分も苦しい。相手の幸せを見届けたなら、自分の心もあたたかくなる──そのような気持ちに変わりはないはずだ。

　中宮は目を見開き、食い入るように透子を見ていたが、やがてつぶやいた。

「そう、ね……」

　ずっと想う相手の側そばにいたい。けれどもそう思う相手のやさしさだからこそ受け入れなければいけない。

　その心が涙なみだとなって中宮の頰ほほを伝い、その涙は光の粒つぶとなって中宮の身体を包みはじめた。

　中宮の輪りん郭かくがだんだんとおぼろになり、中空に溶とけてゆく。彼女は帝への恋れん情じようゆえにみずからの消しよう滅めつを受け入れたのだ。

　きらきらと、せせらぐ川の水面のように光を放って消えてゆく。この光景を見るのは何度めだろう。朱雀院の宮も微び動どうだにせず、その光が夜闇に溶けてゆくのを見つめていた。

　──しかし、不意に中宮が苦く悶もんの色を浮かべた。

「──う、あ…ああ────！」

　むこうが透すけてみえるほど薄うすくなった中宮のなかで、黒い靄もやがうずまいている。中宮の中に巣食っていた妖あやかしが、中宮の昇しよう華かとともに姿を現したのだ。

　緊きん張ちようの空気がはしり、朱雀院の宮が刀に手をかける。だが中宮は身をかがめると、抱だきこむようにして妖しを抑おさえにかかった。

　──生まれて、は……だめ……

「ああ……っ」

　中宮の思念体を突つき破ろうと暴れる妖しと、それを必死に抑え込む中宮。

　みずからの霊体を形作っていたものが分ぶん離りしようとしているのだ。その苦しみはどれほどのものだろう。痛みをこらえてきつく嚙かみしめて、板間にうずくまりながらも中宮はけっして抱かかえた身体を離そうとしない。

　想う相手がいるこのうつし世に、おまえを残していくわけにはいかない──そんな中宮の矜きよう持じと執しゆう念ねんが伝わってくるようだった。

　しかしやがて中宮の身体が蒸発するかのように湯気を立てはじめた。妖しが吞のみこみはじめたのだ。

「──綾殿、離れてください」

「でも……っ！」

　中宮は自分自身と戦いつづけている。これは彼女の戦いだ。

　せめて最後まで──

　しかし、ふりかえった先の朱雀院の宮の視線は静かに中宮に注がれており、その視線の先の中宮もまた、朱雀院の宮を見つめていた。

　──もはやここまで。

　そう思い定めた目。妖しごと斬きってくれと告げる目に、透子は顔を逸そらしてきつく目を閉じた──そのときだ。

　思わぬ声が室内を揺らした。




「中宮様！」




　透子がはっと目を見開くと、声を上げていたのは意識を取りもどしていた紗子だった。

「叔母さま！　危険です……!!」

　しかし紗子は透子の制止をきかず、まろぶように中宮に駆かけ寄る。そしてもはやほとんど姿をとどめていなかった中宮を抱だきしめた。

「主上は中宮様のことをずっと、ずっと……！」

　それ以上は嗚お咽えつで言葉にならず、中宮はそんな紗子をあやすように背中に手を添そえた。

　そして顔を上げた紗子の頰に両手を当てると、口こう端たんをゆっくり上げて笑えみを作り、




　──あの方を、お願いね？




　唇くちびるだけでそう紡つむぐと、紗子の肩かたをとん、と押した。

「あ……」

　紗子の身体がゆっくりと後ろに倒たおれて離れる──その直後、朱雀院の宮の剣が中宮を貫つらぬいた。

「中宮様……！」

　紗子の叫び声が響ひびきわたる中、中宮はその力を全身で受け止めると、その身は光となって、咲さき誇ほこる花が散るようにはらはらと舞まいながら消え去った。
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　昼御座ひるのおましの隣りん室しつにいた帝みかどは、ことの経けい緯いを障子越ごしに聞きながら、護ご持じ僧そうから渡わたされた数珠じゆずをにぎりしめた。

　──彼女は自分で身の処し方を選べる女によ人にんだった。

　自分がちゃんと話して、諭しても、未練に囚とらわれることなく逝ゆけたのではないだろうか？

　しかしその行こう為いは、〈帝〉という立場が妨さまたげた。

　自分は彼女たちのように、反はん撃げきを覚かく悟ごのうえで近寄ることは許されない。

　彼女の死に目に駆けつけることも許されず、亡なき骸がらに会うことも許されず、それでもこの身を守りつづけるのが自分が負う〈帝〉という責務だ。

　そう話したなら彼女はきっとこう言って微笑ほほえんだだろう。

　わかっております主上──と。

　情の世界ではないことは、兄からこの宿命さだめを譲ゆずり受けたときに覚悟をした。自分の子でありながら自分の跡あとを継つげない一の宮とも距きよ離りを置いた。

　それでもつのる想いはどうすればいい。

「主上……」

　ひかえめに声をかける護持僧に、

「……いまだけだ。いまだけ……」

　そんな言い訳で赦ゆるしを得ると、自分は葬そう送そうの日に流せなかった涙を落とした。
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　七の宮擁よう立りつ派に名を連つらねた面々は、帥の宮の取り調べるところとなった。

　しかし帝の命を享うけておこなったことだと宮中が認めるわけにはいかないので、公おおやけに裁くことはできない。かといって彼らに他言されるわけにもいかない。

　内々に集まった帝と東とう宮ぐう、朱雀院の宮の前で、帥の宮が「大宰府に連れてゆきましょうか」と打だ診しんするも帝は首を横に振ふり、東宮も「私にも実害はなかったわけだしね」とのことで、この一件は沙さ汰た止やみとなった。

　無論、七の宮擁立派の面々には固く釘くぎを刺さしておかねばならないところだが、東宮から、

「私の蔵人くろうどとして取り立てるよ。出世の道順として悪くない職だしね」

　と世にも恐おそろしい提案を受け、彼らは、よりにもよって暗殺しようとしていた東宮の下で働くことになった。彼らの胃がいつまでもつかは帥の宮の知ったことではない。

　落としどころをまとめたのち、僧そう正じよう月祥を呼び出して事件の全ぜん貌ぼうを話した。

「表にするのは主上の望むところではなく、内ない々ないに」

　首しゆ謀ぼう者しやは梅壺の更こう衣い紗子ではなく、憑ひよう依いしていた中宮だった──左大臣の娘むすめが関かかわったということもあり、ことが明るみに出れば左大臣家の威い光こうに障さわると判断したものか、月祥は「畏かしこまりましてございます」の一言でこちらのすべての要求を吞んだ。







「月祥殿」

　顚てん末まつの話し合いののち、朱雀院の宮は、清涼殿から退出しようとしていた月祥を呼び止めた。

「このたびはありがとうございました」

　身内の中宮が関わっていたとはいえ妖あやかしのしわざ、確たる証しよう拠こは帝や朱雀院の宮をはじめとした目もく撃げき証言だけだ。ごねようと思えば月祥はいくらでもごねられたはずだし、それまでにも朱雀院の宮は月祥の策をいくつも妨ぼう害がいした自覚がある。

　なぜ月祥は異議なく受け入れたのか。

　呼び止めた意味を察して月祥が告げた。

「かつてのかの姫ひめは実に頼たのもしい方であられた。当家の繁はん栄えいをもたらす大切な御お方かたでした。しかしお亡なくなりになった現在いま、この世にいてはならない御方ですので」

　成じよう仏ぶつさせてくれてよかったと言わんばかりの言は、正論ではあるものの、いささか情に欠けるように思われた。

「もはや御お家いえに携たずさわることのない御方は無用と？」

　しかしそのとき見せた月祥の表情は、自身の言葉とは裏腹で、失われてしまった人の面おも影かげを追うように月祥は目を細めた。

「かの方は生前からまぶしい光を放ち、死してなお色いろ濃こく影かげを残されました──無む品ほんの宮として浮うき草くさのように寄よる辺べもなく、生きながらにしてこの世を漂ただよっていた私には、まばゆいかぎりの御方にございました」

　その告白に朱雀院の宮は息を吞のんだ。

　たしか月祥は数代前の帝の皇子だったはずだ。親王宣下されることなく僧そう籍せきに入り、学僧として大陸に渡ったという。かつての帥の宮が目指していた道でもあり、後見のない皇子が望みうる数少ない選せん択たく肢しだ。

「宮様は、皇統を守るために存在しながら、なんの責も意味もない己おのれに問うことはございませんでしたか？」

　その問いは、かつての朱雀院の宮が抱いだいていた思いだった。

　自分が皇族として存在している意味は──この生はいったいなんなのか。

「帝てい位いと関わりを持たなかった皇族が一度は己に問うことです。私は、皇族として望まれない浮き草であった自分が、才覚ひとつでどこまで帝位に近づくことができるのか見てみたかった。ただ人としてどこまで届くのかと」

「その望みを叶かなえる相手が左大臣であった、と……？」

　月祥が支える左大臣は人身位を上りつづけ、やがて娘を中宮とした。その中宮が皇子を産み、その皇子を帝位に就つかせること──それが、帝位を望めなかった月祥の夢となったのだ。

「中宮様はお幸せであられた。ならばもはや私があの方を偲しのぶ理由などございません」

　思い出がたりはここまでと、月祥はいつもの眼めにもどると朱雀院の宮を見つめた。

「主上は御心をさだめられたようですな」

　なにを、と月祥は告げなかったが、朱雀院の宮は「ええ」と答えた。

　左大臣の右みぎ腕うで、そして頭脳である月祥には、これから帝が行おうとしていることなどお見通しだ。

「では東宮妃ひについて考えはじめなければならぬようですな」

　考えるもなにも、東宮に入じゆ内だいするひとりめの女によう御ごは左大臣家の二の姫。それが宮中での絶対的な認にん識しきだ。左大臣家の正室腹の姫であり、今上の女御の妹でもある。年も十五で東宮とのつり合いも取れているし、出自や後見的に非の打ちどころがない姫だ。

　要は、次代も戦うことになりますな、という月祥からの遠まわしな宣戦布告だ。

　まだ大望をあきらめるつもりはないらしいと朱雀院の宮は苦く笑しようを漏もらすと、

「左大臣様にはよしなに」

　とその宣言を受け取った。







　翌日、梅壺の更こう衣いこと藤原紗子に女御宣せん旨じがなされる旨むねが伝えられる。

　女御宣旨に伴ともない、紗子所生の七の宮には親王宣旨が下されることが決定し、それとともに帝みかどが近々譲じよう位いする旨が告げられた。
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　内だい裏りが今上の譲位の内示に大おお騒さわぎになっているころ、梅壺にもおおきな報しらせがもたらされていた。

「えっ、ご懐かい妊にん!?」

「ええ、そうなの。見立てでは秋ごろですって」

　紗子はまだまったく膨ふくらんでいる様子のない腹を愛いとしげに撫なでる。

　まことにおめでとうございます、と手をついた透子だったが、

「たしかに先日医師がいらしてましたけれど、そんなことはなにも……？」

「あの方たちは、まずは主上にお伝えしなければいけないから」

　そう言われて得心した。紗子の腹にいるのは帝の子、たとえ生母といえども帝よりお預かりしている御お子こというかたちになる。

「わたくしも昨日、主上からうかがって驚おどろいたのよ。主上もたいそうお喜びくださって、宴うたげなども身体からだに障らぬようにとお気き遣づかいくださって……」

　紗子がいつになく上じよう機き嫌げんでいるのを七の宮も察したのだろう。実家さと帰り以来牛ぎつ車しやにご執しゆう心しんで、いまも牛車の玩具おもちやで遊んでいた七の宮だったが、

「ははうえー！」

　仲間に入れてとばかりに紗子の膝ひざに駆かけ寄り、紗子は我が子を抱だき留めた。

「宮、秋になったらね、宮は兄上におなりになるのですよ」

「あにうえ!?」

　七の宮は兄上がなんなのかまだわかっていないだろうに、数日前とおなじように目を輝かがやかせてはしゃいでいた。

（そういえば、上の六人の宮様は、みなご生母がちがっていらっしゃるのよね）

　同腹の兄宮となるのは七の宮がはじめて、にぎやかなことになりそうだ。

「そうだわ、透子。兄上は女御宣旨の件でおいそがしいと思うけれど、このことを伝えてきてもらえるかしら？」

　父尭丞は女御となる紗子の後見を正式に仰おおせつかった。家格的にいずれは……と言われながらも大納言で足あし踏ぶみしていた父だが、次の除じ目もくで内大臣となることが決まったも同然だ。

（いそがしいというより浮うかれているかも……）

　と思ったが、めでたい話はいくつあってもよいものだ。

　幸せそうに微笑ほほえみあう紗子と七の宮に笑え顔がおをもらいながら、透子は手をついた。

「謹つつしんでお受けいたします」
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　実家に帰ると案の定、浮かれかえった父尭丞が満面の笑みで迎むかえてくれた。

　尭丞は出世欲よくの薄うすい人だが、出世に興味がないわけではない。出世のために手段を選ばなかった左大臣とは正反対で、出世のための手段を選ばなかっただけ、出世のために悪事を働くこともないが出世することは素す直なおに喜ぶ。良くも悪くも俗ぞく人じんだ。

（こんな調子で左大臣と渡わたり合えるのかしら……）

　と不安がよぎったが、表の政は父の領域。透子は口は出さずにいると、

「おまえが紗子を説得してくれたのか？　よくやってくれた」

「説得もなにも、女御にするかどうかは主上の御お心こころ次し第だいよ」

「それは紗子が遠えん慮りよしつづけていたからであろう。今回のことも紗子の気持ちなしに進む話でもあるまい？」

（そうなの？）

　それまでの紗子は、七の宮を守れるなら女御にならなくてもいいと言っていた。そんな紗子をなにかが変えたのだとしたら、それはきっと中宮が残したあの一言だ。

　──あの方を、お願いね？

　あの言葉が、中宮に代わって帝の側そばにいつづける決心を固めさせたのだ。

「それで用件はなんだ。小こ袿うちぎか？　唐から衣ぎぬか？」

　女御ともなれば衣装も新調しなければなあ、と尭丞は上機嫌だ。

「ああうん、それも必要なんだけど、半年くらいあとのお実家さと帰りの準備もお願いしようと思って」

「実家さと帰り？　紗子が？」

　不思議そうに問い返す尭丞に紗子の懐妊のことを告げると、尭丞は驚きのあまり脇きよう息そくから転がり落ちた。







「伯お父じ上うえは大だい丈じよう夫ぶなのか」

「うん、まあね。すぐに女によう房ぼうたちも来てくれたし」

　尭丞はもたれかかっていた脇息から見事に転がり落ちたあとも、「透子！　透子！　それはどういうことだ!?」とあわてふためいていたが、いまのところは透子がこれ以上語ることはない。

　紗子からあずかった文ふみをその場に置いて透子は自室のある東の対にもどり、出仕中に宮中で伝えなくて正解だった……と息をついていると、龍尚が顔を見せた。

「女御宣旨にひきつづいて、ふたりめの懐妊とはめでたい話だな。しかし帝が譲位するとなると、紗子叔母おばはどうなるんだ？」

「帝は院におなりになって宮中をお出になるから、叔母さまは付いてゆかれることになるわね。帝もいまいらっしゃる女御様や更こう衣い様みなさまをお連れになるわけではないから、叔母さまはいまより落ちついておすごしになれそう」

「そうか。──それでおまえはこれからどうするつもりだ」

　その質問は龍尚が部屋に来たときから──否いな、実家に帰ることになったときから覚かく悟ごしていた。

　宮中に上がった目的のひとつは、左大臣の策や女御の嫌いやがらせから紗子を守るためだ。しかし帝の譲位が決まり、紗子はやがて宮中を去る。

　紗子と七の宮が確たる地位を手に入れたいま、己おのれの身のふりかたを考えるべきときだ。

　透子はかすかに瞑めい目もくし、心に問いかけて、そして瞳ひとみを開けて口を開いた。




「わたしはこのまま叔母さまの側でお仕えするわ」




　それが龍尚の求きゆう婚こんに対する返答だった。

「わたしは叔母さまにお仕えしながら、院におなりになる帝や、あらたな帝となられる東とう宮ぐう様のために尽つくしたいと思ったの。この国を守りたいって」

　龍尚とこれからの時をともに過ごしてゆくことも、もちろん考えた。きっと楽しいことも悲しいこともあって、充じゆう実じつして、幸せだと言える日々があることだろう。

　それに龍尚の申し出を断ったところで、ほかの幸せな未来像があるわけではない。

　七星という素質があっても、朱雀院の宮のようにはなれないかもしれない。

　それでも朱雀院の宮が守ろうとしているものを自分も守りたい。彼とおなじ世界をおなじ場所から見ていたい──そう思ったら、心を偽いつわることはできなかった。

　透子が心をさだめて返事を待つと、龍尚はかすかに息をついて、「そうか」と告げた──ただそれだけだった。

（え……？）

「……龍はこれからどうするの？」

　龍尚の胸中を聞きたかったが、聞ける立場ではない。

　ほかの話を振ふると、意外な答えが返ってきた。

「国に帰って乱に備える」

「え？」

「宮中ではどれだけ穏おん便びんな代だい替がわりでも、地方ではかならずひずみが生じる。新しん帝てい即そく位いでめでたいと盛り上がっていられる状じよう況きようじゃないんでな」

「……！　大丈夫なの？」

「なにも起きないことを祈いのっていてくれ」

　冗じよう談だん交じりに、しかし突つき放すような言葉を残して龍尚は立ち上がる。

　そのまま背を向けた龍尚に透子は手を伸のばしかけたが、その指は中空で止まった。

（これが最後……？）

　一いつ緒しよに領国に来いと差し出された龍尚の手、それを拒こばんだのは自分のほうだ。

　今いま更さらながら失ったもののおおきさに、指先がふるえてしびれがはしる。

（もう、わたしは心配することさえできないの……？）

　思わず涙なみだがこみ上げてきそうになったそのときだ。

　ふり返った龍尚が、伸ばしかけた透子の手を取った。

「───！」

　透子は目を見開く。

　どうしてわかったのだろう──

　その視線の先にある龍尚の瞳はふるえる透子を映していた。

　このままでは身体からだのふるえまで伝わってしまう。透子は手をふりはらおうとしたが、龍尚の手はびくともしなかった。

「──一緒に戦ってくれると思っていた」

「……」

　領国を守るためにともに戦う。龍尚に言っていたことは本心だ。

　守りたいと思っていた。いや、いまも思っている。けれども宮中に上がって、領国だけではない、もっとおおきななにかを守りたい、そう思ってしまった。

「ごめんなさ……」

「おまえが謝ることじゃない」

　厳しい声こわ音ねで龍尚がさえぎった。

「心を偽ったりしたら許さなかったけどな。……ずっと見てたんだ。それくらいわかる。

　おまえはちゃんと向き合って、自分で判断した。なら、それでいい」

　龍尚は透子の手首を解放すると、その手のひらを透子の頭の上に乗せた。

　そのあやすような手つきに、透子は自分が泣いていることに気がついた。

　何度龍尚にこうされたことだろう。領国で龍尚と一虎とともに過ごした幼い日々の思い出が脳のう裏りをかけめぐるなか、龍尚が透子の頭を撫なでながら、ぽつりと告げた。

「……領国に来たとき、おまえはすでにあいつに会っていたんだな」

　ならしかたがない、そう自分を納なつ得とくさせるかのように。
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「先にあいつと出会って、あの日のおまえになった。俺はそんなおまえに惹ひかれていたんだ」

　──だから謝ることじゃない。

　その一言に涙があふれ、透子は両手で顔を覆おおってしゃがみこむ。

　そんな透子の頭を龍尚はずっと撫でつづけていた。







　それからしばらくして、透子の嗚お咽えつがおさまったころ龍尚がぽつりぽつりと語りはじめた。

　周辺諸国では国司が実際に地方に向かわず、遥よう任にんで任せきりのため国司の地位が揺ゆらいできていること、受ず領りようが好き勝手に支配地域を変へん更こうしてしまい、力を持つ地方豪ごう族ぞくが生まれてきたこと、豪族はついに一国を超こえて領地を広げはじめたこと──透子が領国を離はなれて二年あまり、それでも領国をとりまく状況は変わっていた。

「うちは一門から国司を出しているから領内は一枚岩なんだけどな。それでも他国からの侵しん略りやくは痛い。もういっそ、こちらから攻せめて支配下に置いてしまったほうが早いんじゃないかとさえ思う」

「国を超えたりしたら、それこそおおきな問題になるんじゃ……」

　地方は国に分かれて、宮中で定められた国司が領地に行って治める。それが国の基き盤ばんだというのに、それすらも揺らいできているのか。

「こちらも国司を有しているという建前上、国境超えはしたくはないんだけどな。守っているだけでは、強大化した隣りん国ごくに吞のまれかねない。こちらも武門だ。地じ侍ざむらいには引けは取らない。近辺の源氏一族を束ねて地方を牛ぎゆう耳じってみるのもいいな」

　国の基盤を地方から変えてしまう。まるで夢物語みたいだが、龍尚の言葉は妄もう言げんではない。時代が都人の思いもつかない方向へと流れているのだ。

「都にすら攻め上れる力を得たなら、そのときはおまえを奪うばいに行く」

　その宣言は、声音も、瞳も、本気だった。

　──軽口をたたいているときでも、龍尚はいつだって、本気だった。

　透子はまだ涙の名残なごりのある顔で、すこし軽い口ぶりで返した。

「できるものならね」

　それが龍尚とのあらたな約束だ。

　──覚かく悟ごしておけよ。

　にやりと笑えんでそう告げる龍尚に、透子は以前とおなじように腕うでを上げると、腕とともに笑顔を交かわした。
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　透子が宮中にもどったのは、午ひるを過ぎてからのことだ。

　紗子の書簡を届けに行っただけのはずが、ずいぶん長居してしまった──と梅壺の前を小走りで駆かけていると、庭先に人ひと影かげがあった。

「朱雀院の宮様……」

　梅の木を愛めでていた朱雀院の宮がふり返ると、透子を見て一いつ瞬しゆん間があったものの、すぐに微び笑しようを浮うかべた。

「このたびはご懐かい妊にんとのよし、おめでとうございます」

「宮様こそ、まことにおめでとうございます」

　透子にとっては主あるじ紗子の、朱雀院の宮にとっては父帝の祝いごとだ。

　たがいに頭を下げてしまい、朱雀院の宮と透子は顔を上げると、どちらからともなくふっと笑みがこぼれた。

「めでたい話というのはいくつあってもよいものですわね」

「表では、生まれてくる子は男皇子か姫ひめ宮みやかと盛り上がっておりましたよ。こうして御み子この懐妊を素す直なおに喜びあえるのは嬉うれしいことです」

　これがもし、いまは亡き中宮の懐妊であれば、次の東宮はだれになるのかと大おお騒さわぎだっただろう。しかしすでに帝みかどは東宮に譲じよう位いの意思を示しているし、生まれるのは七の宮の弟妹とあっては政治的な問題はまず起きない。

「そうですね。ですがもし姫宮様であれば、ほかの意味で大変なことになりそうですわ」

「とおっしゃいますと？」

「主上も宮様方がたも妹姫ははじめてでいらっしゃるでしょう？　弟宮とちがって溺でき愛あいなさりそうな気がいたしますわ」

　すると朱雀院の宮は想像がついてしまったものか、苦く笑しようを漏もらした。

「たしかに。主上は七の宮のことも可愛かわいくてしかたないといったご様子ですが、はじめての姫宮となればその比ではないでしょう。主上も弟たちもまちがいなく可愛がるでしょうね」

「朱雀院の宮様はいかがですの？」

「私は……どうでしょうね。親兄弟と暮らした憶おぼえがありませんので、想像がしづらいと申しますか」

　どのような気持ちになるのでしょうね、とつぶやくと朱雀院の宮は儚はかない微笑を浮かべた。

　うらやましいと思いながらも自分には縁えんがないものだとあきらめて、距きよ離りを置いて穏おだやかに見つめる目。

　そんな朱雀院の宮の胸中に気づいて、透子はあわてて言葉を継ついだ。

「みっ、宮様もいつかご家族ができますよ……！」

「え？」

「たしかにいままではご家族との縁が薄うすかったやもしれませんけれども、これからいくらでも！　一いつ緒しよにお住まいになればまた情も湧わいてくると思いますし！」

　なにも、家族というのは遠い存在ではない。そう知ってもらいたくて言いつのった透子に、朱雀院の宮はしばし考えていたが、なにかに思い当たったように「ああ」とうなずいた。

「主上のご退位後のお住まいのこと、すでにお聞きになっていらしたのですか」

「……はい？」

（主上のお住まい？）

　なんの話だろうと透子が小首をかしげると、朱雀院の宮は言葉をつづけた。

「主上は院となられたのち、朱雀院にお住まいになるとのことです」

「えっ？」

　朱雀院といえば、その呼び名のとおり朱雀院の宮の住まいだ。

「元は主上のお父上──私の祖父である先の院がお住まいだった邸やしきですので、ご退位後の住まいとしてふさわしいのではないかと」

　元々朱雀院は、譲位なされた帝の住まいとして建てられたものだ。本来想定された持ち主にもどることになる──が。

「では朱雀院の宮様はどちらにお移りに……？」

「候補の邸はいくつかございますが、いずれにしろ建て直すことになりそうですね。ご譲位の時期は藤ふじの花を愛でてから……と主上はお考えのようですが、それまでに建て直しは間に合いそうにないので、私はしばらく朱雀院の対の屋を間借りすることになりました」

「あ……！」

　そこでようやく透子は話の流れをつかんで合が点てんがいった。

「ではお父上とご一緒に……？」

　朱雀院の宮はうなずいた。朱雀院の宮の複雑な生おい立ちについては聞いていたが、長い時をへて、ようやく親子で共に住まうことになったのだ。

　それはよかったとほっとして、おめでとうございます、と祝福をしかけた透子だったが、ふとなにかが脳のう裏りをよぎった。

　それは喜びなのか不安なのかもわからない。なんだったのかしら……と気にかかった透子は、状じよう況きようを整理してみることにした。

　帝は退位して院となり、宮中を出て朱雀院に住まう。

　朱雀院の宮は父院とともにおなじ邸で暮らす。透子は院についてゆく紗子の側そばに仕えつづける──ということは。

（……つまりそれって、わたしが宮様とおなじ朱雀院に住まうことになる、ってこと……？）




　────ええええええ!?




　ようやく事態を把は握あくした透子は思わず声を上げそうになり、あわてて吞みこむ。

　だが吞みこんだ熱は胸の中で暴れまわり、透子はあわててそれに蓋ふたをして抑おさえつけた。

（動どう揺ようしているのはわたしだけ！　わたしだけだから！　気にしちゃダメ……！）

　透子が心の内で必死に恥はずかしさと格かく闘とうしていると、

「いまさらながらと申しますか……気恥ずかしいものがありますけれどもね」

「ええっ!?」

　そんな朱雀院の宮の一言に思わず声を上げてしまったが、自分のことのはずがない。話の流れから父帝の話だ。

「なにかまだ、わだかまりでも？」

　冷静に冷静に、と心の内でくり返しながら透子が問うと、「いえ、そのようなことは」と朱雀院の宮は苦笑した。

「昔はみずからの境きよう遇ぐうについていろいろ思うところもございましたが、朱雀院の宮として表の世で生きることになったとき、主上に告げられました。

　そなたの母とめぐりあえて幸せだった、東とう宮ぐうとなる前であればこそ、想おもう相手の側にいることができた──と」

「あ……」

　それは朱雀院の宮の母への告白、そして帝として想いとは無関係に妃きさきを迎むかえなければいけないことを伝えるものだ。

「そのときの私はよくわかりませんでしたが、いまならわかるような気がいたします。母の生しよう涯がいは二十にも満たない短いもので、父とともに過ごした時も一年ひととせもあったかどうか……それでも時は短くとも母は幸せであったのではないかと、そして私もこの世にいて赦ゆるされる存在だったのだと思えるようになりました」

　おそらくそれが家族というものなのでしょうね、と朱雀院の宮はつぶやいた。

「そしていまは、自身が父の跡あとを継つぐ東宮でなかったことに感謝しております。望まぬ入じゆ内だいを受け入れることも、想う相手を想いつづけることもできますから」

　その相手がだれなのかは、問うまでもなく声こわ音ねで伝わってきた。

　鼓こ動どうが高鳴りはじめ、一度蓋をしたはずの感情がまた暴れ出す。

　甘い痺しびれが全身をめぐり、透子は気恥ずかしさのあまりうつむいていると、頰ほほに手を添そえられた。

　見上げた先の朱雀院の宮の瞳ひとみに映っているのは、透子ただひとり。




「朱雀院においでの際は、貴女あなたの許もとをお訪ねしてもよろしいでしょうか？」




「────！」

　その問いに透子は目を見開いた。

（それって──）

　いままでも朱雀院の宮は何度も梅壺を訪ねてきていたが、その意味合いはおおきく異なる。

　私的に女によ人にんを訪ねる──つまり、妻つま問どいだ。

「ずっと想っていました。離はなれていた時間を取りもどさせてください」

　触ふれている朱雀院の宮の指は冷たいはずなのに、そこから熱が生まれて、心臓が高鳴り、顔が熱ほてる。きっと顔は湯気が立つほどに真っ赤になっているにちがいない。

　いまさら隠かくしたところでどうにもならないとわかっていたが、心音の高まりを抑おさえられない透子は、せめて目を伏ふせて鼓動を抑えながら、なんとか言葉を紡つむぎ出した。

「お待ち、しております……」

　身体からだをめぐる熱に対して、紡がれた言葉は聞き取れるかどうかというほどのかそけきものだったが、視界の端はしで朱雀院の宮の微笑ほほえみが見えて、ついで目め許もとにくちづけが落とされた。

「宮、様……？」

　そのくちびるは透子の左右の目許を、そして目じりから頰を伝う──まるで涙なみだのあとをたどるように。

　そしておおきな袖そでで包み込むように透子を抱だきしめると、耳じ朶だに吐と息いきが触れる距離からささやきを落とした。
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「──もう泣かせませんから」

（……気づいていらした……）

　ちゃんと宮中に帰る前に目を冷やして、腫はれと充じゆう血けつを取って化け粧しようも施ほどこしてきたというのに、家で龍尚に別れを伝えてきたことを朱雀院の宮は気づいていたのだ。

　ふたりの間に横たわる十年の空白、けれども心はずっと近くにあった──

　透子が見上げると、どちらからともなく顔が近づいて、くちびるが触れる。

　そして触れ合った向こうに十年分のたがいを探すように、相手の熱を求めあった。







　そんなふたりを見下ろす梅の木の上で花をつついていた鶯うぐいすが、霞かすむ天そらを貫つらぬくかのように高らかに鳴く。

　季節は春。生命いのち息い吹ぶく花の季節を迎えようとしていた。





了　









　あとがき




　こんにちは、九く月つき文あやです。本書をお手に取ってくださってありがとうございます。




　かの姫ひめ宮みやは男だと知らされて動揺する透とお子こ。信用できない輩やからばかりの宮中に透子を置いておくことはできないと、龍たつ尚ひさは透子に一いつ緒しよに領国に帰るように告げます。

　龍尚からの求きゆう婚こん、そしてかの姫宮であることを隠していた朱雀すざく院いんの宮みやに心揺ゆれる透子は──




　ということで「春しゆん天てん繚りよう乱らん」シリーズ第３巻です。

　本巻はタイトルが「雪せつ月げつ花かの君きみと春しゆん暁ぎようの夢ゆめ」ということで、白はく居きよ易いの漢詩の一句の「雪月花」と、孟もう浩こう然ねんの漢詩「春暁」を踏ふまえたお話となっています。




　まず「雪月花」は、『雪月花時最憶君』──雪月花を見るとき遠いところにいる友を憶おもう、といった内容の漢詩ですね。１巻の序章が「雪月花の憶おもい出で」でしたので、「雪月花の君と春暁の夢」というタイトルをご覧になった時点で、あの話のつづきだな、とぴんと来た方もいらっしゃったのではないかと思います。「思い出」ではなく「憶い出」なのもこの漢詩を踏まえているためです。

　なにを見ても思い出してしまう「雪月花の君」、その相手と会うことができなかった空白の時間を書かせていただきました。




　孟浩然の「春暁」は、学生のときに漢文の授業で「春眠暁を覚えず…」と習ったあれです。春の朝、眠くてしかたがないときに使うこともあるので、わりと卒業後も耳にすることが多いフレーズですね。

　漢詩は「処処啼鳥を聞く　夜来風雨の声　花落つること知る多少」とつづきますが、春暁の夢うつつの狭はざ間まで見たものはなんなのか──夜の間にあった風雨とは、そして落ちた花とは？

　その答えは本文にてお楽しみくださいませ。




　平安宮中の人々は漢詩にも通じていたようで、清せい少しよう納な言ごんが「枕まくらの草そう子し」で、主あるじの中ちゆう宮ぐう定てい子しから「香こう炉ろ峰ほうの雪ゆき」について尋たずねられて、白居易の漢詩を踏まえて、「なにも言わずに簾すだれをかかげた」というお話は有名ですね。

　漢詩を知ったうえで、たがいにあらためて説明するまでもなく知識を踏まえたやりとりをする──という平安の宮中の空気がいいなあと思いまして、いろいろと漢詩や古歌を踏まえたやりとりを取り入れてみました。

　しかしそれを本文中で説明するのは、中宮定子からの問いかけに対して「それは白居易の漢詩ですね！」と言葉で答えてしまうようなもの、あまりに無ぶ粋すいになるのでさらっと流していますが、１巻序章タイトルをはじめ、ご興味ある方はそのような観点からもお楽しみいただければ幸いです。




　本文内容に触ふれるのはあとにしまして、近きん況きようといたしましては、今年の春はゆっくり時間が取れましたので、庭の手入れにはじまって、京都の桜、足あし利かがの藤ふじ、ハウステンボスのバラ、鎌かま倉くらや箱はこ根ねのアジサイ……と花見三ざん昧まいの日々を送っておりました。

　平安の人たちも見ていたんだろうなあと思いつつ花を眺ながめていましたが、当時は桜といってもソメイヨシノはまだないですし、バラもいまのような剣けん弁べん高こう芯しん咲ざきはないのでハマナスのようなのっぺりしたものですね。最近は、チューリップやアジサイも品種改良が進んでいて、いままでと一風変わった姿を見られますし、新品種の花が見られる現代人でよかったなあと思った次し第だいです。




　と、そろそろ本文の内容に入らせていただきますね。

　まずは恋の花を咲さかせた透子。幸せな春を謳おう歌かして、夏には朱雀院にお引っ越しで新生活に突とつ入にゆうか？　という様子ですが、情勢がそうは許さないようです。

　平安時代といってもずっと平和だったわけではなく、天災や流行はやり病やまいや飢き饉きんはしょっちゅうで、後期にゆくにつれて戦いくさも多くなりました。平たいらの将まさ門かど、木き曾そ義よし仲なか、平たいらの清きよ盛もり、源みなもとの義よし経つねといった武者たちは平安時代に生きた人たちです。女性の巴ともえ御ご前ぜんもそうですね。そういった時勢に乗って、龍尚も源氏の棟とう梁りようとしてそのうち京に攻せめ上ってくるのでしょう。

　やれ怨おん霊りようだ、穢けがれだと、姿の見えないものを恐おそれていた都の人たちの許もとに、武者が攻め上ってきたときの混乱はどれほどのものか……やがてくる嵐あらしに、新たな帝みかどとなる東とう宮ぐうや兵ひよう部ぶ卿きようの宮みやである朱雀院の宮も巻き込まれてゆくのでしょうね。ですが精神的にたくましい彼らのことですから、無事、時代の波を乗り切ってくれると信じています。

　本巻で朱雀院の宮にリードされた龍尚は、上じよう洛らくで挽ばん回かいなるか？　というのが気になるところですが、その後の彼ら彼女らにつきましてはみなさまのご想像におまかせしますね。




　最後になりましたが、本作をお手に取ってくださいましたみなさまに感謝を申し上げます。

　また、イラストをご担当くださいました雲くも屋やゆきお先生をはじめ、制作に携たずさわってくださった方々に感謝申し上げます。

　ではまた、みなさまとお目にかかれることを祈いのりつつ。
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